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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　千年前、星は未み曽ぞ有うの氷河期を迎むかえた。

　大気組成の変化、太陽の活動力低下、巨きよ大だい隕いん石せきが衝しよう突とつし舞まい上がった粉ふん塵じんが空を覆おおったことによって生じた日照不足……様々な要素が絡からみ合い、地上は人類が住むにはあまりにも厳しい環かん境きように変じてしまった。

　ゆえに人類は地上を放ほう棄きした。

　人類は地底に暖を求め、千に及およぶ巨大地底都市を建造。同時に、大気のバランスを整えるナノマシンの開発にも着手した。それらが完成し、地底への移住とナノマシンの散布を始めた頃ころには、人類の人口は六割にまで減少していた。

　人類は地底で耐たえ忍しのんだ。

　緩ゆるやかな文明の盛せい衰すいを繰くり返しながら。

　そして千年の時が過ぎ、地上は氷河期以前の環境を取り戻もどした。

　地上に戻った人類は再び繁はん栄えいを謳おう歌かする……はずだった。

　千年の間に、地上は別の種族のものになっていた。

　その種族の名は、至高の血族スプリームブラツド。

　古くは吸きゆう血けつ鬼きと呼ばれ、空想の産物と思われていた者たちは、今や人類に比するほどの数を有し、地上を支配していた……。








序章　闇やみ夜よの追走劇









　星明かりという千万無量の観客に見守られながら、少女はひた走る。

　千年以上前に建てられた、鉄の骨を剝むき出しにしたボロボロのビルの前を通りすぎ、路ろ傍ぼうの石と呼ぶにはあまりにも大きすぎるコンクリート片を飛び越こえ、枯かれた大地から生え伸のびた雑草を踏ふみ散らし、少女は廃はい墟きよと化した古代都市の大通りを駆かけ抜ぬけた。文字どおり、弾だん丸がんのような速さで。

　人間の身体能力をはるかに凌りよう駕がした走力。だが、少女の着衣を見れば、誰だれもがその走力に納得し、誰もが少女の正体に畏い怖ふするところだろう。

　大きなフードの付いた黒色のローブ……それは至高の血族が好んで着用する、天敵である太陽の光から身を守るために作られたもの。

　そこから導き出される答えは一つしかない。

　少女は至高の血族だった。

　長い睫まつ毛げの下にある、至高の血族の象しよう徴ちようたる赤い瞳ひとみは、宝石を思わせるほどの美しい輝かがやきを宿していた。鼻び梁りようは芸術的なまでに整っており、薄うすい唇くちびるの内側には人間のものよりも少しばかり鋭するどい犬歯が生え揃そろっていた。肌はだは闇やみ夜よの中だと浮ういて見えるほどに白かった。見る者に怖おぞ気けすら感じさせる、浮うき世よのものとは思えぬほどに美しい少女だった。

　一いつ瞬しゆんのよそ見が大事故につながる速度のなか、少女は後方を振ふり返り、大人びた声音に苛いら立だちと憎にくしみをこめて吐はき捨てる。

「どこまでもどこまでも……そうまでして、わたしを滅めつしたいか……！」

　少女のはるか後方には、少女と同様に黒いローブに身を包んだ者が五人、少女と同様に弾丸のような速さで走っていた。

　そこから導き出される答えも一つしかない。

　後ろの五人もまた至高の血族だった。

　このままでは振り切れない──そう思った少女は、速度を落とすことなく直角に曲がって路地に入る。物理法則を完全に無視した動きだった。

　路地に入ると、少女は足を止め、雪のように真白い繊せん手しゆで虚こ空くうを摑つかみ、なにかを引き抜くような動作をみせる。すると少女の手には、まるで闇から引き抜かれたかのように黒く、細長い帯が握にぎられていた。

　隠かくし持っていたのではない。少女が闇から創り出したのだ。

「待て！　不純の血！」

　数瞬遅おくれて路地に入ってきた至高の血族に向かって、五メートルほどもある漆しつ黒こくの帯を横に振るう。

　ビルに挟はさまれた隘あい路ろ。そんなところで帯を横に振るえばビル壁かべに阻はばまれるのが必至。のはずが、帯は豆とう腐ふを裂さくようにビル壁を抉えぐり抜け、先頭を走っていた至高の血族の胸に直ちよく撃げきする。胸を叩たたかれた至高の血族は細長い帯からは想像もできないほどの力で吹ふき飛ばされ、後続をも巻き込んで、通りを挟んだ向こう側のビルに激げき突とつした。

　壁を抉られたビルは元々崩くずれかけていたこともあり、ミシミシと重苦しい悲鳴をあげ、涙なみだの代わりにコンクリート片をボロボロこぼしながら崩ほう壊かいし始める。

　吹き飛ばした至高の血族たちに、当然の結果だと言わんばかりの冷ややかな視線を送ったあと、少女は踵きびすを返して再び走り出そうとする。が、

「逃にがさん」

　雨のように降りしきるコンクリート片を搔い潜くぐり、男の至高の血族が一人、少女に肉にく薄はくする。闇夜ゆえの錯さつ覚かくか、それとも現実か、男の両手は膜まくのように薄い、闇色のオーラに包まれていた。

　間合いに入るや否や繰り出される音速の貫ぬき手て。少女は身を沈しずめてそれをかわすも、遅れて沈もうとしたフードが切り裂かれ、美しい銀色の髪かみが曝さらけ出されてしまう。

　立ち上がりざまに、少女は帯を振り上げる。つい先程まで五メートルほどもあったそれは、いつの間にか二メートルにも満たないほどにまで縮んでおり、そのせいもあってか、男が軽く飛び下がるだけで容易たやすくかわされてしまった。

「取り回しを優先したのは失敗だったな！」

「そうでもないぞ」

　振り上げた帯を流れるような動きで振り下ろす。男は帯の届かない距きよ離りまで飛んでかわしたのだ。二撃目が届く道理はない。はずだった。

　音速を超こえて振り下ろされた帯は、またしても、唐とう突とつに、長さが変わっていた。

　三メートル以上にまで伸びた帯を、男は頭上に両りよう腕うでを交差させて受け止める。ミシリと骨の軋きしむ音が耳じ朶だに触ふれ、両足がほんの少し地面にめり込む。重さとは無む縁えんに等しい帯にあるまじき重い一撃だった。

　すかさず男は帯を摑み取ろうとするも、その時にはもう帯は闇に溶とけ込むように消え去っていた。少女はすでに漆黒の帯を消し去り、逃げの一手を打っていたのだ。

　男は煩わずらわしげにフードを脱ぬぐ。大人と呼ぶには少々幼く、少年と呼ぶには少々大人びた顔立ちをしていた。髪は血気に逸はやる瞳と同様、血のように赤かった。

「ふん、このクラフトから逃げられると思うなよ、不純の血」

　言い終わる頃には、赤髪の至高の血族──クラフトの体は闇に吸い込まれるように消えていた。

　異変に気づいた少女は走りながら後方を振り返る。直後、




「逃がさんと言った」




　後ろから、クラフトの声が耳に滑すべり込んでくる。慌あわてて進行方向に振り向いた時には、刀と呼ぶにふさわしい鋭い手刀が目前まで迫せまっていた。

　少女は走る勢いをそのままに、手刀を搔い潜り、肩かたからクラフトに突つっ込んで突き飛ばそうとする。しかし、同じ至高の血族といえども男女の力の差はあるらしく、腰こしを落としたクラフトに踏み止とどまられてしまう。そして、

「……っ!?」

　零ゼロ距きよ離りの貫手が、少女の胸に突き刺ささる。心臓を狙ねらった一撃だった。

「終わりだな、不純の血」

「まだ……だ……！」

　まだ動けることが予想外だったのか、体当たりすら耐えきってみせたクラフトが、少女の細い両腕に突き飛ばされ、たたらを踏む。瞬間、少女はその隙すきを逃のがすまいと、クラフトの首筋めがけて手刀を振るう。クラフトは突き飛ばされた勢いを利用して飛び下がるもかわし切れず、首筋をかすめた指先が闇夜に赤い弧こを描えがいた。

　予想外の反撃を受けたクラフトは首筋の血を拭ぬぐいながら、忌いま々いましげに少女を睨にらみつける。少女はすんでのところで身をよじり、心臓を貫つらぬかれることだけは避さけていたのだ。

「はぁ……はぁ……」

　だが、胸を貫かれたことは事実。黒色のおかげで目立たないが、ローブの胸のあたりには大きな血の染みが拡ひろがっていた。

（やはり、互たがいに〝貴血の加護ブレス〟が働いておらぬ……これでもなお同族として認めぬのだからつくづく度し難がたいな、ストーカー家の純血主義というものは……！）

　もはや言葉を発する余よ裕ゆうもなく、心の中で毒づきながらクラフトを睨み返すのが精いっぱいだった。

　後方から複数の足音が聞こえてくる。

　先程、漆黒の帯でまとめて吹き飛ばした四人が追いついてきたのだ。

「万事休すだな」

　勝ち誇ほこった笑みを浮かべながら、クラフト。

　少女は唇を嚙かみ、絶望に震ふるえそうになる体を意志の力で抑おさえつける。

（まだだ！　まだ生き延びる手立ては残っておる！）

　だから弱気になるな！　無様に震える姿を奴やつらに見せるなど以もつての外だ！──そう自分を叱しつ咤たしながら、少女は再び漆黒の帯を創り出した。

　最後の抵てい抗こうを警けい戒かいして身構えるクラフトたちをよそに、少女は帯を空に向かって思い切り振り上げる。振り上げた帯はぐんぐん伸びていき、ビルの屋上にたどり着くと、生きた蛇へびを思わせるような生々しい動きで屋上を囲う錆さびだらけの金かな網あみに絡みつく。直後、帯は急速に縮んでいき、収縮の力によって引っ張り上げられた少女は瞬またたく間に屋上に招き入れられた。

「まだ足あ搔がくか、不純の血」

　ビルの屋上を見上げるクラフトの口から、歯は嚙がみする音が聞こえてくる。

「いいだろう。ならば徹てつ底てい的てきに追い詰つめてやろうではないか。この世に生を受けたことを後こう悔かいするほどにな」

　刹せつ那な、クラフトたちは黒き風となって少女の後を追った。








第一章　剣鬼オニと呼ばれし英えい雄ゆう









　なにもかもが赤かった。空は朝焼けで真っ赤に燃えていた。

　地は人間なかまと至高の血族てきの血で真っ赤に染まっていた。

　そして、その血を浴びた自分もまた、真っ赤に染まっていた。

　黒かった髪も、白かった軍服も、その手に持った刀も……なにもかもが血の赤に染まっていた。

　ふと、眼下に視線を落とす。

　足元には人間と至高の血族スプリームブラツドの死し骸がいが累るい々るいと横たわっていた。

　自分を除き、生ある者は一人もいなかった。

　誰もいない血ち塗ぬられた場所──そこが自分の居場所。

　認めたくなかった。

　認めざるをえなかった。

　なぜなら自分は────…………




　ジリリリリリリリリッ!!




　デジタルな外見とは裏腹に、けたたましい音を立てる目覚まし時計に顔をしかめつつ、十とお影えいはゆっくりとベッドから起き上がる。

「血ち生なま臭ぐさいのは現実だけにしろっての……」

　窓一つない、四方をコンクリートに囲われた狭せまい部屋だった。それでも個室を与あたえられているだけマシだと思いながら、十影はベッドの脇わきに置いていた目覚まし時計の頭スイツチを叩いて黙だまらせ、ため息をつく。

「もう夜か」

　時計は20：00と表示されていた。

　ベッドから下りると部屋の入口脇にある洗面所に向かい、顔を洗ってから鏡に映る仏頂面に視線を移す。夢の中とは違ちがい、黒い瞳に映る景色には血の赤は一つも混じっていなかった。夢の中では血ち塗まみれだった髪も、今は瞳と同じ色をしている。

　そんな当たり前のことを確認したあと洗面所を離はなれ、クローゼットから純白の軍服を取り出してベッドの上に放り投げる。寝ね巻まきを脱ぎ捨てて手早く軍服に着き替がえると、壁に立て掛かけていた刀を摑つかみ、腰の左側に差して、部屋の外に出た。

　十影のいる建物は、古代文明のコンクリートビルを改修したものだった。

　改修の際に、十億分の一ナノマシン以下に極小化された機械──ミニマイズマシンを壁、床ゆか、天てん井じよう、柱……建物のあらゆるところに注入。そうすることである程度の破損や劣れつ化かはミニマイズマシンが修復し、また、屋内の温度、湿しつ度ども自動で最適化してくれるようになっている。千年前の名残りは、もはや見てくれだけにしか残っていなかった。

　最上階──五階の角にある自室を出た十影は、まずは腹ごしらえをするために階下におり、食堂を目指す。食堂のある二階につくと、

「よう、十影。今から飯か？」

　こげ茶色の短たん髪ぱつと顔に刻まれた無数の細かい傷が特とく徴ちよう的てきな、三十代半ばほどの男が気安く声をかけてくる。男もまた、十影同様純白の軍服に身を包んでいた。

「ああ。ドルドのおっさんはこれから哨しよう戒かいか？」

　十影はドルドの後方、少し離れたところにいる、自分とそう歳の変わらない、年若い四人の男女に視線を向ける。もっとも、男女といっても比率に偏かたよりがあり、女は一人しかいないが。

「もうちょいしたらな。ったく、あと二～三日で終わりってところで新兵ヒヨツコどものお守りをさせられるとは思わなかったぞ」

「ぼやくなぼやくな。エクイテスと人手不足は切っても切れねえ関係だからな」

「そりゃ違いない」

　そう言って、ドルドは鼻で笑った。

　エクイテス──それは純白の軍服と、至高の血族の弱点である銀製の兵装に身を包み、矢面に立って至高の血族と戦う、対至高の血族用に結成された武力組織。ゆえに、慢まん性せい的てきに人手が足りないのが現状だった。

　至高の血族の前では、熟練の兵士ですらあっさりと命を落とすことがある。凡ぼん百ぴやくの兵士や新兵ともなれば、なおさらその可能性は高くなる。人手不足に陥おちいるのは必然としか言いようがなく、エクイテスに所属する誰だれも彼もがその現実を受け入れるしかなかった。

「新兵たちのＢビーＩアイ訓練時間はどれくらいなんだ？」

「一人を除いて百時間だ」

「最低水準ギリギリかよ。本当にヒヨッコじゃねえか。ちなみに除いた一人は？」

　ドルドは口を開きかけるも、

「アレだよ」

　と、一人、こちらにやってくる少女を顎あごで示す。

　子犬のように無む垢くそうな、そんな印象を受ける少女だった。

　肩までかかる亜あ麻ま色いろの髪かみはツーサイドアップにまとめられていた。瞳ひとみの色も亜麻色で、最初に受けた印象と同様に、無垢な子犬のようにつぶらな瞳をしていた。身長は後ろにいる三人の新兵と比べて随分と低いものの、胸のふくらみは軍服の上からでもわかるほどに大きく、印象どおりに子犬扱あつかいするのは少々憚はばかられるものがあった。

　ドルドの隣となりで足を止めた少女は、おそるおそる十影に訊たずねる。

「あの……その刀、もしかして十影さんですか？」

　少女の言葉に、三人の新兵は揃そろって目を見開き、揃って十影を見つめた。

「そういや時間が合わなかったから、お前らはまだ会ってなかったな。ご想像どおり、このクソガキが十影だ」

　直後、後ろにいた新兵たちがこちらに駆かけ寄り、

「ほ、本当に十影さんなのですか!?」「だ、だ、第だい三さん十じゆう三さん太陽塔ツリー設営戦の話を聞かせてください！」「〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟に会えるなんて！」

　新兵たちがドルドの脇を通り過ぎようとしたところで、ドルドは片かた腕うでを拡げ、三人の突とつ進しんを軽々と止めてみせる。

「なんだなんだ随ずい分ぶん元気が有り余ってるじゃないか。哨戒行く前に一ひと揉もみしてやろうか？」

　哨戒前に訓練してやろうというドルド小隊長の素晴らしい提案を前に、新兵たちは顔を引きつらせながら、スゴスゴと元いた位置にもどっていった。少女一人を除いて。

　ドルドの隣で微び動どうだにしていなかった少女は、ニッコリと笑い、

「あたし、クイン・クインと言います。これからもよろしくお願いしますね」

　そう言って小さく会え釈しやくしたあと、三人のところに戻もどっていった。

「……おっさん、クソガキとは随分じゃねえか」

　仏頂面をますます不承にさせながら、十影。

「そこは聞き流しとけよ。それよりお前、気をつけろよ」

「なにをだ？」

「クインだよ。お前、たぶん狙ねらわれてるぞ。あいつが同世代に敬語使ってるところなんざ初めて見たわ」

「どういう意味だよ？」

「お前、クインを見てどう思った？」

「そりゃ、まあ、かわいいとは思ったけど……」

「はいアウト」

「だからどういう意味だよ!?」

　ドルドは声を荒あらげる十影の首に腕を回し、クインたちに背を向けて耳打ちする。

「あいつ、男性遍へん歴れきが凄すさまじくてな。付き合った男の数も相当らしいぞ」

「アレでか？」

「アレでだ。後方クストスから前線エクイテスに飛ばされる程度にはやらかしてる」

「おいおい、いったいなにやらかしたってんだよ？」

「恋こい仲なかになった上官が妻子持ちだったんだよ。まあ、そんなだから別れることになったのは必然だけどよ、問題はそのあとだ。信じられるか？　その上官、クインが原因で離り婚こんするハメになって、おまけに降格までさせられたのに、いまだにクインに惚ほれてんだぜ？」

「冗じよう談だんだろ？」

「冗談とは思えない話が他にもわんさかあるが、聞くか？」

「いや、遠えん慮りよしとく」

　げっそりしながら、十影はドルドから離れた。

「彼女の歳は？」

「お前の二つ下」

「十六かよ。随分波は乱らん万ばん丈じような生き方してんな」

「お前がそれを言うか」

「おれはいいだろ。それより、彼女だけがＢＩ訓練時間が違うって言ってたよな？　何時間なんだ？」

「他の新兵の倍だ」

「二百時間か。随分がんばってんじゃねえか」

「風紀という一点を除けば、優ゆうし秀ゆう極まりないからタチが悪い。勤勉さも、百時間で満足しているヒヨッコどもに見習わせてやりたいぐらいだからな」

　ため息をつきながら、ドルドは十影に背を向ける。

「ぼちぼち時間だし行くわ。まあ、暇ひまがあったらお前に憧あこがれてるヒヨッコどもに話でも聞かせてやってくれ」

「へいへい。ドルド小隊長殿どのは部下にお優しいことで」

「それが俺のウリだからな」

「言ってろ」

　軽口を叩たたき合ったあと、ドルドはクインたちを連れて階下におりていった。

　直後、十影の腹が唸うなりを上げる。

「いい加減、飯食いにいくか」

　腹を擦さすりながら、十影は食堂へ向かった。







「つっまんねえな～」

　あまりにもなにもない哨戒任務。自然、新兵の口から不平と欠伸あくびが漏もれ、自然、新兵の頭にドルドの拳げん骨こつが振ふり下ろされる。頭を抱かかえて痛がる新兵に追い打ちをかけるように、ドルドの一いつ喝かつが古代文明のビルが建ち並ぶ廃はい墟きよにこだました。

「弛たるみすぎだバカもんが！」

「ま～ま～小隊長。もうすぐ夜明けですし、弛んじゃうのもしょうがないですよ」

　愛あい想そ笑いを振り撒まくクインに毒気を抜ぬかれながらも、ドルドはまだ厳しめの口調で、

「そうはいかん。至高の血族やつらの中には、こちらが弛む瞬しゆん間かんを狙って襲しゆう撃げきをかけてくる者もいる。一いつ瞬しゆんの気の緩ゆるみで死んでしまった奴やつを、俺は何人も見てきたからな」

　重い言葉を前に、新兵たちは黙り込んでしまう。

　結果的に部下を脅おどしてしまったことを反省しつつ、ドルドはなんとはなしに、夜空というキャンバスを切り取るように屹きつ立りつする白い塔に視線を移した。

　高さ八百メートルほどもあるそれは太陽塔ツリーと呼ばれ、最上部にはその名が示すとおり、人工太陽──アポロン六号基が設置されていた。

　千年の間、地底ではほとんど必要とされなかった武器や兵器、長ちよう距きよ離りの移動に関わる技術は衰すい退たいしたが、その一方で着実に進歩した技術もある。地底に住んでいた人々が暖かな太陽の光を求めて造り上げた人工太陽が、そのうちの一つだった。

　本物の太陽光には及およばないが、人工太陽光には至高の血族スプリームブラツドの体を焼き、死に至らしめるだけの力がある。それゆえに、太陽塔は人間が至高の血族から身を守るうえで必要不可欠の存在だった。

　けれど今は、太陽塔から人工太陽光は照射されていない。

　夜や雲の多い日は、地底に建造されたマントル熱対流を利用した発電所から送られる電力を使って、太陽塔から地上に人工太陽光が照射されるが、現在アポロン六号基は修しゆう繕ぜん中のため、太陽塔のお膝ひざ元もとであるにもかかわらず、この地域には半月ほど、夜が訪れていた。

　当然、それを知った至高の血族は太陽塔の破は壊かいを目論む。アポロン六号基の修繕が終わるまで、この第だい六ろく太陽塔ツリーを防衛すること──それがドルドたちの任務だった。

「そういえば、十影さんも今はどこかで哨戒してるんですよね？」

　ドルドの重い言葉を聞いても堪こたえなかったのか、それとももう立ち直ったのか、明るい声音でクインが訊ねてくる。

「あいつのやってることは遊ゆう撃げきというか狩かりというか……ちょっと哨しよう戒かいとは言い難がたいが、まあ、この辺りのどこかにいるのは間ま違ちがいないな」

「バッタリ会えたりしませんかね～」

　夢見る少女のような表情で、クイン。

　その様子を見て「たぶん」ではなく「確実に」クインが十影を狙っていると、ドルドは確信する。が、よくよく考えたら十影は独身で、特に浮ういた話もない。クストスの上官の時とは違って交際しても特に問題は見当たらない。なにより、そうなったらそうなったで面白そうだと思ったドルドは、「ほっといてもいいか」という結論を心の中で下した。

「十影さんの小隊って、やっぱり手練てだれ揃ぞろいなのですか？」

「おいおい、人手不足なのに一つの小隊に戦力を集中させるわけないだろ」

「ということは、十影さんの小隊も新兵だらけなのですか？」

　そこに入りたかった──と、わかりやすいほどに顔に書かれているのを見て、ドルドは内心苦笑する。

「あいつの小隊に入れる新兵なんて一人もいないから安心しろ。なんてったって、あいつは小隊を組まずに一人で行動しているからな」

「一人でって……その話、本当なのですか？」

「本当だ。あいつの行き先は常に死地の真っ只ただ中なかだからな。ついてこれる奴がいないんだ」

「……ありえない話ですよね」

　いつの間にか興きよう味み津しん々しんに耳をそばだてている新兵たちにため息をつきつつ、ドルドはクインの言葉に同意する。

「まったくだ。至高の血族一人相手にこちらは二人以上で戦うのがセオリーなのに、あいつは一人で複数の至高の血族を相手にしやがるからな。剣けんを極めた一族の末まつ裔えいだかなんだか知らないが、はっきり言って同じ人間とは思えん」

　ドルドの一言一句に、新兵たちは目を輝かがやかせていた。

　十影は三年前に起きた、第三十三太陽塔設営戦と呼ばれる、至高の血族との大きな戦で多大な戦果をあげ、エクイテスを勝利に導いた英えい雄ゆうだった。当時十五歳だった十影は新兵とは思えない獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せ、大勢の至高の血族を束ねていた〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟と呼ばれる者を仕留め、勝利に大きく貢こう献けんした。

　その功績から、十影は人々から〝暁の英雄〟と敬われるようになり、返り血を浴びたその姿から、至高の血族からは〝赤い剣鬼レツドオーガ〟と恐おそれられるようになった。

　ドルド小隊の新兵たちの年ねん齢れいは十五～六歳。十八歳の十影とそう変わらない。だからこそ、新兵たちにとって十影は憧れの存在となっていた。

　しかし、当の十影がそのことを煩わずらわしく思っているのを、ドルドは知っているので、

「けどまあ、所しよ詮せんは十八のガキんちょだからな。根っこの部分は、お前らとそう変わらない。だからまあ、あんまり特別視することはないぞ」

　と、それとなく注意してみるも、新兵たちの様子を見るかぎり、今の言葉は右から左に流れていってしまったようだ。

「小隊長、もう一つ訊きいてもいいですか？」

「構わないが……クイン、お前まさか暇ひま潰つぶしで質問重ねてるんじゃないだろうな？」

「いえいえ、そんなことは」

　ニッコリとクインは笑う。仮面と断ずるにはあまりにも柔にゆう和わな笑顔を前に、ドルドはクインの真意を推し量ることを放ほう棄きして、おとなしく質問を聞くことを選ぶ。

「で、なんだ？」

「十影さんもそうですけど、小隊長も近接武器を得物にしていますよね。どうして銃じゆう器きを使わないのですか？」

　クインも、新兵の三人も、銀の弾だん丸がんを込めた装弾数十五発の自動式拳銃オートマチツクを得物にしている。それに対し、十影は刀、ドルドは槍やりを得物にしていた。

　思いのほか真ま面じ目めな質問に気をよくしたドルドは、右手に持った銀の槍を持ち上げ、得意げにクインたちに見せつける。

「至高の血族あいつらは銃弾なんざ平気でかわしやがるからな。ＢＩを摂せつ取しゆした後だと近接武器こつちの方が断然強い。その一方で、ＢＩを飲む前やＢＩが切れた状態だと、銃の方が格段に戦いやすいのも事実。結局のところ、使い慣れたものを得物に選ぶのが一番ってわけだ。銃にこだわらず、お前らはお前らで自分なりの正解を見つけ──」

　突とつ然ぜん言葉を切り、ドルドはベルトの左側に吊つり下げた、長方形の黒いケースから一本の細長いアンプルを取り出す。呆あつ気けにとられる新兵の一人に向かって、

「ジョムス、お前も飲んどけ」

　一言命令してから、アンプルの蓋ふたを開け、中の赤い液体を一息に飲み込んだ。慌あわてているのか、おっかなびっくりな手つきでアンプルを取り出すジョムスを尻しり目めに、ドルドは二十メートルほど先にいる人ひと影かげを鋭するどい視線で睨にらみつけた。ドルドの視線の先には、




　黒いローブに身を包んだ金きん髪ぱつの男が、通りのど真ん中に立っていた。




　夜であるがゆえにフードをかぶっていないが間違いない。

　至高の血族がドルド小隊の前に姿を現したのだ。

　誰だれかが生なま唾つばを飲み込む音が、ドルドの耳じ朶だに触ふれる。その時にはもう、至高の血族はドルド小隊の目の前まで迫せまっていた。

　尋じん常じようではない速さの踏ふみ込み。なにが起きているのか理解していない新兵たちを守るように、ドルドは素早く四人の前に立ち、槍を構える。その佇たたずまいを見て手強いと判断したのか、至高の血族は烈れつ風ぷうさながらにドルドの脇わきを抜け、新兵に襲おそいかかろうとする。が、

「やらせん」

　ドルドは烈風の首根っこを摑つかみ取り、片かた腕うでだけで放り投げる。放り投げられた至高の血族はまるで玩具おもちやのように、容易たやすく、凄すさまじい勢いで飛んでいき、すぐそばにあったビルの壁かべを突つき破っていった。

　この程度では至高の血族に傷一つ負わせられないことは百も承知。ドルドは追撃をかけるべく地を蹴けり、至高の血族に比するほどの速さで疾しつ駆くする。全く同時に、ビル壁の穴から至高の血族が飛び出し、勢いをそのままにドルドに向かって貫ぬき手てを繰くり出した。

　一本の矢と化して突とつ貫かんしてくる至高の血族に微み塵じんも臆おくすることなく、ドルドもまた一本の槍と化して突進の刺し突とつを繰り出す。

　槍と矢はそのまま真正面からぶつかり合う。かに思われたが、激突の寸前に二人は半身になり、すれ違いざまに互たがいの頰ほおをかすめるだけの結果に終わる。

　ドルドも至高の血族もそんな結果で満足するはずもなく、突進の勢いを一足で殺し切り、即そく座ざに反転。至高の血族は間合いを潰つぶすべく踏み込もうとするも、ドルドが反転しながら振るった横よこ薙なぎに出鼻をくじかれ、舌打ちを漏らしながら飛び下がった。

　短くも苛か烈れつな攻こう防ぼうを目まの当たりにした新兵たちは揃そろって息をのみ、同時に、至高の血族と独力で渡わたり合う小隊長の力量に感かん嘆たんの念を抱いだいた。

　人間のそれをはるかに凌りよう駕がした、至高の血族に比するドルドの身体能力……この力には当然カラクリがある。ドルドが先程摂取した赤い液体こそが人間が至高の血族に抗こうする、太陽塔と並ぶ第二の切り札──ＢＩこと、ブラッドイグニッションだった。

　千年前の民間伝承フオークロアの中に、吸きゆう血けつ鬼きの血を飲んだ者は吸血鬼になるという話がある。それはあながち間違いではなく、至高の血族の血を飲んだ人間は、至高の血族に比する鋭い知覚と高い身体能力、驚きよう異い的てきなまでの反射神経を得ることができる。それだけで済むならこれほどうまい話はないが、当然代だい償しようは用意されており、至高の血族の血を飲んだ人間は、血が暴走し、体中の血管が破は裂れつして死に至ってしまう。

　人間たちは考えた。血の暴走さえ抑おさえることができたら、至高の血族の血はこれ以上ないほどの「力」になるのではないか、と。

　まずは血の暴走を抑える中和剤ざいを作り、そこから至高の血族の血と中和剤を配合。何千何万という思考と試行を繰り返し、できあがったのがＢＩだった。

　血を薄うすめ、中和剤と配合したため、ＢＩを摂取しても人間は至高の血族と同等の力を得るまでには至らなかった。が、その差は日々の研けん鑽さんで埋うめられる程度の差だった。

　効果時間はわずか十分。おまけにＢＩを摂取してから三十分以内に連続使用すると血の暴走を引き起こす恐れがあるという欠点と欠けつ陥かんの多い代物だが、人間が、エクイテスが至高の血族と戦う上で、ＢＩはなくてはならない存在だった。

　ドルドと至高の血族は離はなれた間合いを維い持じしたまま、ジリジリと円を描えがいて相手の出方を窺うかがう。場が膠こう着ちやくしている今しかないと思ったドルドは、視線を至高の血族に固定したまま、新兵たちに指示を飛ばした。

「一人で来るはずがない！　周囲を警けい戒かい──」

　刹せつ那な、まるでそのタイミングを狙ねらい澄すましていたかのように、至高の血族が地を蹴り、ドルドに肉にく薄はくする。虚きよを衝つかれたドルドは慌てて言葉を切り、槍を縦に構え、首筋を狙った手刀を柄えで受け止めた。

　防ぼう御ぎよが間に合ったことに胸を撫なで下ろす間もなく、乱れ狂くるうように手刀が次から次へとドルドに襲いかかり、防戦を強いられてしまう。一方的に攻せめ立てる至高の血族の顔には勝利を確信したかのような冷笑が貼はり付いていた。

　冷笑の理由に気づいたドルドは、焦あせりとともに口から怒ど号ごうを吐はき出す。

「上だ、ジョムスッ!!」

「え？」

　あまりにもかぼそく、あまりにも間の抜けた返事だった。そして、それがそのまま、ジョムスの辞世の句となってしまう。視線を上に向けると、ビルから飛び下りたのか、一人の至高の血族スプリームブラツドが空から降ってくる。その至高の血族は落下の勢いをそのままに、手刀を振ふり下ろしてジョムスを縦真っ二つに切り裂さいた。

「うわああああああああッ!!」

　左右に引き裂かれた仲間を見て、新兵の一人が恐きよう怖ふをまるごと吐き出すような悲鳴をあげる。もう一人の新兵は慌ててＢＩを摂取しようとするも、至高の血族の目の前でその行動は命取り以外の何物でもなかった。

「か……ッ!?」

　ＢＩを摂取するよりも早く、至高の血族の貫手が新兵の喉のどを貫つらぬいた。直後、

「閉じて!!」

　悲鳴に近い叫さけび声がクインの喉を裂く。クインの言葉の意味、それは閃光手榴弾フラツシユバンの使用を宣言する、小隊内で取り決めた隠いん語ごだった。

　閃光手榴弾のピンを抜き、至高の血族に向かって放り投げ、目を閉じて耳を両手で塞ふさぐ。瞬しゆん間かん、円えん筒とう状のそれは爆ばく音おんと閃せん光こうを発し、至高の血族の視覚と聴ちよう覚かくを奪うばい去った。

　人間とは違ちがい、閃光手榴弾によって生じた一時的な失明も、耳鳴りも、至高の血族はものの数秒で回復してしまう。しかし、数秒でも隙すきは隙。爆音と閃光をやり過ごしたクインは至高の血族の胸に銃口を突きつけ、ありったけの銀ぎん弾だんを叩たたき込んだ。

　レーザーやプラズマキャノンといった最新兵器の直ちよく撃げきを受けても無傷でいられる至高の血族といえども、弱点である銀でできた弾丸で心臓を撃うち抜かれてはひとたまりもなく、大の字になって倒たおれ、事切れた。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　動かなくなった至高の血族を睨みつつ、一瞬で十五発全てを吐き出した弾倉マガジンを捨て、震ふるえる手で新しい弾倉を装そう塡てんする。仲間を殺されたショックからか、あるいは極度の緊きん張ちようによるものなのか、クインの表情には疲ひ労ろうの色が見え隠かくれしていた。

「……クソッ」

　ドルドは相対する至高の血族の猛もう攻こうを凌しのぎながら、部下を二人も死なせてしまったことに歯は嚙がみする。哀あい悼とうは後だ。これ以上誰も死なせないためにも、今は一刻も早く目の前の敵を仕留めなければならない。

　覚かく悟ごを決めたドルドは、心臓目がけて放たれた矢のような貫手をわざと左ひだり肩かたで受け止め、突き刺ささった指を筋肉の力で咥くわえ込んだ。

　仲間を殺されてなお顔に貼りついていた冷笑が狼ろう狽ばいに変わる。ドルドはその隙を見み逃のがすことなく心臓に槍を突き刺し、一撃で絶命させた。崩くずれるように倒れる至高の血族から槍を引き抜くと、ドルドは急いでクインたちのもとに駆かけ寄る。

「小隊長！　その傷……」

　心配するクインに「かすり傷だ」と虚きよ勢せいを張りつつ、物言わぬ肉につ塊かいと化した二人の部下を一いち瞥べつし、悪態をついた。

「腐くされ吸血鬼どもがッ！…………クイン、ラルフ、お前たちもＢＩを飲んどけ。この人数じゃあローテーションもへったくれもないからな」

　ＢＩなしで、生身で至高の血族と戦える人間はそうはいない。そのため、ＢＩを摂取した者が攻めと守りを引き受け、ＢＩの効果が切れた者や未摂取の者が援えん護ごに徹てつし、十分を超こえる戦せん闘とうを想定して小隊内で時間差でＢＩを使用し、ローテーションさせる……それがエクイテスの基本戦術となっていた。だが、ドルドの言うとおり、二人も死んだ今の状じよう況きようではローテーションもなにもあったものではなく、それを理解していたクインとラルフはすぐにＢＩを取り出し、飲み干した。

　ＢＩを摂取したことにより知覚が鋭えい敏びん化されたクインが、少し青ざめた顔をしながらドルドに言う。

「まだ、いますね……」

「こちらと同じ数がな」

　その事実を前に、ラルフの表情がクインとは比ひ較かくにならないほどに青ざめる。それを見たドルドは、先程さりげなく済ませておいた、明るい話題になりうる材料を明るく取り繕つくろった声音に乗せる。が、

「心配するな。あいつに救きゆう援えん信号を送っておいた。そのうち駆けつけ──」




　パンッ




　銃じゆう声せいが廃はい墟きよに響ひびき渡る。

「なっ……バカな……!?」

　信じられないと言いたげな顔をしながら、ドルドは自分の胸から流れる血を、赤く染まっていく軍服を見つめる。

　後ろから銃で撃たれた──その事実を、ドルドはなかなか受け入れることができなかった。なぜなら至高の血族が人間の兵器を使用するなどという話は、少なくともドルドは見たことも聞いたこともなかったからだ。銃撃など警戒すらしていなかった。

　どこか遠く聞こえる部下たちの悲鳴には応じず、ドルドはゆっくりと後ろを振り返る。

　ドルドの視界には、うすら笑いを浮うかべる三人の至高の血族が映っていた。顔を見ればわかる。奴やつらはただの気まぐれでエクイテスの誰かから銃を奪い、引き金をひいたことを。

　再び、銃の雄お叫たけびが廃墟にこだまする。

　ＢＩ摂せつ取しゆ後なら、人間も銃じゆう弾だんをかわすことは不可能ではない。が、胸を撃たれたドルドの意識には霞かすみがかかり、体は海の底に沈しずめられたかのように重かった。銃弾など、かわせるはずもなかった。

　至高の血族を貫くべき銀の弾丸は、ドルドの眉み間けんを無む慈じ悲ひに貫いていった……。







　まるで散歩するような足取りだった。いつ至高の血族と遭そう遇ぐうするかもわからない夜の廃墟を、十影は驚おどろくほど気楽な歩調で歩いていた。それも、たった一人で。

　仮に十影以外の兵士が同じように歩いていた場合、新兵ならば無知ゆえの余よ裕ゆうだと笑われ、熟練の兵士ならば油断しすぎだと窘たしなめられていたところだろう。

　だが、十影は違う。十影が鼻歌を歌いながら哨しよう戒かいをしていても、無知だと笑う者は、油断だと窘める者は、エクイテスの中には一人もいない。なぜなら弛し緩かんしているのはあくまでも外面だけだということを、皆みなが知っているからだ。

　十影の軍服には赤い彩いろどりが添そえられていた。彩りの全てが至高の血族の返り血だった。

　この夜、十影が斬きり捨てた至高の血族の数はすでに二桁けたを超えていた。

　文字どおりの一人軍隊ワンマンアーミー。至高の血族がゲリラ戦じみた戦法で第だい六ろく太陽塔ツリーの破は壊かいを目論むのも、ひとえに十影の、〝赤い剣鬼レツドオーガ〟の存在を恐おそれてのことだった。

　足を止め、大口を開けて欠伸あくびをしていると、

「ん？」

　軍服の内ポケットに入れていた、個人用携けい帯たい情報端たん末まつ──ＰピーＤデイーが振しん動どうしていることに気づく。懐ふところから取り出したＰＤの画面には、第六太陽塔周辺の地図が表示されていた。その中で一カ所、十影の現在地からやや離れた位置で赤く点てん滅めつする光を確認する。救援を要よう請せいする光だった。

　光の下に表示された名前を見て、十影は舌打ちする。

「なにやってんだよ、おっさん」

　弛緩していた足取りが一変、ネコ科の動物さながらに、風を切って廃墟を駆け出す。

　ドルドが救援信号を出すのは珍めずらしいことだった。だからこそ、嫌いやな予感がする。十影は急ぎ、救援信号が発せられたポイントに向かった。







　仰あお向むけになって倒れる、ドルド。

　未み来らい永えい劫ごう命令を叫ばなくなった小隊長を見て、クインは思わず悲鳴をあげる。

「小隊長っ!!」

　遅おくれて響いたのは、理性が消し飛んだラルフの絶ぜつ叫きようだった。

「ああアアアァァああアあアあアアアアああああぁッ!!」

　狂ったように引き金を引き絞しぼり、吐き出された十と五の銀弾が三人の至高の血族スプリームブラツドに殺さつ到とうする。三人は右に、左に、上に、散開して銀弾をかわした。

　ラルフは正気を置き去りにした目で前方を見み据すえ、隠語も合図もなしに閃光手榴弾フラツシユバンを放り投げる。

「バカ……！」

　慌あわててクインは目を閉じ、耳を両手で塞いだ。至高の血族にそう何度も同じ手が通用するとは思えない。爆音と閃光をやりすごしてからすぐに視線をラルフに戻もどすと、




　胴どう体たいと泣き別れしたラルフの下半身が、たたらを踏ふんで倒れる姿が目に飛び込んでくる。




　悲鳴よりも先に込み上げてきた嘔おう吐と感かんを、クインは必死に堪こらえた。

　これで、ドルド小隊も残るは自分一人。絶望的な状況と言わざるをえない。しかし、僅わずかではあるが希望はある。ドルドは死ぬ前に、誰だれかに救援信号を出したと言っていた。それまで持ちこたえることができれば生き残れる。ドルドたちの仇かたきも討ってもらえる。

　だけど、それまで自分は生きていられるだろうか？──考えたくもない疑問が、クインの脳内で鎌かま首くびをもたげる。

「そう恐こわがらなくてもいいよ、子こ猫ねこちゃん」

　ドルドを撃ち殺した至高の血族が、用心金トリガーガードに指をひっかけてクルクルと銃を回しながら話しかけてくる。表情も口調も気き障ざったらしい男の至高の血族だった。

「いや待てよ……君の場合は子犬ちゃんと呼んだ方が、しっくりくるかもしれないね」

　言い得えて妙みようだと思ったのか、得意げな笑みを浮かべる男に、仲間の一人がうんざりした声と視線を投げかける。

「おいスルガ、いい加減銃それを回すのはやめろ。誤って発射されたらどうすんだ」

「そんなのかわせば済む話じゃないか」

「この距きよ離りでか？」

「……はいはい、わかりましたよ」

　うんざりとしながら銃を投げ捨てる、スルガ。それからクインに向き直り、

「え～っと、なんの話だったかな？　あ～そうそう、君は殺したりしないから、そう恐がることはないよって言ったんだったね」

　ふざけた態度のスルガに苛いら立だちを覚えながらも、クインはできるかぎり平静に問い返す。

「どういう意味よ？」

「言葉どおりの意味さ。君の血はおいしそうだからね。殺すのはもったいなさすぎる」

　人間の、処女の生き血は、至高の血族にとって芳ほう醇じゆんなワインよりも味わい深いものだという話を聞いたことがある。こちらは噓うそか本当かはわからないが、血の味は容姿に左右されるという話も聞いたことがある。外見だけを見れば、クインはその条件をどちらも満たしている。それはつまり、

「あたしを、飼うつもりなの？」

「有り体ていに言えば、そういうことになるね」

「冗じよう談だん。死んでもお断りよ」

　そう言って、クインはスルガに向かって銃を構えた。

　こちらの抵てい抗こうを警けい戒かいしたのか、スルガの隣となりにいた二人が一歩前に出てくる。

「至高の血族って、一人じゃ女の子も口説けないタマなしなの？」

　至高の血族はプライドの高い者が多い。それを承知した上での挑ちよう発はつだった。

　スルガはわざとらしく肩かたをすくめ、前に出た二人に言う。

「というわけだ。二人とも下がってくれないかい？　彼女が所望するダンスパートナーはこの僕なのだから」

「わかってんのか、スルガ？　ここには〝赤い剣鬼レツドオーガ〟がいるんだぞ？　それに俺たちの目的はあの忌いま々いましい塔とうを──」

「わかってるよ。そんなに時間はかけない。すぐにでも彼女の手足の骨をへし折って、甘美な悲鳴を君たちにも聞かせてあげるよ」

　冗談めかした口調。だが、クインにはスルガの言葉が冗談には聞こえなかった。

　至高の血族やつらは冗談で人間の手足をへし折ることができる。人間の命を摘つむことができる。自然、クインの背筋に冷たい滴しずくが伝っていく。

「それじゃあいくよ、子犬ちゃん」

　転瞬、照星フロントサイトの向こう側にいたスルガの姿が消える。

　ＢＩによって高められた動体視力すらも上回る速度。だが、視覚は欺あざむかれても、他の知覚がしっかりとスルガの存在を捉とらえていた。クインは通りの右側、ビルの壁かべを走って接近してくるスルガに銃口を向け、そのまま動きを追う。遠えん距きよ離りで至高の血族に弾丸を当てるのは至難を極める。ゆえに無む駄だ弾だまは使わずに、スルガが接近してくるのを待った。

　スルガはビル壁を蹴けって跳ちよう躍やくし、上空からクインに襲おそいかかる。

　いくら至高の血族といえども、空中でできることは限られている。クインはここぞとばかりに、上空に向かって弾丸をばら撒まいた。が、スルガが右みぎ腕うでを強く振ふり抜ぬくと、それによって生じた風圧でスルガの体が横に流れ、弾丸は虚むなしく夜空に飲み込まれてしまう。

「まずはその右腕だ」

　狙ねらう場所を宣言して、スルガは着地と同時に銃を持つ手を摑つかみにかかる。

　ＢＩ訓練で徒手戦せん闘とうも研けん鑽さんを積んでいたクインは、その成果を見せつけるように、左手でスルガの腕を払はらいつつその場で旋せん転てんし、遠心力を乗せた足刀蹴りをくらわせた。ＢＩを摂取したことにより、小さな体たい軀くからは想像もできないほどの力で蹴り飛ばされたスルガが宙を舞まう。だが、どれほど強力な蹴りでも、靴くつ底ぞこに銀板を仕込んでいない限りは至高の血族に傷一つつけることはできない。蹴りはあくまでも次の攻こう撃げきの繫つなぎでしかなかった。

　懐から円えん筒とう状の物体を取り出し、ピンを抜いてスルガに向かって放り投げる。閃光手榴弾だと思ったのか、スルガは両目を閉じ、両手で耳を塞ふさいだ。

　スルガは気づいていない。同じ円筒状でも、今クインが放り投げた物が閃光手榴弾とは異なった形状をしていることに。

　クインが大きく後方に飛び下がった直後、円筒状のそれは爆ばく発はつし、周囲に銀の破片を撒き散らした。クインが投げた物は閃光手榴弾ではなく破片手榴弾フラグメンテーシヨンだった。

「ぎゃああああああッ!!」

　無数の銀片が体中に食い込み、スルガは悶もん絶ぜつしながら、頭から地面に落下する。

　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。破片手榴弾の爆発範はん囲いから退たい避ひしていたクインは仰ぎよう臥がするスルガに銃じゆう口こうを向ける。都合良くこちらに頭を向けて倒たおれていたので、脳天に狙いをつけて躊ちゆう躇ちよなく引き金をひいた。が、

　またしても、照星の向こう側にいたスルガの姿が消え、吐はき出された銀の弾丸が虚しい音を立てて地面に穴を空ける。




「勝てる──なんて思わせちゃったかい？」




　足元から聞こえてくる嘲ちよう笑しよう混じりの声。銀ぎん弾だんが発射されると同時に、スルガは仰臥したまま両足で地面を蹴り、体を反転させ、地を這はうほどの低姿勢で駆かけ抜けてクインの足元まで迫せまっていたのだ。

　あまりにも予想外で、あまりにも人にん間げん離ばなれしたスルガの挙動。完全に不意をつかれたクインがそれに対応できるはずもなく、

「きゃあっ!?」

　あっさりと右足首を摑まれ、持ち上げられ、宙ちゆう吊づりにされてしまう。

　クインは慌てて逆さまに映るスルガに銃口を向けるも、それよりも早くにスルガは空いた手で銃身を摑み、人間離れした握あく力りよくに物を言わせて握にぎり潰つぶした。

「あの程度の攻撃で、僕が動けなくなると思ったかい？」

「よく言うよ。やせ我が慢まんしてるくせに」

　したり顔でこちらを見下ろすスルガを睨にらみながら、クインは気の強い言葉を返す。しかし、心よりも正確に絶望的な状じよう況きようを理解している体は、憐あわれなほど小刻みに震ふるえていた。

　スルガは自身の体に視線を巡めぐらせ、ため息をつく。ローブのそこかしこには無数の血の斑はん点てんが、破片手榴弾が残した生々しい爪つめ痕あとが残っていた。

「やせ我慢をしていることは認めるよ。油断していたこともね。正直、君がここまでヤンチャだとは思わなかったよ。だから──」

　クインの足を摑んだまま振りかぶり、

「今の内に、しっかりと躾しつけさせてもらうよ！」

　ビルの壁に向かって思い切りクインをぶん投げた。クインは悲鳴を嚙かみ殺しながら空中で体勢を立て直し、ビル壁に着地するも、

「いっ……!?」

　ぶん投げられた際に痛めたのか、右足首に激痛が走り、短い悲鳴が口から漏もれる。その隙すきに重力はクインの体をしかと摑み取り、無む慈じ悲ひに容よう赦しやなく地面に引きずりおろした。

　なんとか受身をとり、立ち上がろうとするも、右足首の痛みは我慢できるレベルを遥はるかに超こえており、思わず尻しり餅もちをついてしまう。

「右足は、それくらいで勘かん弁べんしてあげるよ」

　嗜し虐ぎやく的てきな微び笑しようを浮うかべながら、スルガがゆっくりと近づいてくる。

　クインは尻餅をついたまま懐ふところから予備の銃を取り出し、銃口を向けながらスルガを強く睨みつけた。つもりだったが、眦まなじりにはまるで力がこもらず、それどころか、その奥から涙なみだが溢あふれる気配すら感じ、自分が今、自分で思っている以上に絶望している事実に打ちのめされる。銃口もカタカタと音を立て、情けないほどに震えていた。

「これはまた、なかなかにそそられるねえ」

　そう思ったのはどうやらスルガだけではなく、事態を静観していた二人の至高の血族スプリームブラツドもまた、嗜虐的な笑みを浮かべながらこちらに歩み寄って来る。

　そんな二人を見て、スルガは足を止め、わざとらしくため息をついた。

「まだ、僕たちのダンスは終わってないんだけどな」

「あんなザマを見せられたら、さすがにな。腕の一本くらいは壊こわしてみたくもなる」

「そうそう、興奮するなと言う方が無理な話ですよ」

　そう言って二人の至高の血族は、銃を構えたまま震えるクインを睨ねめ回す。そんな二人に、スルガは苦笑しながら、わざとらしく肩をすくめた。

「やれやれ、目的がどうとか言ってたくせに。しょうがないから、腕の方は君たちに譲ゆずってあげるよ。けど、絶対に僕より先に味見はしないでくれよ？」

「そんなつもりはサラサラないから安心しろ。ＢＩとかいう薬が効いてる間は、血がまずくなっちまうからな」

「それなら安心だ。左足トリは僕が務めるから、どっちが先に行くかは好きに決めるといい」

「なら、まずは俺から行かせてもらおう」

　そう言って、何度もスルガを窘たしなめていた至高の血族が、この場にいる誰よりも爛らん々らんと双そう眸ぼうを輝かがやかせながらクインに歩み寄っていく。

　クインはどうにか勇気を奮い立たせ、震える体を叱しつ咤たし、近づいてくる至高の血族に向かって弾丸の雨をばら撒いた。が、至高の血族はこちらの必死の抵抗をあざ笑うように容易たやすく弾だん雨うをかわし、肉にく薄はく。銃を構えるクインの右腕に手を伸のばす。

　このまま右腕を摑み取られ、枯かれ枝のようにへし折られるか握り潰されるか……暴ぼう威いに蹂じゆう躙りんされる未来から目を背けるように、暴威から逃のがれることを諦あきらめたように、クインは両の瞳ひとみを固く閉ざした。




　……………………………………………………………………………………………………




　いくら待てども、暴威がクインを搦からめ捕とることはなかった。

　代わりに、生ぬるい、粘ねん性せいを帯びた液体が頰ほおに付着する。

　頰についた液体を指でなぞり、瞼まぶたを上げて確認すると、指先は血の赤で染まっていた。

　おそるおそる視線を上にあげると、

「え……？」

　首と左腕を切り落とされた、出来の悪いオブジェと化した至高の血族が視界に飛び込んでくる。数瞬後、今さらながら斬きられたことに気づいたように、首と左腕を失った死体は仰あお向むけになって倒れた。




「大だい丈じよう夫ぶか？」




　聞き覚えのある声が耳じ朶だに触ふれ、クインの双眸に安あん堵どの涙が込み上げてくる。けれど、死んだ仲間のことを想うとそんなことで泣いてはいけないような気がして、目元を擦こすり、気き丈じような視線で声の主を見上げた。

「大丈夫です、十影さん」

　血が滴したたり落ちる銀の刀を手にした十影は「そうか」と一言だけ返し、視線をスルガたちに移した。瞬しゆん間かん、

「現れましたね〝赤い剣鬼レツドオーガ〟！」

　スルガの隣にいた至高の血族が、弾丸さながらの速さで十影に襲いかかる。が、なぜか至高の血族は十影の脇わきを素通りし、ビルの壁を突つき破って倒れ伏ふす。遅おくれて、首がゴトリと音を立てて胴どう体たいと離り別べつした。

　一瞬の攻こう防ぼうの一部始終を見ていたクインは、ただただ呆あつ気けにとられるばかりだった。
















　十影に襲いかかった至高の血族は、突とつ進しんしながら貫ぬき手てで十影を貫つらぬこうとした。十影はそれを体を傾かたむけるだけで、最小限の動きで、紙一重でかわし、すれ違ちがいざまに至高の血族の首に刀を通した。

　特段速い動きではなかった。だがそれは、相手を斬った瞬間にあってなお、殺意はおろか敵意すらも感じさせないほどに静せい謐ひつな動きだった。知覚しているのに知覚できない、至高の血族を含ふくめた、あらゆる生物の死角をついたような動きだった。

　十影が剣けんを極めた一族の末まつ裔えいであることは周知の事実。そして、十影の先祖たちが編み出し、受け継つがれてきた奥おく伝でんが存在し、その全てを十影が極めていることも周知の事実。ご多た分ぶんに漏れずそれらの事実を知っていたクインは半ば呆ぼう然ぜんとしながら、たった今十影が見せた、戦いの際に生じるあらゆる「意」を消す奥伝の名を呟つぶやく。

「今のが……心しんの奥伝〝無む寂じやく〟……」

　直後、耳鳴りにも似た口笛の音が耳に滑すべり込み、我に返るようにスルガに視線を向ける。

「まさか、仲間を呼んだの!?」

「そのとおりだよ、子犬ちゃん。僕はツレと違って、〝赤い剣鬼レツドオーガ〟に一人で挑いどむほど自うぬ惚ぼれてはいないからね」

　そう言ってスルガは、すぼめていた唇くちびるを笑みの形に変えた。

　狼ろう狽ばいするクインとは対照的に、十影は小波さざなみほどの動どう揺ようも感じさせない落ち着いた物もの腰ごしでゆっくりと周囲に視線を巡らせ、呆あきれたような声を漏らす。

「ほんと、夜は元気な連中だな」

　その言葉を聞き、クインはすぐさま周囲の気配を探る。そして、もうすでに十人近い至高の血族が自分たちを取り囲んでいることに気づき、青ざめる。いくら十影でも、これほど多くの至高の血族を一人で相手にできるとは思えない。

　万事休す──そう思っていたクインの目に、信じられない光景が飛び込んでくる。

　十影が腰こしに下げたケースからアンプルを取り出したのだ。アンプルの中身がなにであるかは言に及およばない。

「ＢＩ……飲んでなかったのですか!?」

「十人程度なら飲まなくてもいけるが、お前を守りながらとなるとさすがに厳しいからな」

　返ってきた言葉は、ますます耳を疑うものだった。

　生身で二人の至高の血族を斬り伏せただけでもありえない話なのに、十影は十人程度ならばＢＩなしでも戦えると断言した。さらに、ＢＩを摂せつ取しゆしたクインが集中してようやく感じ取れた気配にも、十影は感づいていた。同じ人間とは思えん──生前ドルドが言っていた言葉は、誇こ張ちようでもなんでもなく、純然たる事実であることをクインは思い知る。

　ＢＩを飲み干した十影は、もう一度周囲に視線を巡らせ、

「まあでも、この状況で増ぞう援えんを呼ばれたのは正直ありがてえかもな」

　死したドルドに、新兵たちに、視線を向けた。そして、

「今は一人でも多く、至高の血族おまえらを斬りてえ気分だからな」

　それは怒いかりか悲しみか……十影の双眸に凄せい絶ぜつな光が宿る。

　転瞬、クインの視界から十影が消えた。

「ぎゃあああああああああああッ！」

　遅れて後方から至高の血族の断だん末まつ魔まの叫さけびが聞こえてくる。続けて右から左から、そこかしこから響ひびき渡わたる断末魔の重唱。一人、通りに立つスルガはただただ狼狽するばかりだった。

　このままではまずいと思ったのか、スルガは慌あわててクインに飛びかかる。

　スルガが自分を人質にするつもりでいることに気づいたクインは、依い然ぜん尻しり餅もちをついたまま銃を構え、スルガに照準を合わせる。




「守るって言ったろ」




　静謐な声音が耳を撫なでる。

　いつの間にか、クインとスルガの間には十影の姿があった。

「〝赤い剣鬼レツドオーガ〟めえええええええッ!!」

　破れかぶれになって突っ込んでくるスルガに対し、十影は納刀していた刀の柄つかに手を添そえ、腰を落とし、居合の構えをとる。

　スルガが十影の間合いに入った瞬間、三日月の煌きらめきにも似た閃ひらめきがクインの網もう膜まくに焼きつく。凄すさまじい勢いで飛びかかろうとしていたはずのスルガは、依い然ぜん居合の構えをとる十影の眼前で足を止め、石像のように固まっていた。いったいなにが起こったのかわからず困こん惑わくするクインを尻しり目めに、構えを解いた十影はゆっくりとスルガに背を向ける。

「瞬しゆんの奥伝〝煌こう月げつ〟」

　そう呟いた直後、スルガの左腰から右みぎ肩かたより上の肉体が斜ななめにずり落ちていく。遅れて下の肉体が仰向けに倒たおれ、地面に血だまりをつくった。

　十影の呟きとスルガの惨さん状じようを目まの当たりにし、ようやくクインはなにが起こったのかを理解する。十影はただスルガを斬っただけなのだ。ＢＩを摂取したクインの目をもってしても、抜ぬく手はおろか返す手すら見えない神速の居合斬ぎりで。

　ただただ呆気にとられるばかりのクインをよそに、十影は空の闇やみを見上げ、

「これで全部、か。手向けの足しにもなりゃしねえな」

　どこか虚むなしげに、どこか哀かなしげに、闇の彼方かなたに向かって独りごちた。







　白い液体の入ったアンプルを摘つまみながら、クインは恨うらめしそうに十影を見上げる。

「本当に飲まないといけないんですか？」

「少量とはいえ、お前も至高の血族スプリームブラツドの返り血を浴びてるからな。確率は低いが血の暴走を引き起こす恐おそれがある。いいから飲んどけ」

「……は～い」

　しぶしぶ返事をし、クインは白い液体──中和剤ざいを一息に飲み干した。直後、顔中に渋しぶみが拡ひろがる。

「にっが～い！　どうしてこんなに苦いのよ！」

「良薬口に苦しって言うだろ」

「わかってるけどさ……う～……なんであたしだけが苦い思いしなきゃいけないのよ～、あんたも飲みなさいよ～」

「断る。中和剤を飲むと、しばらくはＢＩの効力まで中和されちまうからな。足やっちまってるお前はともかく、おれはまだ不測の事態に備える必要がある。拠きよ点てんに戻もどるまでは飲めねえよ。つうか、そっちがお前の素なのか？」

「…………え？　ああ！　すみません！」

　無意識の内にタメ口をきいていたことに気づき、慌てて畏かしこまり直す、クイン。

　十影は人差指で頰をポリポリ搔かきながら、

「そんな歳も変わらねえし、敬語なんて使わなくてもいいぞ。背中がむず痒がゆくなる。名前も呼び捨てでいい」

「それなら、あたしのことはちゃんとクインって呼んでね、十影」

「わかったわかった」

　一瞬で順応したクインを見て、本当に猫ねこをかぶっていたんだな──と、十影は内心呆れる。そして思い出す。そのことを忠告したドルドのことを。癒いやしようのない喪そう失しつ感かんとともに。仲間の死は何十何百と経験してきた。慣れてはいけないものだということはわかっている。それでも慣れざるをえなかった。そうしなければ、心が持たない。

　十影は死したドルドを一いち瞥べつしたあと、クインに背を向けながらしゃがみ込む。

「歩くのきついだろ？　拠点に戻るまで背中貸してやるよ」

「小隊長たちはどうするの？」

「今はこのままにしておくしかねえ。日が昇のぼってもいないのに下手に回収を要よう請せいしたら、回収班が至高の血族やつらに狙ねらわれる可能性があるからな」

「でも──」

「でももへったくれもねえ。おれにとっちゃ死んだ人間よりも、生きている人間の方が大事だ。一人でも生き残っている仲間がいたら、おれはそっちを優先する。だから黙だまっておぶられろ」

　クインは瞳ひとみの奥から込み上げてきたものを、瞼まぶたを強く閉じて押し返した。代わりに、クスリと笑みを浮うかべ、

「思ったとおり、英えい雄ゆう殿どのはイイ男ですな～。惚ほれ直しちゃいましたわ」

「言っとくが、お前の男性遍へん歴れきは多少耳にしているからな」

「え？　知ってたの？　な～んだ、猫かぶり損じゃん」

　自分の口から猫をかぶっていたことをあっさりと暴ばく露ろする、クイン。自然、十影の口からため息が漏もれる。

「さっさと乗れ。いつまで待たせる気だ」

「ごめんごめ～ん」

　反省の欠片かけらも感じられない明るい口調で謝りながら、十影の首に腕うでを回し、背中におぶさった。その大きな胸を、必要以上に押しつけて。

「……おい」

「なに？」

「そんなにくっつく必要はねえだろ」

「気にしないで。わざとだから」

　そう言いながらも、クインは十影の耳が少しだけ赤くなっていることに目め聡ざとく気づく。

「おやおや～？　これくらいのことで赤くなるなんて、もしかして十影ってば童どう貞ていなの？」

「……女と遊ぶ暇ひまなんてなかったからな」

「わ、あっさり認めちゃうんだ」

「噓うそをついてまで否定しようとは思わねえよ」

「オットコらしい～。でも、もったいないな～。十影が相手なら喜んで股またを開く娘こ、いっぱいいると思うよ？」

　話が下方向に突つき進んでいることに、十影は顔をしかめる。

「お前な……同じ小隊の人間が殺されたってのに、そんな──」

　不意に、クインの両手が十影の口を塞ふさぐ。

「聞きたくありませ～ん」

　明るい声音とは裏腹に、クインの手は小刻みに震ふるえていた。

　仲間の死体をこのまま捨て置くことに抵てい抗こうを覚える人間が、仲間の死を悼いたまないはずがなかった。努めて明るく振ふる舞まっているのも、そうしなければ心が持たないからに他ならない。性格ゆえか、話の内容が下品なのはさておき、十影はクインの心中に気づかなかった己おのが未熟さを恥はじた。口を塞ぐクインの手を外すと、

「もういい。行くぞ」

　手の震えには気づいていない風を装いながら立ち上がり、第だい六ろく太陽塔ツリーの近くにあるエクイテスの拠点を目指して歩き出した。それからしばらく通りを歩いていると、東の空が赤みを帯び始め、空を支配していた闇を押しのけていく。夜が明けたのだ。

「クイン、ＰＤでドルドたちを回収するよう拠点に──」

　言いかけて、言葉を切る。

「どうしたの？」

「気配を感じる」

「気配って……まさか、まだ至高の血族がいるの!?」

「その可能性は低いだろ。太陽さえ昇っちまえば、こっちは連中のローブを切るなり焼くなりするだけで済む。そもそもあのローブ自体、日中の戦せん闘とうを想定して作られた物でもないだろうしな。今いま頃ごろ撤てつ収しゆうしてるはずだ」

「それなら、あたしたちと同じように哨しよう戒かいしていた兵士じゃない？」

「かもな。一人だけしかいないのが気になるところだが」

　人数まで断定する十影に、クインは呆あきれたような声を漏らす。

「なんでＢＩ切れてるのに、そんなことまでわかるのよ」

「鍛たん錬れんの賜たま物ものってやつだ。それより、ちょっと寄り道してもいいか？」

「異存はないよ……あたしみたいに一人だけ生き残ったって可能性もあるし」

「……だな」

　十影はクインをおぶったまま路地に入り、入り組んだ細い道を歩き、路地裏の一角にあるビルにたどり着く。

「下ろして。おぶったままじゃ刀も抜けないでしょ？」

「足はいいのか？」

「肩かたさえ貸してくれれば」

　十影が腰こしを落とすと、クインは片足だけで地面に立つ。それから右手を十影の左肩に乗せて、なにかあったらすぐに離はなれられる程度に十影に寄りかかった。

　クインがついて来られるように、十影はゆっくりと歩いて扉とびらもなにもないビルの入口をくぐる。ビルはそれほど大きなものではなく、一目見ただけでフロア全体を確認することができた。砂すな埃ぼこり塗まみれのフロアには、ロビーとして使われていたのか、受付らしきスペースがあり、触さわれば粉々になってしまいそうな、風化した背の低いテーブルの上には砂埃が小山のように積もっていた。

　十影はフロアの奥にある、例によって扉のない部屋に視線を移す。気配を感じるのは、その部屋からだった。

　二人は警けい戒かいしながら部屋に足を踏ふみ入れる。部屋の入口から向かって右側にある外がい壁へきが崩ほう落らくし、また崩落した壁かべの向こうのビルも崩くずれていたため、ビルに囲まれた立地とは思えないほどに、燦さん々さんと日の光が降り注ぐ部屋だった。




「誰だれ……だ……？」




　女性の声が耳じ朶だに触ふれる。怪け我がを負っているのか、ひどくかすれた声だった。

　声が聞こえた方向──崩落した外壁の反対側にいる、壁に背を預けて座っている女性に二人は視線を向けた。

　思わず十影は息をのむ。その女性が、いや、その少女があまりにも美しかったからだ。

　かすれた声音からは凜りんとした大人の女性を思わせるような響ひびきが感じられたが、外見は十影たちとそう歳の変わらない、噓のように肌はだの白い、銀ぎん髪ぱつの美少女だった。

　そして、十影たちの、人間の敵でもあった。

　少女がその身に纏まとっているものは、嫌いやになるほど目にしてきた黒いローブだった。長い睫まつ毛げの下にある瞳は、血のように赤かった。

　そう、目の前にいる美しい少女は至高の血族スプリームブラツドだった。

　十影はいつでも刀を抜ぬけるよう鯉こい口ぐちを切り、少女を観察する。色が黒いためわかりづらいが、ローブのそこかしこに血が滲にじんでおり、赤黒い染みをつくっていた。特に胸の辺りの染みは大きく、至高の血族といえども致命に近い傷であることは明らかだった。事実、少女の呼吸は不自然なほどに荒あらい。

「その白い服…………わたしを……殺すのか……？」

　少女と目が合い、十影の心臓が一いつ瞬しゆん飛び跳はねる。少女の目は、今まで斬きってきたどの至高の血族にも該がい当とうしない、孤こ独どくに満ちた輝かがやきを宿していた。

　至高の血族は大勢の人間を、仲間を殺し、今もなお殺し続けている。少女だからといって手心を加える理由はない。はずなのに、十影はなぜか刀を抜くことができなかった。

「ねえ、十影……」

　クインの呼びかけに反応するように、十影は我に返る。

「どうした？」

「あの娘こ、おかしくない？」

　根こん拠きよもなく同意しそうになるも、その返事はかろうじて飲み込んだ。

「なにがだ？」

「至高の血族って、太陽の光を浴びたら体が焼けちゃうんだよね？」

「なにをそんな当たり前のことを──」

　言いかけて気づく。この部屋には日の光が入り込んでいる。少女の座っている場所もまた、日の光に照らされている。少女はフードをかぶっておらず、日の光をまともに浴びている。なのに、少女の頰ほおには焦こげ目一つついておらず、これから焼ける様子も見受けられなかった。

「どういう……ことだ……？」

　日の光を浴びて平然としていられる至高の血族は存在しない。

　不意に漏れた言の葉は、疑問と動どう揺ようで揺ゆれていた。








第二章　ペスティ・アーヴィング









「どうするの十影？」

　クインの問いにすぐには答えず、十影は目を細めて少女を観察する。

　至高の血族の敵エクイテスである十影たちを警戒しているのか、少女の美しい容よう貌ぼうは緊きん張ちようで強張っていた。が、おかしなことに、警戒しているだけで敵意らしい敵意は全くと言っていいほど感じられなかった。仮に今、少女が無傷であったとしても、他の至高の血族スプリームブラツドのように理由もなく襲おそいかかって来ることはないと確信できるほどに。

　危険はないと判断した十影は、クインにここで待つよう言い含ふくめ、少女に歩み寄り、腰を落として目線を合わせる。

「おれは十影。で、あっちがクイン。あんたの名前は？」

「ペス……ティ……」

　絞しぼり出すような声で、ペスティは答えた。

「苦しいところわりぃけど、もう一つだけ質問に答えてくれ。ペスティは、至高の血族なのか？」

「……四分の……一は……な……」

「四分の一？」

　聞き返すも、返事の代わりに返ってきたのはさらに荒くなった呼吸だった。

　十影は舌打ちを漏もらしながら左ひだり腕うでの袖そでを捲まくる。それを見たクインは、片足だけでヒョコヒョコ歩きながら慌あわてて十影に近づいた。

「ちょっとなにする気!?」

「彼女におれの血を吸わせる」

「そんなことしたら──」

「傷が塞がるだろうな」

「襲いかかってきたらどうするの！」

「その心配はない」

「なにを根拠に──」

「彼女からは敵意を全く感じない」

　なんでそんなことがわかるのかと言いたげな顔をしながら反論しようとするも、言葉が見つからなかったのか、結局口ごもってしまう。

「もしかしたら、至高の血族について有益な情報を聞けるかもしれない。ここは、おれを信じてくれねえか？」

　真っ直ぐに見つめられ、クインはますます口ごもる。ほんのり頰を朱しゆに染めながら。

「……わかった。けど──」

　クインは十影とペスティの間に腰を下ろし、

「血は、あたしのを吸わせるから」

　軍服の袖を捲った。それを見て、十影の仏頂面がますます不承な面になる。

「なぜそうなる？」

「敵意はないんでしょ？　だったら、あたしでもいいじゃん」

「だから、なぜそうなる!?」

「異性同士だとどうしてもいやらしくなるでしょ。その点、同性ならそんなことにはならないじゃん」

「言っている言葉の意味がわからん」

「と・に・か・く！　十影の血を吸わせるのだけは絶対に反対だからね！」

　このまま口論を続けていては、本当にペスティの命が危うくなる。クインが折れない以上、ここは十影が折れるしかない。ゆえに十影はため息まじりに了りよう承しようし、ペスティから離れた。クインはなぜか勝ち誇ほこった笑みを十影に向けたあと、露あらわにした細い腕をペスティに差し出す。しかし、

「ほら、あたしの血を飲んで──って、ちょちょちょちょっと!?」

　ペスティは差し出された腕を無視してクインに抱だきつくと、軍服の襟えり口ぐちを力ずくではだけさせ、カプリと首筋にかじりついた。

「そこ違ちが……うぅ……っ」

　首筋から血を吸われたクインの口から、艶つやっぽい吐と息いきが漏れる。

　結局いやらしい感じになってないか？──と、冷静に考えながらも、十影は目の前の光景に少しばかり興奮していることを自覚する。続けてクインの口から「あぁ……っ」と、妙みようになまめかしい声が漏れた直後に言い知れぬ危機感を覚え、ペスティの吸血行こう為いが終わるまで、心を空にして脳内で念仏を唱える作業に没ぼつ頭とうした。







　日の光に追い立てられるように多くの同どう胞ほうが廃はい墟きよから撤てつ収しゆうしていくなか、いまだその場に留とどまり続ける至高の血族がいた。その者たちは廃墟の中でも比ひ較かく的てき背の高いビルの上階で、たった一人の少女を見つけるために、ガラスのない窓から身を乗り出し、必死の形相で下界に視線を巡めぐらせていた。もっとも、天敵である太陽が姿を現した以上、捜さがせる方角が西側のみに限定されるため、捜そう索さくは困難の一いつ途とをたどっているが。
















「不純の血の分際で手間をかけさせやがって」

　誰かが苛いら立だたしげに吐はき捨てると、その苛立ちが伝でん播ぱするように、他の者たちも次々に不純の血と呼ばれる少女に向かって悪態をついていく。

　そんな中、赤あか髪がみの至高の血族──クラフトはフロアの中央で一人、静かに座していた。

　胡坐あぐらをかいて瞑めい目もくするその姿は、瞑めい想そうにふける僧そう侶りよを想起させるほどに静せい謐ひつとしていた。

　クラフトはただ座しているわけではない。他の者たちにはないクラフト特有の力を使って、他の者たちと同じように不純の血と呼ばれる少女を捜しているのだ。

　マーキングは施ほどこしてある。そのおかげで少女がまだ生きていることも、そう遠くまで逃にげていないことも感知しているが、マーキングを施した相手が弱っている場合は気配も微び弱じやくになり、正確な位置を摑つかむことができなくなる。なまじ追い詰つめた状態で少女を逃がしてしまったことを歯は嚙がみしつつ、クラフトは黙もく々もくと少女の気配を捜し続けた。

「！」

　不意に、明確に少女の気配を感知することができ、クラフトは思わず目を見開く。血気に満ちた赤い瞳ひとみは、獲え物ものを見つけた肉食動物さながらに獰どう猛もうな光を宿していた。

「傷を癒いやすために人間の血を飲んだな。だがそれが命取りだ、不純の血」

　嘲あざけるような声音でクラフトは呟つぶやく。その言葉に反応し、必死になって少女を捜していた至高の血族たちの視線がクラフトに集中する。

　クラフトは窓に歩み寄ると、北西を、密集するビルの一棟とうを指し示した。

「あそこに不純の血がいる。もっとも──」

　不敵な笑みを浮うかべた直後、クラフトの体が自身の影の中に沈しずんでいく。

「お前たちが来るころにはもう、全て終わっているだろうがな」

　仲間たちが制止の声をあげるよりも早く、クラフトは影の中に潜もぐり込み、この場から忽こつ然ぜんと姿を消した。







　心ゆくまで血を吸ったペスティは、クインの首筋から口を離はなす。死相同然だった顔色は目に見えてよくなっていた。そんなペスティを、クインは呼吸を荒くしながら、頰を紅潮させながら、嚙かまれた首筋を手で押さえながら、涙なみだ目めで睨にらみつける。まるで情事のあとのような有り様を前に、十影は引き続き念仏を唱える作業に没頭した。

「どうして首筋こつちにかじりつくのよ！」

「すまぬすまぬ。傷を癒すには、最も美味な首筋の血をいただくのが最も手っ取り早いのでな」

　尊大な口調で、悪びれることなくペスティは言う。呼吸苦による声のかすれは、もう完全になくなっていた。

「いや、この場合言うべき言葉は、詫わびの言葉ではなく礼の言葉だな。ここまで綺き麗れいに傷が塞ふさがったのも、きみが処女であったおかげだ。心から礼を言わせてもらうぞ」

　頭に「無」が付きそうな礼の言葉に、クインはギクリと硬こう直ちよくし、脳内で念仏を唱えていた十影が現実に舞まい戻もどる。

「お前……人のこと童どう貞てい呼ばわりしていたくせに処女だったのか？」

「は、はぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!?　なななななに言ってんの!?　ああああたしを誰だれだと思ってるのよ!?　ちょちょちょっと、あんた！　デタラメ言うのはやめてよねっ！」

「デタラメもなにも処女と非処女とでは、血の質に明確な差が出る。わたしの舌がそれを間違えるなど、天地がひっくり返ってもありえんよ」

「ぜぜぜ絶対に間違えてるっ!!　天地がひっくり返るくらい間違ってるっ!!　あんたは自分の舌がバカ舌だってことに気づいてないだけっ!!」

　顔を真っ赤にして否定する、クイン。その必死さたるや、不当にバカ舌扱あつかいされたペスティが反論の言葉を飲み込み、視線で十影に助けを求めるほどの凄すさまじさだった。

　心底困った顔をしながら助けを求めてくるペスティを見て、本当におかしな至高の血族スプリームブラツドだな──と、十影は心の底から思う。十影が今まで斬きってきた至高の血族は、誰も彼もが人間のことを見下していた。力の差を見せつけない限り、至高の血族が人間を恐おそれることなど決してなかった。それがどうだ……今目の前にいる少女は至高の血族でありながら、人間の少女クインに気圧され、あろうことか別の人間十影に助けを求めている。

（まあ、口に出して助けを求めない程度のプライドは持ってるようだが）

　兎とにも角にも、このままでは話が進まないので、十影は話題を変えることで、てんやわんやな状じよう況きようも変えることにする。

「そういやぺスティ、おれがあんたに至高の血族かどうか訊たずねた時、『四分の一は』って言ったよな。ありゃどういう意味だ？」

「うむっ！　言ったな！　たしかにそんなことを言ったな！」

　ペスティは救われた顔をしながら、クインから逃げるように声を張り上げる。クインもまた救われた顔をしていたが、十影はあえて見なかったことにした。

「四分の一と言ったのは、言葉どおりの意味だ。わたしは至高の血族と人間のクォーターなのだ」

　胸を張るペスティを前に、十影もクインも思わず目が点になる。

「……ちょっと待ってくれ。人間と至高の血族の間に子供なんて作れるのか？」

「普ふ通つうに作れるぞ」

「…………本当にちょっと待ってくれ」

　十影は疲つかれたような顔をしながら俯うつむき、目頭をつまむ。そういうものだと無理矢理自分に言い聞かせ、どうにか割り切ると、顔を上げて質問を重ねた。

「ペスティ、あんたが日の光を受けても平気なのは、クォーターだからか？」

「そのことなのだが、実はわたしも驚おどろいておる」

「……まさか、日の光を浴びたのは今日が初めてだったのか？」

「うむ。生まれて初めて太陽の光を浴びたが、こうも気持ちのよいものだとは思わなかったぞ」

　十影は再び俯き、疲れた顔をしながら目頭をつまんだ。頭が痛くなってきたような気さえしてくる。そんな十影の様子を見て、もう質問は終わったと思ったのか、

「次は、こちらから質問させてもらうぞ」

　ペスティはローブの下をまさぐり、裏面が血で汚よごれた、一枚の写真を取り出して二人に見せる。写真に写っているのは、ペスティによく似た金きん髪ぱつの美女だった。

「この方はわたしの母様、クララ・アーヴィング。人間である母様は、二年ほど前に人間と至高の血族の血を引く者たちの居場所をつくると意気込んで、きみたちの都の…………」

「クリアナか？」

「うむ、それだ。そのクリアナに向かったはずなのだが、会ったことはないか？」

「おれは……ねえな。クインは？」

　ブンブンとかぶりを振ふるクインを見て、ペスティは「そうか……」と、寂さみしげな顔をしながら、写真をローブの下に仕し舞まい込んだ。

「ペスティは、おふくろさんに会いに人間の領域こんなところまで来たのか？」

　ペスティは弱々しく首しゆ肯こうし、

「わたしにはもう居場所がないのだ……母様に縋すがる以外に……どこにもな……」

　居場所──その言葉が、十影の心の水面みなもに小さな波は紋もんを呼び起こす。

（ペスティも、居場所を探しているのか……）

　そう心の中で独りごちたところで、十影は小さく首を振り、心の水面に生じた波紋を鎮しずめた。クォーターといえども、ペスティは紛まごうことなく至高の血族。エクイテスの兵士として、肩かた入いれしすぎるわけにはいかない。と、自じ戒かいしたその時だった。




　忽然と、突とつ然ぜんと、ペスティの背後から、黒いローブに身を包んだ男が姿を現す。




　瞬しゆん間かん移動でも使ったかのように、唐とう突とつに姿を現した男に対し、十影は誰よりも速く反応して刀を抜ぬこうとするも、「よせっ！」と悲鳴に近い声をあげるペスティに、クインもろとも突つき飛ばされてしまう。直後、甚じん大だいな隙すきを晒さらすペスティの背中を、男が手刀で斬り裂さく。背中から血をしぶかせながら倒たおれ伏ふすペスティを見つめたまま、十影は両足で床ゆかを嚙んで突き飛ばされた勢いを殺しきり、同じく突き飛ばされたクインを片手で受け止めた。

　こんなことがありえるのか──と、十影は思う。クォーターとはいえ、至高の血族が、出会ったばかりの人間を助けるために傷つき、倒れ伏している……夢でも、もう少し現実味があるのではないかとさえ思う。ペスティが他の至高の血族とは違うという確信はあった。少し話してみて、その確信が正しかったという確信まで得た。それでも、至高の血族の血を、数えたくもないほど多くの仲間を殺してきた化物の血を引くペスティを、心の奥底では受け入れきれていないことを感じていた。それなのに──

「逃げろっ！」

　ペスティは振り返りながら立ち上がり、自身の影から漆しつ黒こくの帯を創り出し、男に向かって振り抜いた。帯が男の右みぎ腕うでに絡からみつくと、ペスティは帯を強く握にぎり締しめ、

「クラフトの狙ねらいは、このわたしだっ！　きみたちは早く逃げ──」

　不意に言葉が途と切ぎれる。クラフトが腕に絡みついた帯を摑み、力任せにペスティを引っ張り上げたのだ。釣つり上げられた魚のように、空中で無防備を晒すペスティの腹に、クラフトは容よう赦しやの欠片かけらもない足刀蹴げりを叩たたき込む。瞬間、ペスティは砲ほう弾だんさながらに吹ふき飛ぶも、帯を摑んでいたクラフトが再度引っ張ることで強引にベクトルを曲げられ、日の光が降り注ぐ床の上に叩きつけられてしまう。

「くふっ……けほっ……！」

　腹を抱かかえてうずくまりながら、双そう眸ぼうに涙を滲にじませながら悶もだえ苦しむ、ペスティ。苦しむ彼女を観察するように、クラフトは赤い目を細めた。

「機を窺うかがっていた時から気になっていたが……まさか、不純の血は太陽の光を克こく服ふくしたとでもいうのか…………ん？」

　床に伏すペスティが帯の長さを縮め、この場にクラフトを繫つなぎ止めることで十影たちの逃げる時間を稼かせごうとしていることに気づき、口元に嘲ちよう笑しようを浮かべる。

「そういえば、貴様の村を襲おそった時も、貴様はそうやって人間どもを護まもろうとしていたな」

　再び帯を摑つかんで引っ張り上げ、再びペスティの体が宙を舞う。そして、

「もっとも、一人として護れたためしがなかったがな」

　息も絶え絶えのペスティにとどめを刺さすべく、心臓に向かって貫ぬき手てを──




「ごめんな」




　悔かい恨こんの言葉が二人の耳じ朶だに触ふれたのも束の間、一いち陣じんの風が二人の間に吹き荒すさぶ。同時に鎌かま鼬いたちも吹き荒あれ、ペスティとクラフトを繫いでいた帯を斬ざん断だん。鎌鼬に巻き込まれることを恐れたクラフトは、貫手を中断して飛び下がり、その隙に風は鎌鼬を収めてペスティを連れ去り、部屋の入口付近にいる、クインの傍かたわらまで吹き抜け、動きを止めた。遅おくれて、空になったアンプルが床に落ちる音が響ひびき渡わたる。

「ガラにもなくあれこれ考えすぎた。さっさと動いてりゃ、ペスティに痛い思いをさせずに済んだのに……ほんと、ごめんな」

　一陣の風──十影は両手でペスティを抱だきかかえながら、悔恨を滲ませながら謝った。

「謝る必要など……ない……それより……なぜ……逃にげなかった……？」

「出会ったばかりの人間を身を挺ていして助ける、お人好しの至高の血族を見捨てたくなかったんだよ」

　そう言ってペスティを床に下ろし、クインに一言「ペスティを頼たのむ」と告げてから、ゆっくりと二人から離はなれ、刀を抜いた。

「よせ……その男は凡ぼん百ぴやくの至高の血族とは違う……人の身で……勝てる相手ではない……」

「心配すんな、ペスティ。こいつが〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟だってことは知ってる」

「知っているなら、なおさら──」

「つくづく度し難がたいな、不純の血というものは」

　一際大きな声で、クラフトはペスティの言葉を遮さえぎる。そして、十影を、背中を斬られたペスティを抱きかかえたことによって、より赤く染まった軍服を一いち瞥べつし、言葉をついだ。

「その男は〝赤い剣鬼レツドオーガ〟……狩かりの獲え物ものである貴様とは違ちがい、この俺をして敵として認識するに足る剣鬼オニよ」

　目を見開いて驚くペスティを鼻で笑ったあと、クラフトは目を細めて十影を見み据すえる。

「しかし解げせんな。その〝赤い剣鬼レツドオーガ〟が、なぜ不純の血を助ける？　人間の血を引いていようが、貴様らにとってその女は敵に違いあるまい」

　まったくだ──と、十影は思う。クラフトの言うとおり、クォーターといえどもペスティは紛うことなく至高の血族。人類の敵だ。

　だが、

　至高の血族スプリームブラツドという枠わくを取り払はらえば、ペスティは、ちょっとおかしな、心優しい普通の少女にすぎない。そんな少女が苦しむ様を、理り不ふ尽じんに命を奪うばわれる様をただ黙だまって見ていることなど、できるはずもなかった。したくもなかった。

「敵のお前に、教える義理はねえよ」

　十影が刀を構えた瞬間、クラフトの双眸に獰どう猛もうな光が宿り、場の空気が加速的に張り詰つめていく。〝赤い剣鬼レツドオーガ〟と知ったがゆえか、ペスティはこれ以上口を挟はさもうとはせず、ただ黙って、されど不安げに、十影とクラフトを見つめていた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ペスティ。十影は無茶苦茶強いんだから」

　そんな言葉とは裏腹に、クインの表情は緊きん張ちようで強張っていた。〝至高の中の至高〟のことはクインも知っている。科学では説明できない不可思議な力を行使する、至高の血族の中でも上位種にあたる存在。とは聞かされていたが、まさか十人の至高の血族に囲まれた時でさえＢＩなしでも勝てると断言した十影が、なんの躊ちゆう躇ちよもなくＢＩを摂せつ取しゆするほどの相手だとは思ってもいなかった。緊張するなという方が無理な話だった。

　場の空気が限界まで張り詰めた頃ころ、クラフトは余よ裕ゆうを見せつけるように、口元に嘲笑を浮うかべる。

「しかし、不純の血を追った先で〝赤い剣鬼レツドオーガ〟に出くわすとはな……俺もなかなかに運がいい。貴様と不純の血を殺せば、ロドリオ様もさぞお喜びになられることだろう」

「運がいい？　悪いの間違いじゃねえのか？」

「不ふ遜そんだな、人間！」

　予備動作もなく、唐突に吹き荒れた颶ぐ風ふうさながらに、クラフトは刹せつ那なにも満たぬ間に十影に肉にく薄はくする。人外と呼ぶにふさわしい挙動と速度。だが、人の身でありながら人外オニと呼ばれた十影は颶風の動きを完全に捉とらえており、これ以上ないほどの完かん璧ぺきなタイミングでカウンターの斬ざん撃げきを繰くり出した。

　響き渡るは硬こう質しつの調べ。カウンターの斬撃にあわせて放ったクラフトの手刀が、十影の刀とぶつかり合った音だった。十影は、クラフトの手を覆おおう、薄うすく、黒い、膜まくのようなオーラを視界の端はしで捉えながら、

「闇闘技コンフリクトか。相変わらず厄やつ介かいな力だな」

「それはこちらの台詞せりふだ。剣けんの鋭するどさもさることながら、戦いの最さ中なかにあってなお敵意も殺意も見せないその心力……凡百の至高の血族では敵わないのも頷うなずける」

「お前の辿たどる運命も、その凡百どもとさして変わらねえよ」

　十影は一歩前に踏ふみ出し、鍔つば迫ぜり合いの要領でクラフトを押しのける。そうすることで刀を振るえる間合いを確保すると、即そく座ざにクラフトの首を刎はね飛ばしにかかった。が、

「それはどうかな？」

　刃やいばが届く寸前、クラフトは不敵な笑みを浮かべながら、自身の影に吸い込まれるように唐突に、忽こつ然ぜんと、この場から姿を消した。十影の刀は虚むなしく空を切るも、

「あめえよ」

　斬撃の勢いを殺すことなくその場で旋せん転てんし、誰だれもいないはずの背後に向かって刀を振り抜く。再び刀は虚こ空くうを切ったかに思われたが、

「ちぃ……ッ！」

　刀は、いつの間にか十影の背後に立っていたクラフトのフードを虚空ごと斬きり裂いていた。日の光の当たらない部屋の隅すみに退たい避ひしつつ、クラフトは忌いま々いましげに十影を睨にらむ。

「貴様、なぜ俺の闇闘技を……〝暗き隣人ノターチ〟を知っている!?」

「知るわけねえだろ。お前が、いきなりペスティの背後から現れたことと、さっきおれの目の前で影に沈しずんだことを鑑かんがみて、影から影に移動する闇闘技だと推測しただけだ」

「推測だと!?　み、認めんぞ！　確信もなしに、瞬しゆん時じに完璧に対応できるはずが──」

「できるさ」

　力強い断定を前に、クラフトは言葉を詰まらせ、

「できるからこそ、おれは今もこうして至高の血族おまえらに刃を向けていられる」

　底光りする双眸を前に、クラフトは息を詰まらせる。剣鬼と呼ぶに相応ふさわしい眼光に圧され、無意識の内に一歩後ずさってしまったクラフトは、苦々しげに十影を睨み返した。

「……なるほどな。たしかに貴様は、至高の血族われわれにとって脅きよう威いとなりうる存在かもしれん。だが──」

　手だけを覆っていた闇やみのオーラが、クラフトの全身を包み込む。

「ここで貴様を殺せば人間どもの士気は地に落ち、貴様らの本ほん拠きよを陥かん落らくさせることも容易たやすくなる！」

　直後の行動は、十影でさえも予想しなかったものだった。フードが破れ、素す肌はだが露あらわになった状態であるにもかかわらず、クラフトはあろうことか日の光の下にいる十影に襲いかかってきたのだ。面食らった十影は対応が遅れ、懐ふところまで侵しん入にゆうを許してしまう。刀と徒手、ごく近きん距きよ離りの間合いでどちらが有利かは論ずるまでもない。触れれば何物をも切り裂く手刀が、十影の命を切り裂かんと怒ど濤とうの如ごとく攻せめ立てる。

　十影ですら守勢に回らなければ捌さばき切れない苛か烈れつなまでの猛もう攻こう。しかし、クラフトが素肌を晒し、日の光の下で戦っている以上、十影はそれを凌しのぐだけでいい。はずだった。

　いつまで経っても、クラフトの肌はだに焦こげ目一つつかないことに十影は気づく。

「まさか、オーラで日の光を遮しや断だんしているのか!?」

「ご明察だ〝赤い剣鬼レツドオーガ〟！」

　目を狙って真横に振ふり抜ぬかれた手刀を、十影は身を反らしてかわした。直後、十影の視界からクラフトの姿が消え失せる。十影は日光を背にする位置取りで戦っていたため、クラフトが十影の影に移動していたとしても、十影の目の前に出てくる結果に終わる。とてもじゃないが、そんな愚ぐを犯す相手とは思えない。となれば、答えは一つしかない。




「動くな……〝赤い剣鬼レツドオーガ〟……不純の血もだ……」




　クラフトはクインの首に腕うでを回し、貫手の形にした左手を彼女の胸に突つきつけていた。それから、すぐそばにいたペスティに向かって、十影のもとに行くよう顎あごで促うながす。反応する間もなくクインを人質にとられたことを悔くやんでいるのか、ペスティは歯は嚙がみしながら、ゆっくりとクラフトから離れ、体をふらつかせながらも十影の傍そばに移動した。

「人質か。〝至高の中の至高〟とは思えない下げ衆すい手だな」

「人間風情が……俺に誇ほこりを説くな……」

　クラフトは肩かたで息をしながら、息苦しげに吐はき捨てた。至高の血族の身体能力を鑑みるに、先程の攻防だけで疲ひ労ろうしたとは考えにくい。おそらく、全身に闇のオーラを行き渡らせることは、クラフトにとってとてつもない負担になっていたのだろう。現に、日の光が届かない場所に移動した今は、オーラで体を覆うのは左手だけに留とどめている。

　クラフトは一度深呼吸をし、呼吸を整えてから十影に命令する。

「さて、まずはその刀で、不純の血を斬り殺してもらおうか」

「断ると言ったら？」

「この娘むすめの胸から心臓がくり抜かれ──」

「生あい憎にくだけど」

　クラフトの腕の中で、クインはいたずらっぽい笑みを浮かべる。

「あたし、つまんない男に抱かれる趣しゆ味みはないんだよね」

　コトッ……と、なにかが落ちる音が部屋に響く。気き丈じような言葉とは裏腹に小刻みに震ふるえる、クインの手から滑すべり落ちた、閃光手榴弾フラツシユバンが床ゆかに触れた音だった。

　十影は即座に片目を瞑つぶり、刀を持たない手で片耳を塞ふさいだ。瞬しゆん間かん、閃光手榴弾が閃せん光こうと爆ばく音おんを発し、なにも知らないペスティとクラフトの視覚と聴ちよう覚かくを奪い去る。「のわっ!?」と驚おどろきながらすっ転ぶペスティを尻しり目めに、十影は閉じていた瞼まぶたと耳を開き、閃光を思わせるほどの速さでクラフトとの距きよ離りを潰つぶす。視覚と聴覚を奪われて狼ろう狽ばいするクラフトの右みぎ肘ひじに、銀でできた柄つか頭がしらを叩たたき込んでクインを解放すると、

「斬る価値もねえよ、お前は」

　渾こん身しんの掌しよう底ていを叩き込み、ビル壁かべを突き破るほどの勢いで、日の光が降り注ぐ大通りまでクラフトを吹ふき飛ばした。

「ぐああああああああああああああッ!!」

　顔からは煙けむりを、口からは悲鳴をあげながら、クラフトは陸に揚あげられた魚のように地面をのたうち回る。両腕と闇のオーラで顔を守ろうとするもその前に顔から火を噴ふき出し、火はローブに燃え移り、全身に燃え広がっていった。こうなってしまってはオーラを操るどころの騒さわぎではない。太陽は無む慈じ悲ひに無関心に、絶ぜつ叫きようしてもがき苦しむクラフトに追い打ちをかけるように、その身の光を浴びせかける。

　やがて絶叫は止やみ、影と炭だけを残して、クラフトという存在はこの世から焼失した。







「だからどうして首筋こつちにかじりつくのよっ！」

「同じ女として、みだりに肌を傷つけるのは忍しのびないと思うてな。先に吸ったところと寸分も違たがうことなく、歯を突き立ててやったぞ」

「なんで上から目線!?　ていうか、ホッコリした顔で言われても説得力ないんですけど！」

「きみの血は極上の旨うまさだからな、ホッコリするに決まっとるであろう。血を吸っていた時は、貧血手前まで吸おうかどうか逡しゆん巡じゆんしてしまったぞ」

「聞きたくないっ！　そんな逡巡聞きたくないっ！」

　そんなかしましいやり取りを前に、十影は呆あきれとともにため息を吐き出した。

　クラフトを退けたあと、再び重傷を負ったペスティの傷を癒いやすべく、再び血を吸わせることになったわけだが、クインは先と同じように十影の血を吸わせることを拒こばみ、先と同じように自分の血をペスティに吸わせ……その結果がこの有り様である。

「初めての実戦で〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟と戦うハメになった挙句、二度も血を吸われるなんて……もうあたし、つ～か～れ～たっ」

　自分から血を吸わせたことを棚たなに上げたクインは床に寝ね転ころがり、ペスティを睨みつける。

「そもそもさ、闇闘技コンフリクトってなによ？　訓練兵時代に聞いてて知識はあったけど、ほんっと意味わかんない。どういう原理なのよアレ？」

「そいつは、おれも聞きてえな」

「ふむ？　闇闘技について知りたいのか？」

「ああ。おれたち人間にとっちゃ超ちよう常じようとしか言いようがねえ力だからな」

　ペスティは仕方がないから教えてやると言わんばかりに「ふふん」と鼻を鳴らすと、右手を二人に見せつけ、クラフトがしていたように、その手を闇のオーラで覆ってみせた。

「闇闘技は、このように闇を身に纏まとうのが基本技で──」

　続けて、自身の影から三十センチほどの漆しつ黒こくの帯を創り出し、これみよがしに二人に見せつけた。

「わたしの〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟や、クラフトの〝暗き隣人ノターチ〟が、応用技になるのだ」

　完璧な説明ができたと言わんばかりに、ペスティは「ふふん」とふんぞり返る。が、

「いや、全然答えになってないんですけど」

　呆れたようにクインに言われ、ペスティは慌あわてて説明を付け加える。

「ま、まだ闇闘技の全ては話してないぞ！　闇闘技は闇やみ夜よの方がより強い力を発揮し、クラフトの〝暗き隣人〟は影から影ではなく闇から闇へと移動できるようになる。そして、わたしの〝宵闇の揺らめき〟に至っては、なんとっ、百メートルを超こえる長さまで伸のばすことができるのだ！」

　最後は自分の闇闘技の自じ慢まんまで添そえて満足げな表情を浮うかべる、ペスティ。もちろん、十影とクインが聞きたかったことはそんなことではない。

「いや、おれたちが聞きたいのは闇闘技の原理についてなんだが……」

「げ、原理ぃ!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげるペスティを見て、十影は心の中で「あ、こいつ知らねえな」と、確信する。

「コ、闇闘技の原理はだな、その、アレだ……………………きみは本当に人間なのかっ!?」

　なんの脈みやく絡らくもなく、唐とう突とつに、裏返った声で質問を振られ、十影の口から「は？」と間の抜けた声が漏もれる。ペスティの狼狽テンパリっぷりがツボに入ったのか、クインはプルプル震えながら必死になって笑うのを堪こらえていた。

「〝赤い剣鬼レツドオーガ〟の噂うわさはわたしも耳にしていたが、まさか〝至高の中の至高クラフト〟を圧あつ倒とうするほどとは思わなかったぞ！　わたしでも勝ち目が薄うす……くはないけど、手こずってしまうほどの相手を滅めつする者など、人間であってたまるものか！」

「人を化物みたいに言うなよ」

「ば、化物とまでは言ってないだろうっ」

　十影を悪く言うつもりはなかったのか、ペスティは慌てて否定する。そんなペスティに苦笑しつつ、十影はベルトに吊つり下げたケースからＢＩを取り出し、彼女に見せつけた。

「おれが〝至高の中の至高〟に勝てたのは、ひとえにＢＩこいつのおかげだ。さすがにおれも、ＢＩなしで〝至高の中の至高〟に勝つ自信はねえよ」

「クスリのことなら、わたしも知っておる。わたしが言いたいのはだな、そのクスリを使ったところで、普ふ通つうの人間が〝至高の中の至高〟に勝つことはできんということだ」

「そこはアレだ、鍛たん錬れんの賜たま物ものってやつだ」

「そんな説明で納得できる人はいないと思うんですけど」

　笑いを堪えきったのか、クインも会話に混じってくる。説明を求める二つの視線を前に十影はため息をつきながら、その手に持った刀を二人に見せつけた。

「クインはもう知ってるだろうけど、おれんところのご先祖さまは時勢なんざお構いなしに揃そろいも揃って剣けんの道を極めることにトチ狂くるった人間ばかりでな、ご多た分ぶんに漏れず剣にトチ狂ってた親父おやじに鍛きたえられたおかげで、おれは強くなれたんだよ」

「ということは……きみの父様はきみよりも強いのか!?」

「どうだろうな。おれが十歳くらいの時に死んじまったからわからねえ……って、別におれはもうなんとも思っちゃいねえから、お前らが暗くなる必要はないぞ!?」

　触ふれてはいけない過去ところに踏ふみ入ってしまったと思ったのか、ペスティとクインが揃って表情を暗くしていたので、十影は慌ててフォローを入れる。

　十影の意を汲くんだクインは、わざとらしいほど明るい声音で、

「ちなみにだけど、十影はお父さんに勝ったことはあるの？」

「もちろんある。最終的な戦績は五分五分くらいだったな」

「やっぱり化物ではないか！」「やっぱり化物じゃん！」

　ペスティとクインの叫さけびが綺き麗れいに重なり、十影の仏頂面がますます不承なものになる。

「結局、化物扱あつかいかよ」

　心外そうに言う十影を、ペスティはビシッと細い指でさし、

「いいや、さすがにこれは言わせてもらうぞ！　きみの父様は剣の道を極めることにトチ狂っていたと言っていたな？　そんな大人を相手に五分五分の戦績を収める子供など……化物以外のなにものでもないわ！」

「そこはアレだ、天才とか神童とかもう少し人間味のある表現で──」

「そんな生易しい言葉では表しきれんと言っておるのだ！」

　反論を封ふう殺さつされた十影は、諦あきらめたように深々とため息を吐き出す。そして、

「わかったわかった。化物でもなんでもいいから、そろそろ話を戻もどそうぜ」

　話を戻す？──と、小首を傾かしげるペスティに向かって、十影は意地の悪い笑みを浮かべ、逆ぎやく襲しゆうの言葉を吐き出した。

「闇闘技の原理が、どういうものかって話だよ」

　無理矢理脱だつ線せんさせたはずの話が元の線路に舞まい戻り、ペスティは面白いくらいに狼狽し始める。

「げ、原理だな！　うむ！　たしかにそんな話をしていたな！　わかっておるぞ！　もちろん説明できるぞ！　ただ……その……だな……至高の血族スプリームブラツドならともかく人間には理解できない話になるからな！　きみたちに説明できることはなにもない！　残念だ！　実に残念だ！　きみたちが至高の血族ならば闇闘技について完かん璧ぺきな説明ができたのにな！」

「要するに、ペスティも闇闘技の原理はさっぱりわからねえってわけだな」

「な、なにを言っておる！　わかっておるに決まっとるであろう！」

「だったら早く説明してくれよ。おれたちにわかるように」

「言われるまでもない！　今から！　懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してやろう！　闇闘技の原理はな……原理はな…………原理はな………………」

　原理という言葉を口にするたびに、ペスティの声がしぼんでいく。やがて、目め尻じりに涙なみだが浮かぶのが見え、今度は十影が狼狽する番になる。

「バカ。いくらなんでもやりすぎよ」

　さっさと慰なぐさめてきなさい──そう小声で付け加えながら、クインは十影の背中をはたく。言われるまでもなくそうするつもりだった、いや、そうしなければならないと思っていた十影は、クラフトと戦っていた時よりも必死の面持ちで、ペスティを慰め、ペスティを持ち上げる言葉を紡つむぐために脳をフル回転させる。

「に、人間には説明できねえってなら、原理の話はもういい。そのかわりに、おれたち人間に理解できる範はん囲いでいいから、闇闘技についてもっと詳くわしく教えてくれねえか？　ペスティの知識は、おれたちにとってどんな財宝にも勝るほどに価値のあるものなんだよ」

　ペスティは錆さび付ついたドアのように、ぎこちない挙動で十影に顔を向ける。

　浮うき世よ離ばなれした美び貌ぼうに見つめられたせいか、それとも潤うるんだ瞳ひとみで見つめられたせいか、あるいはその両方か……十影の意思とは無関係に心臓がドキリと飛び跳はねる。このままでは見つめられているだけで頰ほおが火ほ照てってしまいそうな気がしたので、十影はそれとなくペスティの顔から視線を逸そらした。

「本当に、原理について説明しなくていいのだな？」

　迷子の子供よりも情けない声音で訊たずねられ、十影は何度も首を縦に振ふる。

「本当に、わたしの知識はどんな財宝よりも価値があるのだな？」

　再び、十影は何度も首を縦に振る。

　ペスティは「わかった」と呟つぶやくと、グシグシと目元を擦こすり、

「……ん……グス……闇闘技はだな……使える者からすれば、その力を行使するのに理り屈くつはいらぬのだ……手足を動かしているのと同じ感覚なのだ……生まれた時から使えた力なのだ……。他に……わかっていることは……ストーカー家の血筋の者にしか使えんということくらいだな……」

　聞き慣れない単語に、十影は眉まゆをひそめる。

「ストーカー？」

「そうだ……ストーカー家とシェリダン家……この二つの血筋が〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟と呼ばれておる……」

　十影とクインは思わず顔を見合わせる。今ペスティが言ったことは、クインはおろか、十影ですらも初めて耳にした情報だった。

　そんな二人の反応を恐おそる恐る眺ながめながら、ペスティはおずおずと訊ねてくる。

「わたしの知識は……どんな財宝にも勝るほどの価値はあったか？」

「ああ。こちらの予想以上にな」

　十影の返答に気をよくしたペスティは一転して「そうであろうそうであろう」と笑顔を浮かべながら、腕うでを組んでふんぞり返る。悄しよう然ぜんとしていた時との落差が激しい分、どれほど威い張ばられても今は微笑ほほえましさしか覚えない。怖おぞ気けすら感じさせる美貌も、今はやけにかわいらしく見える。
















「うむっ！　他に訊ききたいことはないか？　今ならどんな質問にも答えてやるぞ！」

　わかりやすいほどに調子に乗っているペスティに、十影は思わず噴ふき出しそうになるも、すぐに表情を引き締しめ直し、

「もしかしたら、ペスティにはつらい質問になるかもしれねえが、訊いてもいいか？」

　真しん摯しに訊ねる十影を前に、ペスティもまた表情を引き締め、「かまわぬぞ」と返した。

「どうしてペスティは、同族に命を狙ねらわれているんだ？」

「……わたしが、至高の血族と人間のクォーターだからだ」

　そう吐はき捨てたあと、憎にく々にくしげに、

「ストーカー家は純血主義なのだ。度し難がたいほどにな。人間と交わったというだけで〝至高の中の至高〟であっても問答無用に処しよ刑けいされる。そう……問答無用にな……」

　大切な誰だれかが処刑されたのか、ペスティは一いつ瞬しゆん涙ぐむも、すぐに目元を擦って滲にじみかけていた雫しずくを拭ぬぐい去り、真っ直ぐに十影を見み据すえる。

「気になっていたのだが……きみたちは、わたしをどうするつもりなのだ？」

　十影は一度、クインに目配せする。

「十影に任せるよ。新米のあたしじゃどうすればいいかもわかんないし」

「わかった」

　それからペスティに向き直り、

「人間に仇あだなさないと約束できるなら、特にどうこうするつもりはない」

「その点は問題ない。四分の一と言ったとおり、わたしは人間の血の方が濃こいからな」

「そう言うわりには、人間の血を飲み慣れているように見えたが」

「まさかとは思うが、わたしが人間を飼っていた可能性を疑っておるのか？」

　取り消せと言わんばかりに睨にらんでくるペスティに、十影は臆おく面めんもなく「ああ」と答える。

「無礼な！　わたしも父様も人間を飼ったりなど絶対にせん！　しようとも思わん！　わたしの誇ほこりにかけて断言できるぞ！」

「わかった。信じるよ。わりぃな、失礼なこと言っちまって」

　こうもあっさり引き下がられるとは思わなかったのか、ペスティは一瞬きょとんとした表情を浮うかべるも、

「……わざとわたしを怒おこらせることで、真しん偽ぎを確かめたな？」

「こればっかりは、ちゃんと確かめたかったからな。人間を飼ってるような輩やからに、口先だけで人間に仇なさないと言われても信用なんてできねえ。まあ、九分九厘そんなことはないと思ってたけどな」

「そう思ってたのなら、なんで怒らせた!?」

「だから、ちゃんと確かめたかったからだって言っただろ。嫌いやな気分にさせちまったことは本当にわりぃと思ってる」

　深々と十影に頭を下げられ、ペスティはなにか言いたげに口をムニムニさせながらそっぽを向く。それからすぐに、思い直したように向き直り、

「わたしと父様は、至高の血族と人間が一いつ緒しよに暮らす村に住んでいたのだ。普通の至高の血族が来ないような辺へん鄙ぴなところでな」

「一緒にって……人間と至高の血族が仲良く暮らしてたっていうの!?」

　驚おどろくクインに、ペスティはコクリと首しゆ肯こうを返す。

「だから、わたしのようなクォーターが存在するのだ。もっとも、ストーカー家にとって、わたしの存在は有史以来の汚お点てんらしいがな」

「村の存在がバレて、ストーカー家の連中に襲おそわれた……つまりはそういうことか？」

「そういうことだ。襲しゆう撃げきを受けたあと、わたしたちは生き残った者たちとともに、ストーカー家の刺し客かくから逃にげ回った。刺客に追いつかれた時は、わたしや父様のように至高の血族の血を引く者が率先して刺客と戦い、負傷した時は、一緒に逃げていた人間から血を分けてもらい、傷を癒いやしたのだ」

「なるほどな、だから血を飲み慣れていたってわけか。ペスティ以外の人たちは？」

「みんな殺された……父様も含ふくめてな」

「……わりぃ」

　重い沈ちん黙もくが、三人の肩かたにのしかかる。やがて、

「二人を見込んで、お願いしたいことがあるのだが、聞いてくれぬか？」

　おずおずと訊ねるペスティに、十影とクインは続きを話すよう促うながす。

　ペスティは姿勢を正すと、

「頼たのむ！　母様を捜さがすのを手伝ってくれ！」

　おもむろに、深々と頭を下げた。

「きみたちの厚意に甘えているだけなのはわかっている！　けど……だけど！　わたしはなんとしてでも母様に会いたいのだ！　居場所が……わたしのような者でも生きていける居場所が欲しいのだ！　だから頼む！」

（居場所……か）

　頭を下げるペスティを見つめながら、十影は心の中で独りごちる。ペスティが居場所を求める想いに、十影は痛みを伴ともなうほどに深く深く共感していた。十影もまた生きていくための、心安らげる本当の居場所を求めていたがゆえに。

　母親は物心がつく前に病死した。物心がついたあとは、父親にひたすら剣けんを叩たたき込まれた。友人らしい友人もいなかった。そして父も、十影に剣の全てを教えきったその年に、十影が十歳の時に他界した。ＢＩなしで至高の血族に挑いどみ、返り討ちにされて。人ならざる者を斬きりにいく──と、十影に残して。

　至高の血族を仇かたきとみなすことは、剣けん士しとしての父の誇りを傷つけることと同義。それがわかっていたからこそ、至高の血族に対する憎にくしみはそこまで深いものにはならなかった。けれど、だからといって割り切れるようなものでもなかった。そんな想いが十影にエクイテス入隊を決意させた。親しん戚せきも知人もいない十歳の十影には、それ以外に生きる道がなかったという現実にも後押しされた。

　それから訓練を重ね、年月が過ぎ、十五歳になった十影は前線に立つこととなった。

　第だい三さん十じゆう三さん太陽塔ツリー設営戦──この戦いで多大な戦果をあげた十影は〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟と、〝赤い剣鬼レツドオーガ〟と呼ばれるようになった。無心で刀を振るっていくうちに、いつしか、人間なかまと至高の血族てきの屍しかばねの上が自分の居場所になっていた……いや、自分の居場所だと信じ込むようになっていた。仲間と呼べる者は次々と死んでいった。これからも死んでいくことだろう。だから一人でいい……そう思った。小隊を組んでも、どうせみんな死ぬ。おれの居場所はおれ一人がいればそれでいい。その場所がまやかしだとわかっていても、それに縋すがりつく以外に、自分の居場所はないのだから……。

「……その前に、一つだけ訊いていいか？　ペスティはどうして、身の危険を顧かえりみずに、おれとクインを助けようとしたんだ？」

「わたしによくしてくれた人が死ぬところを、もうこれ以上見たくなかったという理由もあるが──」

　ペスティは顔を上げると、不思議そうな顔をしながら、事もなげに言った。

「そもそも、無む辜この者を助けるのに小難しい理屈が必要なのか？」

　思わず、破顔してしまう。なるほどな──とも思ってしまう。

（たしかに、小難しい理屈を並べる話じゃねえよな）

　どうして笑われているのかわからず、きょとんとしているペスティを尻しり目めに、十影はクインに目配せをする。笑い返すクインを見て、意見が一いつ致ちしていることを確信すると、

「わかった。おふくろさんを捜すの、手伝ってやるよ」

「ほ、本当か!?」

「ああ、本当だ。ペスティのおふくろさん、おれたちが絶対に見つけてやるよ」

　小難しい理屈など必要ない。この優しくも危なっかしい少女のことがほっとけない──手を差し伸のべる理由はそれで充じゆう分ぶんだと、十影は思った。







　十影は今、ペスティをおんぶし、クインをだっこして拠きよ点てんを目指していた。黒いローブを着た状態で誰かに見つかると、それだけで至高の血族スプリームブラツド扱あつかいされかねないので、おぶる前にペスティのローブは捨て、十影の軍服の上着を羽織らせることにした。

　十影の腕の中で、クインは上じよう機き嫌げんに「ニシシ」と笑う。

「なにがそんなに嬉うれしいんだ？」

「意中の人にお姫ひめ様さまだっこされたら、そりゃニヤけちゃいますって」

「口に出したら意中もへったくれもないだろうが」

「じゃ、今のは告白ということで」

「謹つつしんで断る」

「ちょ……どうしてよ!?」

「自分の胸に聞け」

「もしかして、あたしの十影への想いが一時のものだって疑ってる？　言っとくけどあたし、こう見えなくても一いち途ずだからね」

「自分で言うか」

　自然、十影の口からため息が漏もれる。そんな十影を見て、クインはますます笑みを深くしながら、首を伸ばしてペスティの髪に視線を移す。

「ペスティの髪かみってほんと綺き麗れいよね～。あたしの髪はあんまり光に映はえないから、ちょっと憧あこがれちゃうな～」

　ローブの下に隠かくれていたためわからなかったが、ペスティの髪は腰こしまで届くほど長く、絹糸のように艶つややかだった。美しい容よう貌ぼうにふさわしい美しい髪は朝日を吸い込み、鮮あざやかな銀色の光を放っていた。ペスティは嬉しそうに「ふふん」と笑い、

「もっと憧れてよいのだぞ」

「……そんな風に言われると、憧れる気持ちも萎しぼんじゃうんですけど」

「な……っ!?　そ、そういうものなのか？」

「そういうものなのだ」

「う、うむ……そうか……以後気をつけよう」

　なんとも緊きん張ちよう感かんのないやり取りに、十影は思わず苦笑してしまう。

「以後気をつける前に、そろそろ気絶したフリをしてくれねえか、ペスティ」

「んむ？　もうすぐ着くのか？」

「ああ」

「うむ、わかった」

　ペスティは返事をしながら瞳ひとみを閉じ、ぐったりと脱だつ力りよくして十影の背に体を預けた。

　ペスティをわざわざおんぶしていることには、もちろん理由がある。

　ペスティは新しん鮮せんな生き血目的で至高の血族に飼われていた人間で、至高の血族から逃げてきたところを十影に救われた。安あん堵どしたペスティは緊張の糸が切れ、気を失った──それが三人で捏ねつ造ぞうしたペスティの素性と事情だった。気絶したフリをし、瞳を閉じていれば赤い瞳を見られる心配はない。また、おんぶすることにより、誰だれの目から見ても致ち命めい傷しようにしか見えない、胸を真っ赤に染めた大きな血の染みを隠すことができる。さらに、十影の軍服で背中を染める血を隠しさえすれば、生きているのが不思議なほどの血ち糊のりは全て隠すことができる。ゆえに、ペスティをおんぶすることにしたのだ。

「十影、あたしはどうしてればいい？」

「一緒に気絶してくれていると助かる」

「みんなにドヤるのはダメ？」

「なにをだ？」

「十影にお姫様だっこしてもらってること」

　わけがわからん──心底そう思う、十影。たかがだっこでなにをそんなにはしゃいでいるのか、十影には全く理解できなかった。

「下手へたに注目を集めるとややこしくなる。我が慢まんしろ」

　クインは拗すねたように「ちぇ～」と、唇くちびるを尖とがらせる。

「ところでさ、拠点に入ってからのことは聞いてないけど、どうするつもりなの？」

「真っ直ぐ医務室に向かうさ。それが一番自然だからな。エダ爺じいには事情を説明しといた方が動きやすくもなるしな。それより……」

「わかってるって。しおらしくしとくから」

　そう言って、クインは少しだけ身を丸めた。拠点のビルが見えてきたのだ。

　拠点に着いた十影に、警備をしていた三人の兵士の視線が集中する。その内の一人、二十代半ばほどの、男の兵士がこちらに歩み寄ってくる。

「どうしたんだよ、十影。二人も担いで──って、その子はたしか……」

「ドルドのおっさんとこの新兵だ」

　兵士はクインに視線を落とす。怯おびえるように身を丸め、震ふるえるクインを見て、兵士の表情に苦みが加わる。

「少し前に回収班が出ていくのを見たけど……そうなのか？」

「……ああ。おっさんの小隊は彼女を残して全ぜん滅めつした」

　兵士はなにか言おうとするも口をつぐみ、十影たちから顔を逸そらし、やるせなさげに地面を蹴けりつけた。それから気絶したフリをするペスティに視線を移し、

「その女の子は？」

「至高の血族どもに追われていたところを助けた。たぶん、至高の血族やつらに飼われていた人間だと思う」

「そうか……」

　同情するように呟つぶやいたあと、踵きびすを返し、先行して入口の扉とびらを開ける。十影は兵士に短く礼を言うと、建物の中に入り、一階の右奥にある医務室に直行した。

　医務室の扉の前に到とう着ちやくすると、

「あたしが開けたげる」

　先程までしおらしくしていたのが、怯えるように震えていたのが噓うそのように、クインはいつもの調子で十影に言う。

「……お前、役者になれると思うぞ」

「自分でもそう思う」

　ニヒリと笑って返すと、クインはドアノブを捻ひねって扉を開けた。




「なんじゃなんじゃ、その大荷物は」




　直後、キャスターの付いた椅い子すに腰を下ろした、白衣を着た老人が大声をあげる。老人の両手には湾わん曲きよくした針と糸が握にぎられていた。対面に座った兵士が処置台の上に血ち塗まみれの腕うでを伸ばしているところを見るに、腕の傷を縫ぬう直前だったことを窺うかがい知ることができる。

　さらにその兵士の後ろには治ち療りようを待つ者が八人……哨しよう戒かい明けということもあり、医務室は怪け我が人でごった返していた。

「エダ爺、ベッド借りていいか？」

　老人──エダは、禿はげ頭あたまと眼鏡めがねの下の双そう眸ぼうを鋭するどく光らせ、

「今日は寝ね込こむほどの怪我をした奴やつは一人もおらん。背中の嬢じようちゃんは好きなところに寝かせればええ。それから手前の嬢ちゃん、こいつら片づけたあとに足を見てやるから、もう少しだけ我慢しとれ」

　そう告げたあと、待たせていた兵士の腕を縫いにかかる。

「なんで一目見ただけでわかるのよ……」

　クインの口から漏れた至極もっともな疑問に、十影は答えることができなかった。







　先客の治療を終え、医務室に残った人間が十影たちだけになったところで、エダはクインの足の治療にかかる。塗ぬり薬を塗と布ふし、包帯を巻いたあと、ついでだからとペスティに血を吸われた痕あとに絆ばん創そう膏こうを貼はりつけてくれた。

「で、ベッドに寝かせた嬢ちゃんはいったい何者なんじゃ？　少なくとも人間じゃないじゃろ？」

「ちょ……だからどうしてわかるのよ!?」

「入口のドア枠わくに簡易スキャナーを仕込んどるんじゃよ。その情報が儂わしの眼鏡に転送される仕組みになっておる。治療中にいきなり表示されたら邪じや魔まじゃから、脳波で操作できるようにいじくって、見たい時にレンズに表示されるように設定しておるがの」

「そんなもんが導入されてるなんて話、初めて聞いたぞ」

「そりゃそうじゃ。儂もおんしにこの話をしたのは初めてじゃからのう」

　眉まゆ根ねを寄せる十影を尻目に、エダは「かっかっかっ」と声を上げて楽しげに笑った。

「ったく……それで、ペスティの体は人間とどう違ちがってんだ？」

「ほう？　あの嬢ちゃんはペスティという名前なのか？」

「あ、わりぃ。紹しよう介かいがまだだったな。言ったとおり、ベッドに寝てるのがペスティで、そっちがクインだ」

「クイン？　ああ、思い出したわい。たしか、ドルドのところにいた嬢ちゃんじゃな？」

　一いつ瞬しゆん、クインは表情を曇くもらせるも、すぐに笑顔で上うわ塗ぬりし、

「はい。クイン・クインといいます。これからもよろしくお願いしますね、エダ先生」

「おんしのような若い娘ことは是ぜ非ひともよろしくお願いしたいところじゃが、あと二～三日もすればアポロン六号基の修しゆう繕ぜんが終わる。儂の世話になることはもうないじゃろ」

「でも、足の怪我が……」

「ただの捻ねん挫ざじゃ。儂お手製の塗り薬を塗ったから、一日寝ればすぐ治るわい。医い療りよう用ミニマイズマシンなんぞ使わなくともな」

「相変わらず、検査方法はハイテクなくせに治療方法はアナログなのな」

「医療用ミニマイズマシンを注入して『はい、終わり』のどこがハイテクじゃ。そもそもミニマイズマシンといえど人体にとっては異物。よほどのことがないかぎりは使わぬに越こしたことはない。そういう意味ではＢＩも同じなのじゃが……こればっかりは、儂の考えを押しつけるわけにはいかんしのう」

「ＢＩなしじゃ、戦いにすらならないのが現状だからな」

「皆みなが皆、おんしのような使い手じゃったらよかったんじゃがのう」

　そう言って、エダはクインに視線を戻もどす。

「捻挫は一日で治るが、心の傷はそうはいかん。三日は無理はできんと上の連中に言っとくから、今はゆっくり休むといい。……ったく、どいつもこいつも老いぼれよりも先に逝ゆきおってからに……」

　クインは俯うつむき、絞しぼり出すような声で「はい……」と答えた。そう答えるのが精いっぱいな風情だった。小隊を組まない十影がドルドの小隊員であるクインを連れ帰ってきた──それだけでエダは全てを把は握あくしていたのだ。

「話が脱だつ線せんしたのう。して、ペスティ嬢ちゃんはいったい何者なんじゃ？」

　十影は一度、医務室の外の気配を探る。周辺に人がいないことを確認してから、

「ペスティは人間と至高の血族スプリームブラツドのクォーターだ」

　エダは「なんと!?」と声をあげながら、眼鏡の下の双眸を見開いた。

「本人の話じゃ人間の血の方が濃こいらしい。それより、どうしてペスティが人間じゃないってわかったんだ？　やっぱり体組織とかに違いがあるのか？」

「簡易スキャンでわかる範はん囲いでは、体のつくりに大きな違いはなかった。じゃが、血液の量があまりにも少のうての」

「少ないってどれくらいだ？」

「人間じゃったら、とうの昔に死んどるくらいじゃ」

　エダは椅子から立ち上がり、ベッドで寝ているペスティのもとに向かう。

　いつの間にか、ペスティは寝息を立ててぐっすりと眠ねむっていた。クインの血を多少吸った程度では回復しきれないほどに疲ひ弊へいしていたようだ。

「これはまたえらい美人さんじゃのう」

「おかげで治療を終えた連中を追い払はらうのに苦労させられた」

「じゃろうな。……ちょいと失礼」

　ペスティを起こさないよう、エダはそっと布団を捲まくり上げる。ペスティの着衣を染める赤を見て、エダは得心するように呟いた。

「どうやら、元々の血液量が少ないというわけではなさそうじゃの」

　捲り上げた時と同じように、そっと布団をかぶせ、

「このことを知っとるのは？」

「おれとクインだけだ」

「儂以外の者に教える予定は？」

「今のところはない」

　エダは「そうか」と、呟きながらペスティから離はなれ、再び椅子に腰こしを下ろす。

「深く詮せん索さくをするつもりはない。じゃが、一つだけ聞かせてくれ。なぜ、わざわざ人間の領域にこの娘こを連れてきた？　捕とらえた至高の血族がどういう扱あつかいを受けるのか……それを知らん、おんしではないじゃろう？」

　生け捕どりにした至高の血族は、弱点を探るために人体実験で体をいじくり回された挙句、全ての血を抜ぬかれて殺される。ペスティの正体が他の人間に知られれば、彼女もまた同じ末路を辿たどることになる恐おそれがある。それゆえの質問だった。

「わかってるさ、そんくらい。けど、ペスティにはもう、クリアナにいるおふくろさんを頼たよる以外に居場所がねえんだ。至高の血族からは命を狙ねらわれてるしな」

「なるほどのう。ま、儂もこんなカワイ子ちゃんがひどい目に遭あわされるところなんぞ見とうない。できるかぎりの便べん宜ぎは図ってやろう」

「サンキュな、エダ爺。至高の血族に飼われていたところを逃にげ出してきたってことにしてるから、その方向で口裏合わせてくれ」

「またえらくベタな設定じゃのう。ところでペスティ嬢ちゃんの目の色は、やはり赤色なのか？」

「困ったことにな」

「目をやられたということにして、包帯でも巻いとくか？」

「逆に怪あやしまれねえか？」

　二人して、「う～ん」と唸うなりながら首を捻っていると、今まで黙だまって話を聞いていたクインが、これ以上ない提案をあげる。

「カラーコンタクトでいいじゃん。あたし持ってるし」

「そいつはでかした──と言いてえところだが、なんでこんな前線にカラーコンタクトなんて持ってきてんだ？」

「もしもの時のために、メイク道具と一いつ緒しよに持ってきておいたの」

「どんな『もしも』だ」

　もう何回目かもわからない、クインの言動に呆あきれるため息が十影の口から漏もれる。

「そもそもお前、化け粧しようなんているのか？　今だってそんなしてないだろ？」

「哨戒や訓練をしてる時は、どうしても汗あせで崩くずれちゃうからね。パーティとかあったら、十影もイチコロなくらいに綺き麗れいになってあげられるんだけどな～」

「んなもん、なる必要ねえよ。お前は今のままでも充じゆう分ぶん魅み力りよく的てきだ。おれが保証する」

「…………ちょっと待って」

　数瞬沈ちん黙もくを挟はさみ、クインは十影から顔を隠かくすように体を背けた。頰ほおにほんのり朱しゆが差し込んでいるところを見ると、「ように」ではないのかもしれないが。

「女と遊ぶ暇ひまなんてなかったとか言ってたくせに、どうして恥はずかしげもなく、しれっとそんなことが言えるのよ……」

　囁ささやくような声音でクインは独りごちる。その横でエダが楽しげに、いやらしげに、ニヤニヤ笑いを浮うかべていた。頰の火照りが引いたところで、クインは十影に向き直る。

「十影は、その……化粧が薄うすい方が好みなの？」

「ケバいのはあんまり好きじゃねえな──って、わりぃ、ちょっと待ってくれ」

　無自覚にクインの化粧の方向性を決定した十影は、懐ふところからＰＤを取り出した。通信が入ったらしく、一分ほど話し込んだあと、通信を切り、ＰＤを仕し舞まう。

「ドルドたちの遺体が回収された。おれは今から会いに行くつもりだが……クイン、お前も来るか？」

　クインは唇くちびるを嚙かみ、軍服の、胸の辺りを右手でギュッと握り締しめる。

「もちろん、行く」







　ビルの地下には遺体安置所が設けられていた。

　殉じゆん死しした兵士は防ぼう腐ふ処理を施ほどこされ、この安置所に保管される。そして後日、遺体は家族のもとへ送り届けられることになっている。エクイテスの兵士のおよそ三割が孤こ児じであるため、届けるべき家族のいない遺体もあるが、その場合はクリアナに設けられた兵士たちの合ごう祀し墓に、焼しよう却きやくした遺骨を埋まい葬そうして弔とむらうようにしていた。

　エダから借りた松まつ葉ば杖づえをついてヒョコヒョコ歩くクインと一緒に、十影はエレベーターで地下に下り、廊ろう下かの突つき当たりにある扉とびらを開け、遺体安置所に入る。

　床ゆかも、壁かべも、天てん井じようも、全てがコンクリートに覆おおわれた大きな部屋だった。奥側の壁には黒い棺ひつぎがいくつも並べられていた。

　四方をコンクリートに囲まれているという点では十影の部屋とそう変わらないはずなのに、十影の部屋よりも何倍も広いはずなのに、この部屋に入った時から、十影は言い様のない圧あつ迫ぱく感かんに苛さいなまれていた。隣となりにいるクインも、顔色を見るかぎり圧迫感を覚えている様子だった。失った命の重さ……それを感じるがゆえに心が圧迫されているのかもしれない。

　回収にあたった兵士が気を利かせてくれたおかげで、安置所には十影とクイン以外の人間はいなかった。もちろん、死人を除いての話だが。

　床には、ドルドたちを含ふくめた七人の兵士の遺体が寝ねかせられていた。至高の血族スプリームブラツドに殺されたのは、ドルド小隊だけではなかったのだ。

　二人は話し合いも目配せもせずに、全く同時に黙もく禱とうを始める。そして一分後、黙禱を終え、瞼まぶたを上げた十影はクインを見やる。クインはまだ、黙禱を続けていた。

　それからさらに一分が過ぎたところで、ようやくクインは瞼を上げる。

「小隊長たちとの付き合いなんて一週間もなかったけど……」

　脳裏に刻み込むように、同じ小隊の、一人一人の顔を見つめたあと、クインは天井を見上げ、悲しげに、哀かなしげに、呟つぶやいた。

「……きっついなー……」

　質量が増したかのように空気は重く、重力が増したかのように沈黙は重かった。

　どれほどの時間が経ったのかわからなくなったころ、十影は口を開く。

「きついと感じたその気持ち、大事にしとけよ。おれみたいに慣れちまったら……それこそ終わりだからな」

　そうクインに告げると、踵きびすを返して部屋から出ていった。

「慣れてる人間はそんな顔、しないと思うよ」

　去りゆく背中に向かってクインは独りごち、松葉杖をついて十影のあとを追った。







　翌日、昼食をとるにはまだ少し早い時間帯、支給されたブラウスとジーンズに身を包んだペスティは一人、拠きよ点てんの兵士を束ねる司令官の部屋の前で仁王立ちしていた。どうにも至高の血族スプリームブラツドの領域から逃げてきた人間を保護した際は、司令官自らが詳くわしい事情を聴ちよう取しゆする決まりになっているらしく、それに則のつとってペスティは司令官に呼び出されたのだ。

　この事情聴取には十影でも立ち会うことは許されず、ペスティは独力で、自分が至高の血族であることを隠し通さなければならない。とはいえ、クインからもらったカラーコンタクトのおかげで、至高の血族の象しよう徴ちようたる赤い瞳ひとみも今は琥こ珀はく色いろに輝かがやいており、さらにはエダが司令官に提出した、ペスティが人間であることを証明する偽ぎ造ぞう診しん断だん書のおかげで、余程のボロを出さない限りはペスティが至高の血族だということがバレる心配はない。

（なのに、ああも心配しおって……十影も存外小心者だな）

　十影はおろかクインからも反論の嵐あらしが巻き起こりそうなことを心の中で独りごち、ペスティは一度深呼吸をする。至高の血族に飼われていたところを命からがら逃げてきたという設定を念頭に入れつつも、至高の血族に飼われていてなお誇ほこりを失わないかっこいい女性という独自の新設定を勝手に追加。それらの設定を脳内で反はん芻すうしたあと、昼夜逆転による眠気を気合でねじ伏ふせ、司令官室の扉を叩たたく。

「昨日十影に保護された者だが、入ってもかまわぬか？」

「ど、どうぞ……」

　無む駄だに上から目線な物言いに驚おどろいたのか呆れたのか、部屋の中から聞こえてきた声は戸と惑まどいに揺ゆれていた。

　失礼するぞ──と、無駄に尊大に応じながら部屋に入る。応接用のソファに座る冴さえない中年の司令官も、そのすぐ傍そばに立っている副官と思しき巨きよ漢かんも、ペスティの態度と美び貌ぼうに気圧されたのか、揃そろって瞠どう目もくし、動力の切れたロボットのように硬こう直ちよくしていた。そんな二人の反応に満足したペスティは、心の中で「ふふん」と笑いつつ、司令官に訊たずねる。

「座ってもかまわぬか？」

　司令官は我に返ったように、背の低いテーブルを挟んだ、対面側にあるソファに座るよう促うながし、ペスティは無意味に優ゆう雅がな所作で腰を下ろした。

　司令官は一度、わざとらしく咳せき払ばらいをすると、

「ま、まずは、名前の方から伺うかがわせてもらおうか」

　なけなしの威い厳げんを集めて捻ひねり出したようなお堅かたい物言いで、ペスティに名乗るよう催さい促そくしてくる。

（もうとっくに知っているだろうに。随ずい分ぶん形式的なことだな）

　内心呆れる、ペスティ。だが、応じないことには話が進まないので、ペスティは仕方がないと言わんばかりに、億おつ劫くうそうに口を開き、

「わたしの名前は、ペスティ・アーヴィヴベ────…………」

　時が止まったようにフリーズした。







「太陽……太陽よ……わたしを焼き殺してくれ……どうかひと思いに焼き殺してくれぇ」

　拠点屋上の落下防ぼう止し柵さくにもたれかかりながら、ペスティは一人項うな垂だれていた。

　結果から言うと、事情聴取はこれ以上ないほど完かん璧ぺきに乗り切ることができた。

　ペスティが盛大に名前を嚙んだことに司令官と副官は噴ふき出し、ペスティの頭は真っ白に、顔は真っ赤になってしまう。そんな状態でかっこいい女性を演じることなどできるはずもなく、終始しどろもどろになってしまったペスティだったが、それがかえって司令官の心をガッチリ摑つかむこととなり、終始親身になって話を聞いてもらえたのであった。

　そう、結果だけを見れば最良なのだ。頭に「大」とか「赤」とかつきそうな恥はじをかいたが、結果的に司令官の信を得ることができたのだ。それだけでも良しと──

「できるわけがなかろうが！」

　太陽に向かってノリツッコみをかます、ペスティ。仮にこの場に人がいた場合、誰だれも彼もが無言で屋上を立ち去ってしまうほどの危うさが、今のペスティにはあった。

　ひとしきり懊おう悩のうしたあと、柵に体を預けたまま太陽を見上げる。が、

「おぅぅ、目がチカチカする」

　慌あわてて太陽から顔を背け、目を瞬しばたたかせた。

「うぅむ……其その光の暖かさと心地良さは認めるが、眺ながめることすら許さぬ傲ごう慢まんさはいかがなものかと思うぞ、太陽よ」

　そう言って、手で庇ひさしをつくりながら、もう一度太陽を見上げる。

　ハーフだろうがクォーターだろうが、至高の血族スプリームブラツドの血を引く者が日の光を浴びれば、その身を焼かれ、クラフトのように炭になるまで燃やし尽つくされる。そのためうっかりでも日の光を浴びるわけにはいかず、ペスティも日の光を浴びないように細心の注意を払はらいながら十七年間生きてきた。

　クラフトたちに追われ、重傷を負い、まともに身動きがとれなくなった自分に日の光が迫せまった時、ペスティは心の底から恐きよう怖ふした。太陽に焼かれて死ぬことは、至高の血族にとって地じ獄ごくの苦しみだと聞かされていたからだ。身をよじり、日の当たらない場所に逃にげようとするも、じわりじわりと伸のびてくる日の光の方が、自分よりもはるかに動きが軽快だった。そして、頰に日の光が触ふれた時、暖かさと心地良さがペスティを包み込んだ。今まで避さけていたのが勿もつ体たいないと思えるほどに、太陽は優しくペスティを歓かん迎げいしてくれた。

　ペスティは考える。なぜ自分は日の光を浴びても平気なのかを。

　闇闘技コンフリクトを使えば、少しの間ではあるが日の光を遮しや断だんすることができる。その力のおかげかどうかはわからないが、ストーカーの血筋の中には、極稀まれに、日の光を浴びても燃えにくい体質の者が生まれることがあると、父から聞かされたことがある。

　自分はその燃えにくい体質で、さらに人間の血の方が濃こいおかげでこうして日の光を浴びることができるのだろう──そう結論づけた時、何者かが、一人で、忍しのび足で階段を上り、屋上を目指す音が聞こえ、視線を屋上の入口に向ける。クォーターであろうがペスティの聴ちよう力りよくは純血の至高の血族と遜そん色しよくなく、完全に気配と足音を殺されないかぎりは知覚を欺あざむかれることはそうそうない。はずだった。

　屋上に入ってきた十影とクインを見て、ペスティは思わず目を見開いた。

「二人だと？　足音が一つしか聞こえないとはどういうことだ？」

「ちなみにだけど、聞こえたのはどっちの足音？」

「どっちがどっちかはわからぬが、聞こえてきたのは忍び足の音だったな」

「それ思いっきりあたしじゃん」

　ガックリと肩かたを落とす、クイン。それから横目で、呆あきれたような目で十影を睨にらんだ。

「なんだその目は」

「だっておかしいじゃない。あんな普ふ通つうに歩いてたのに足音一つしないなんて。忍び足で対たい抗こうしたあたしがバカみたいじゃない」

「実際バカっぽかったしな」

　ひっど～いっ──と、頰ほおを膨ふくらませるも、忍び足で階段を歩く自分の姿を想像してしまったのか、すぐに頰を萎しぼませて黙だまり込む。一方、耳を欺かれたことが地味に悔くやしかったペスティは、心中の不平と不満と不服を隠かくそうともせずに十影に言った。

「クインの言葉ではないが、やはりきみはおかしい。普通に歩いていながら、忍び足よりも完璧に足音を消せる者など見たことも聞いたこともないぞ」

　その言葉に、今度は十影の方が不平と不満と不服を隠そうともせず言い返すが、

「だから人を化物みたいに言うなっての。それより──」

　すぐに意地の悪い笑みを浮うかべ、

「司令との話はどうだった？　ペスティ・アーヴィヴベ」

　的確に急所を抉えぐられたペスティは、コンマ一秒とかからずに顔全体を沸ふつ騰とうさせる。

「ばっちり知っているではないかっ!!」

「そりゃまあ、兵士の間では今その話題で持ちきりになってるからね。たぶん、知らない人の方が少ないと思うよ」

　同情気味のクインの言葉に、ペスティは床に両手をついて項垂れる。

「わたしのイメージが……イメージがぁ……」

「むしろ、ペスティの人となりはイメージどおりに伝わったから安心しろ」

「イメージどおりとはどういう意味だ!?」

「無駄に偉えらそうにしてる割には、間が抜ぬけまくってるイメージしかねえってことだよ」

「き、きみはわたしのことを、そんなふうに思っていたのか!?」

「いいじゃねえか。ただの偉そうな奴やつよりかは、はるかにかわいげがあるしな」

　直球すぎる物言いに、ペスティは「へ？」と漏もらしながら硬直し、クインは危険人物でも見るような目で十影を睨んだ。

「かわ……かわ……かわいげなど……………………本当にあるのか？」

　もはや別の意味で顔を真っ赤にしながら、ペスティは訊ねる。

　まさに今その「かわいげ」を惜おしげもなく振ふり撒まいているペスティに苦笑しつつ、十影は躊ちゆう躇ちよなく首しゆ肯こうを返し、クインの顔を引きつらせるほどに、しれっと言い切った。

「おれの知る限り、ペスティほどかわいげのある女は片手で数えるほどもいねえよ」

　顔はおろか、真白かった肌はだの全てを真っ赤に染めてフリーズする。そんなペスティの反応に危機感を覚えたクインは、慌てて十影の背中を押し、

「十影はさっ、まだ二日ほど哨しよう戒かい任務があるんだから、そろそろ寝ねた方がいいって！」

「な、なんだいきなり!?　寝るのはペスティのＰＤ受け取りに付き添そってから──って、押すな押すな！」

「それはあたしが付き添うから！　十影はさっさと休みなさい！」

「わかったから押すなっての！」

「それからもう一つ！　今言った片手の中に、あたしは入ってるの！」

「は、入ってるに決まってんだろ！」

　その言葉を聞くと、クインは満足げにニッコリと笑って十影を突つき飛ばし、強引に屋上から追い出した。「なんか変なこと言ったか？」という十影のぼやき声が遠のいていくのを確認してから、いまだフリーズしているペスティを横目で見やる。

「まさかとは思うけど、今の一言だけでオチちゃったりなんか……しないよね？」

　そんなクインの独り言をちゃっかり聞いていたペスティは、我に返り、

「バ、バカなことを言うなっ!!　あんな言葉一つで恋こいに落ちるほど、わたしは安い女ではないぞっ!!　臆おく面めんもなく、あんなことが言える十影がおかしいのだっ!!」

「まあ、十影の言葉のチョイスがろくでもなかったのは同意するけど……」

　まんざらでもなかったんでしょ──とは、あえて口に出さないクインだった。







　クインは十影の代わりにペスティのＰＤ受け取りに付き添ったあと、多目的部屋フリースペースを借りて、ペスティにＰＤの使い方を教えることにする。しかし、

「むぅ……」

　パイプ椅い子すに座り、長机の上に置いたＰＤとその取とり扱あつかい説明書を睨む、ペスティ。

　個人用携けい帯たい情報端たん末まつ──ＰＤには多種多様な機能が搭とう載さいされているが、拠きよ点てんで保護した人間に貸し出すものは、相そう互ご通信と救きゆう援えん、救難信号の送受信のみの機能しか搭載されていない簡易型だった。機能を減らし、簡略化することで、この種の文明の利器に慣れていない人間でもすぐに扱あつかえるように配はい慮りよされているのだ。しかし、

「むむぅぅ……」

　取扱説明書を読み、ＰＤを一いち瞥べつしてからまた取扱説明書を読む、ペスティ。

　母親が人間だったおかげか、クリアナで使われている文字も問題なく読めたペスティが、ＰＤの取扱説明書があることを知って自力で操作を覚えると強弁したので、クインはその成り行きを見守っていたのだが、

（こりゃダメっぽいかも）

　十分以上ＰＤと取扱説明書を交こう互ごに睨み続けるペスティを見て、ガックリと肩を落とす。

「至高の血族スプリームブラツドの中でさ、人間のつくったものを使うのは惰だ弱じやくだ～とか言って、文明の利器を全く使わない生活をしているのがいるって話を聞いたことがあるけど、もしかしてペスティの住んでたとこもそんな感じだったの？」

　取扱説明書を読んでいたペスティがギクリと動きを止め、錆さび付ついた音が聞こえてきそうなぎこちない動作でクインに顔を向ける。

「そ、そんなことはないぞ。人間と一いつ緒しよに暮らしていただけあって、わたしの住んでた村には文明の利器がいっぱいあったぞ。ただ、それを活かす……エネルギー源？……がなくてだな……」

「結局のところ、文明の利器を全く使わない生活を送ってたってわけね」

　あぅ──と、情けない声を漏らして口ごもるペスティには構わず、クインは腰こしを下ろしたパイプ椅子ごとペスティに近づき、懐ふところから自分のＰＤを取り出した。

「しょうがないから、あたしが教えたげる」

「ひ、必要ない！　あ、あと……五分だ！　五分もすれば完璧に扱えるようになる！　噓うそではないぞ！　本当にあともう少しで使い方がわかりそうなのだ！」

「だったら、今からあたしとＰＤナンバー交こう換かんしてみよっか」

「ピ、ＰＤナンバー交換だな！　うむ！　すぐにやってみせるぞ！」

　声を裏返らせながら、凄すさまじい勢いで取扱説明書のページをめくっていく。あまりにも必死すぎる様相に苦笑しつつ、クインはペスティの手をそっと押さえつけ、ページをめくるのをやめさせた。

「だ、だから教えてもらう必要など──」

「あ～あ～あ～聞～こ～え～ま～せ～ん～。あたしが教えたいから勝手に教えるんです～」

　聞き分けのない子供のように駄だ々だをこねられ、ペスティは呆あつ気けにとられたように閉口する。そんなペスティに向かって、クインはニヒリと笑い、

「女の子同士、肩かた肘ひじ張らずにいこうよ。その方が絶対楽しいし」

「う、うむ……そうだな、楽しいなら仕方ないな」

　あっという間にクインのペースに乗せられたせいか、自分でもなにを言っているのかわかってないような顔をしながら、ペスティは了りよう承しようした。

　その五分後──

「おおっ、たしかにクインの声が聞こえるぞ」

　ＰＤナンバーの交換を済ませ、試しに通信をしてみたペスティが、驚おどろきと喜びが入り混じった声をあげる。

　悪あく戦せん苦く闘とうを覚かく悟ごしていたクインの予想に反し、ペスティはすんなりと簡易型ＰＤの使い方をマスターしたのであった。要領が悪いのか、一人で学ぶのが苦手なだけで、きっちりと教えてもらえればきっちりと学べるタイプなのかもしれないと、クインは思う。

　ペスティは通信を切ると、「ふふん」と鼻を鳴らし、ドヤ顔でふんぞり返る。

「どうだっ。言ったとおり、五分で完かん璧ぺきに扱えるようになったであろう」

　そんなペスティに対抗してクインも「ふふん」と鼻を鳴らし、ドヤ顔でふんぞり返る。

「あたしの教え方がよかったおかげです～」

「うぅ……それは、認めてやらなくもないが……」

　思いのほかあっさりと引き下がるペスティに、クインは思わず噴ふき出してしまう。

「な、なにがおかしい!?」

「いやだって、あれだけ偉そうにしてたのに……ペスティってば押し弱すぎ」

　そう言って、クインは楽しそうにケタケタと笑った。ペスティは不服そうに頰を膨らませるも、やがて頰を萎ませ、今度は不思議そうにクインを見つめる。

　視線に気づいたクインは、

「なんか、珍ちん獣じゆうでも見るような目で見られてる気がするんですけど」

「そ、そんなつもりで見ていたのではない。ただ……クインがこうも普通に接してくれるのが、少々不思議に思えてな。四分の三が人間とはいえ、きみたちから見れば、わたしは紛まごうことなく至高の血族……人類の敵だというのに」

「あ～なるほどね～。でも、それを言ったらペスティの方こそ、人間のあたしに普通に接してくれてるじゃん。無む駄だに偉そうなのは置いといて」

「む、無駄に!?」

「それじゃ、無意味に」

「結局同じではないか！」

　ペスティの反応がおかしくて、クインは再びケタケタと笑う。全く悪気のないクインに毒気を抜かれたペスティは、気を取り直して言葉をついだ。

「わたしが人間と普ふ通つうに接しているなど、当たり前のことであろうが。先にも言ったとおり、わたしの血の四分の三は人間なのだからな」

　言い終わると、今度はきみが答えろ──と、視線で訴うつたえてくる。

　答えないわけにはいかなくなったクインは、唇くちびるの下に人差指を押し当てて考え込み、

「う～ん、たしかにペスティは〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟の力が使えたり、能力的には至高の血族なのは間ま違ちがいないけど……正直言って、ペスティのこと、昨日あたしの仲間を殺した連中と同じ種族だとはどうしても思えないんだよね。あいつらはあたしたち人間のこと、玩具おもちやとか嗜し好こう品ひんとか、その程度にしか思ってなかった。そんな奴らとペスティを……あたしは一緒にしたくない」

「だから、普通に接してくれるのか？」

「うん、まあ、そんなとこ。感覚的には新しい友達ができたって感じかな…………あ～も～こういうのあたしのガラじゃないって～」

　真ま面じ目めに心の内を語ったことが恥はずかしくなってきたクインは、火ほ照てってきた頰ほおを冷ますべく、両手をパタパタさせて顔を扇あおぐ。その一方で、ペスティは呆ほうけた顔をしながら、

「友達……？　わたしと、クインがか？」

「あたしはそのつもりだったんだけど。まさか、あんな小こっ恥ぱずかしい話をさせといて、友達にはなれませんだなんて言うつもりじゃないよね？」

　ペスティは慌あわててブンブンと首を横に振る。

　わかりやす過ぎるペスティの反応に微び笑しようを漏らしつつ、クインはなんの気のない風を装いながら、あることを確かめるために、ペスティの心をつっついてみる。

「ところでさ、十影もペスティに対して普通に接していると思うんだけど、十影にはその理由は訊きかないの？」

「…………へ？」

　質問の意味がすぐには理解できなかったのか、浮うき世よ離ばなれした美び貌ぼうが台無しになるほどに、ペスティはこれ以上ないほど間の抜ぬけた表情で、これ以上ないほど間の抜けた声を漏らす。数瞬して、

「そそそそんなことなど訊くわけがなかろうが!!　あ、あの男のことだから、また恥ずかしげもなくろくでもないことを口走るに決まっておるっ!!」

　一人勝手に、顔を真っ赤にして狼ろう狽ばいするペスティに向かって、クインは諦あきらめたようにため息をついた。

「あ～あ、やっぱり惚ほれちゃってたか。ていうか、『かわいげがある』って言われただけで惚れるのは、いくらなんでもチョロすぎじゃない？」

「だだだ誰だれがいつ十影なんぞに惚れたと言ったっ!!　き、綺き麗れいだとかなんとか言われた記き憶おくに比べて、かわいげがあるとかなんとか言われた記憶の方が少ないから、ちょっと狼狽うろたえてしまっただけだっ!!　わたしは断じて安い女ではないぞっ!!　そ、そもそもっ──」

　言いにくそうに口をムニムニさせながら、遠えん慮りよがちに言葉をつぐ。

「クインは十影のことが、す、す、す、好きなのであろう？　と、友達の好きな人を奪うばうようなことは……わたしはしたく、ない……」

　思いもよらないカウンターパンチに、今度はクインの方が口をムニムニさせて言葉を詰つまらせる番になる。本人は否定しているが、少なくとも、ペスティが十影のことを異性として気にかけていることは間違いない。しかし、

（そんなこと言われたら、あたしの方が抜け駆がけしにくいじゃない……）

　そんな自分の甘さに、クインは心の中でガックリと肩かたを落とした。







　二日後、アポロン六号基の修しゆう繕ぜんが完かん了りようし、そのために派は遣けんされた技術者や、防衛のために派遣されたエクイテスの兵士はクリアナに撤てつ収しゆうすることとなった。これで第だい六ろく太陽塔ツリーからはいつでも人工太陽光が照射できるようになったわけだが、だからといって全ての人間を撤収させるわけにはいかず、拠点には少ない数の技術者と少なくない数の兵士が引き続き留とどまり、不測の事態に備えていた。そして、医師のエダもまた、その一人だった。

「ほ～れ、ペスティ嬢じようちゃん。別れのハグじゃ」

　拠点の入口前で、下心丸出しのエダがペスティに向かって両りよう腕うでを拡ひろげる。ペスティは若じやつ干かん顔を引きつらせながら、

「こ、断る！」

「なぜじゃ!?」

「邪じや念ねんに塗まみれた者となど抱だき合えるわけがなかろうが！」

　断固拒きよ否ひされてしょぼくれるエダに、拠点から出て行く兵士たちの、ざまあみろという視線が集中する。すぐそばに〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟がいなければ、エダ同様邪念に塗れた男どもがエダ同様ペスティに別れのハグを求めて長ちよう蛇だの列をなしていたところだろう。事情聴ちよう取しゆの一件でペスティに心を鷲わし摑づかみにされたのは、なにも司令官だけに限った話ではない。

　すぐさま立ち直ったエダは、今度はクインに向かって両腕を拡げるも、

「ほ～れ、クイ──」

「イ・ヤ・で・す」

　ハグの「ハ」の字すら言わせてもらえず、またしてもしょぼくれる結果に終わってしまう。そんなエダを見下ろしながら、十影は呆あきれたようにため息をつく。

「ったく、なにやってんだよ」

「言っとくが、おんしとはハグせんぞ」

「したらぶった斬ぎるわ」

「死んでもせんから安心せい。……わざわざ言う必要もないことじゃが気をつけいよ。クリアナは、ペスティ嬢ちゃんには優しくないかもしれんからのう」

「ああ、わかってる」

「うむ。だったらいい。それじゃあ達者でな。次会う時、お互たがい死体だなんてことがないようにな」

「冗じよう談だんでも笑えねえっての」

　エダに別れを告げた三人は、拠きよ点てんから少し離はなれたところに停められた車に移動する。

　車は、一台で百人近くの人間を、ここに派遣された全ての人間を乗せられるほどに巨きよ大だいなものだった。鈍にび色いろの車体は縦十五メートル、横十メートル、高さ二・五メートルと、少し平べったい印象を受ける形をしていた。車底にはフリッドローラーと呼ばれる、ゴムともゲルともつかない特とく殊しゆ流体──リクオリでできた車輪を装着しており、ちょっとやそっとの障害ならば車内に振しん動どうを伝えることなく走破できる衝しよう撃げき吸収力を有していた。

「相変わらずダッサいよね～」

　にべもない感想を述べる、クイン。実際、平べったい印象を受けるせいか、お世辞にもかっこいいとは言い難がたい。

　フリッドローラーの高さは一メートル近くあるため、乗降口に下ろされたタラップを上って、三人は車内に入る。車内には座席が整然と並んでおり、そのうちの半数ほどが、十影たちよりも先に乗り込んだ兵士と技術者で埋うめられていた。車内前部と、後部の二隅すみはドアの付いた壁かべで仕切られており、前部には運転席が、後部の二隅には簡易トイレが設けられていた。三人は左中央の窓際の席が空いていることに気づき、そちらに移動する。

「……妙みように攻こう撃げき的てきな視線を感じるな」

「美少女二人もはべらかせてたら、英えい雄ゆう殿どのでもそりゃあ妬ねたまれますよ」

　十影は自分のことを美少女呼ばわりするクインに呆れるも、否定できないのもまた事実だったため、なにも言わずにそのまま黙だまって歩くことにする。

　窓際の席に到とう着ちやくすると、窓側からペスティ、クイン、十影の順に腰こしを下ろした。十影とクインは荷物を抱かかえていたので、床ゆか下したに設けられた収納スペースにそれらを捻ねじ込んだ。

　座席に座ると、クインは「くあ……」と小さく欠伸あくびを漏もらす。

「早く帰れるのは嬉うれしいけど……なんだかな～」

「気持ちはわかるが、しょうがねえだろ。人手不足は今に始まったことじゃないからな」

「わかってるけどさ～」

　そんな取り留めのない会話を交わしているうちに、次々と座席が埋まっていく。やがて派遣されていた者たち全員が乗り込み、乗降口のドアが閉まると、その巨体からは信じられないほど静かに車は走り出した。

　窓の外で、ボロボロのビルが次から次へと入れ替かわるように、高速で流れていく。

　しばらくするとビルの谷間を抜け、見み渡わたすかぎりの荒こう野やが十影たちを出で迎むかえた。

　千年前の時点で、大地は荒こう廃はいの一いつ途とを辿たどっていた。氷河期を迎むかえ、地底に逃にげ込んだ人類は、千年という悠ゆう久きゆうの時を経て大地は再生し、むせかえるほどの緑が自分たちを歓かん迎げいしてくれると無む邪じや気きに信じていた。しかし、そんな願望よりも甘い見立てが通るほど、大地は人類に優しくなかった。見渡すかぎりの荒野は、大地の厳しさの表れだと言えた。

　大気のバランスを整えるために散布したナノマシンの影えい響きようもあってか、荒野が拡がった一方で緑が蘇よみがえった地も確かに存在した。が、豊かな大地のほとんどは、人類が地底に居る間に至高の血族がしっかりと押さえていた。その結果、人類の踏ふみしめる大地のほとんどが、今目の前に拡がる荒野のように枯かれ果てたものばかりになってしまっていた。

「そういえばさ十影、お母さんが見つかるまでの間、ペスティはどこに泊とめるの？」

「クインの家に泊めることはできないのか？」

「無～理～。一人で暮らすこと前提で部屋選んだから二人も入らないよ」

　そんな二人の会話に、ペスティは「んむ？」と小首を傾かしげながら、

「宿については十影に話をつけておくから心配しなくてもよいと、エダ殿どのに言われていたのだが」

　全く身に覚えのないことを言われ、十影は眉まゆをひそめる。

「ペスティをどこに泊めるかなんて話、エダ爺じいとは一度もしたことねえぞ」

「そ、そうなのか!?　エダ殿は十影の家ならば部屋の一つや二つ余よ裕ゆうで空いているから、好きなだけ厄やつ介かいになればいいと言っていたのだが……」

「ちょちょちょっと待って！　まさか、十影の家に泊まるつもりなの!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげるクインに、ペスティはおろおろしながら、

「わ、わたしも未み婚こんの男の家に世話になるのはどうかと思ったのだが、エダ殿が言うには……ルームシェア？……と言って、クリアナでは別に珍めずらしくもなんともないと……」

「男女二人だけのルームシェアは珍しくもなんともあるよ！」

　そんな二人のやり取りをよそに、十影はＰＤを取り出してエダとの通信を試みる。エダが通信に出た瞬しゆん間かん、

「おい、ボケジジイ」

『ボケジジイとは随ずい分ぶんじゃな。まるで儂わしが物忘れでもして────…………あ』

「思い出したみてえだな」

『すまんすまん。すっかり忘れとったわ。けどまあ、だからといって結果が変わるわけでもないから問題ないじゃろ』

「問題ならある。あんたの頭に深刻な問題がな」

『なぜ今、髪かみの話をする？』

「そっちじゃねえ！　中身の話だ！」

『やれやれ若いくせに冗談も通じんとは……さっきも言ったが、おんしが喚わめいたところで結果は変わらんよ。右も左もわからんペスティ嬢ちゃんを一人でほっぽり出すわけにはいかんから、ホテルに泊めるのはＮＧ。新たに部屋を借りるのもＮＧ。クイン嬢ちゃんのところに泊めてもらうことも考こう慮りよしたが、ペスティ嬢ちゃんの事情を考えると、親おや御ごさんと一いつ緒しよに住んでいた場合は当然ＮＧ。嬢ちゃんが一人で暮らしていた場合でも、新兵の嬢ちゃんが二人も三人も泊められるような部屋に住んでいるはずもないから結局ＮＧ。その点おんしの家は無む駄だにでかいくせに、おんし一人しか住んでおらんし、一緒に住んでおればペスティ嬢ちゃんの面めん倒どうも見ることができる。なにより、これほど愉ゆ快かいなことになりそうな選せん択たく肢しもなかろう』

「はっきり愉快って言いやがったなクソジジイ！」

『やかましいのう。そこまで嫌いやがるなら、代だい替たい案あんの一つや二つ出してみんかい』

　痛いところを突つかれ、口ごもる。さらに「嫌なのか？」と訊たずねながら捨てられた子犬のような目で見つめてくるペスティに追い詰められ、進しん退たい窮きわまった十影は、

「だーもう！　わかったよ！　おれの家に泊めればいいんだろ！」

　ヤケクソ気味に啖たん呵かを切って通話を切り、疲つかれ切った顔をしながら座席に身を沈しずめた。周囲の、十影の会話に耳をそばだてていた者たちの空気が凍こおりついていることに、うすら寒さを覚えながら。








第三章　壁









　巨大地底都市の一つ、クリアナ。

　百年前に地上に出たクリアナの民は、地底都市に勝るとも劣おとらない大きな都市を地上に建造し、自分たちの種を繫つなぎとめてくれた地底都市に感謝の意を込めて、同じ名を完成した都市に与あたえた。

　地じ盤ばんを固めたあとにやるべきことはもちろん、クリアナ以外の地底都市に住んでいた人類の生存確認。巨大隕いん石せきの落下、衝しよう突とつの余波で人工衛星の多くが破は壊かいされ、急ピッチで地底都市を完成させる必要があったため伝送路敷ふ設せつにまでは手が回らず、結果、地底都市同士で通信する手段が見つからないまま人類は地底に移住することとなった。そのため地底都市は各々の力だけで氷河期を耐たえ切るしかなく、さらには地底という厳しい環かん境きようが他の地底都市を気にかける余裕を奪うばい去ってしまったため、この千年間、地底都市同士の通信手段が確立されることはついぞなかった。

　ゆえに、人類の生存を確認するためには、自分たちの足で世界を回り、接せつ触しよくするほかなかった。千年間地底にいたことにより長ちよう距きよ離り移動に関わる技術は衰すい退たいし、化石燃料も枯こ渇かつしていたため、文字どおり自分たちの足で世界を回る必要があった。

　地底で耐え忍しのんだ千年間に匹ひつ敵てきするほどの苦難が待ち構えていることを覚かく悟ごした上で、百人からなる探査チームを結成し、クリアナの外に送り出した。

　それから一年後、探査チームは戻もどってきた。出発時の十分の一にも満たない人数で。

　千年前の地図データを元に、劇的に変化した地形に悩なやまされながら、最寄りの地底都市に到着した探査チームを出迎えたのは人類ではなかった。

　探査チームを出迎えたのは至高の血族スプリームブラツドだった。

　ゴミクズのように殺されるか、嗜し好こう品ひんとしてただ血を吸われるためだけに生かされるか……探査チームの多くは、悲ひ惨さんかつ無む惨ざんな末路を辿った。探査チームを待ち構えていた苦難は、地底で耐え忍んだ千年間すら霞かすんで見えるほどに凄せい惨さんなものだった。

　人間の生せい殺さつ与よ奪だつの権利を掌しよう握あくするほどの存在に、クリアナの民たちは戦せん々せん恐きよう々きようとなった。

　その至高の血族に、いつクリアナの存在が気づかれるかわからない。探査チームが文字どおり命がけで摑つかんだ情報により、至高の血族の弱点が銀と太陽であることを知った人々は、至高の血族を迎え討つための準備をすすめた。

　クリアナは築いた。防衛線と、至高の血族に抗こうする二つの組織を。

　クリアナから三百キロメートルほど離はなれた地域に、クリアナを円状に囲う形で数百に及およぶ太陽塔ツリーを建設し、築き上げた、太陽光による防衛線──人工太陽帯サンベルト。

　至高の血族を駆く逐ちくすることを目的に創設された武力組織──エクイテス。

　そして、クリアナの防衛と治安維い持じを第一に創設された防衛機構──クストス。

　これら三つが至高の血族に抗する、クリアナの生命線だった。







「おぉう……」

　車から降りたペスティは、クリアナを囲う、厚さ十五メートル、高さ百メートルの壁を呆ぼう然ぜんと見上げる。クリアナの外周部に設けられたこの壁は、全長八十キロメートルにも及び、クリアナという都市全てを囲い込んでいた。壁上には至高の血族スプリームブラツドを焼き払はらう人工太陽光照射装置──サンビームが、壁へき面めんには至高の血族以外の全てを焼き払うプラズマキャノンが備えつけられていた。

　外門は周囲のものよりも分厚く補強された壁の一角に埋め込まれており、鉄てつ扉ぴ型の巨きよ大だいなそれは、大地を揺ゆるがしながらゆっくりと左右に開いていく。

　壁の内部はトンネル状のゲートウェイになっており、終点は外門と同じ、鉄扉型の巨大な内門によって閉ざされていた。外門が完全に開ききった直後、ゲートウェイの壁かべと天てん井じようから人工太陽光が照射され、壁の内部を煌こう々こうと照らす。

　少しして、エクイテスのものとは色いろ違ちがいの、黒い軍服に身を包んだ門兵が二人、こちらにやってくる。この黒い軍服に身を包んだ者たちこそが、クリアナの防衛と治安を司つかさどる兵士──クストスだった。

　クストスの一人は、十影たちに向かって声を張り上げる。

「お手数ですが一列に並んで、一人ずつゲートをくぐってください！　全員がゲートを抜ぬけ次第、内門を開きます！」

　車には百人近くの人間が乗っている。そんなやり方ではとんでもなく手間と時間がかかるのは明白だが、そのことに不平を言う者はこの場には一人もいなかった。至高の血族の脅きよう威いをその身をもって味わっているからこそ、車から降りた者の中に、石橋を叩たたいて渡わたるような、「もしも」すら起こりようがないこのシステムに文句を言う人間はいないのだ。

　三十分の時が過ぎたころ、全員がゲートウェイをくぐり終える。人工太陽光を浴びて苦しむ者、皮ひ膚ふが焦こげている者がいないことを確認したクストスは内門を開くように指示する。ほどなく内門が開き、十影たちはようやくクリアナの中に入ることができた。

「ここが、クリアナ……」

　内門の向こうに拡ひろがる景色を見て、ペスティはポツリと呟つぶやく。

　地面にはフリッドローラーと同じ特とく殊しゆ流体──リクオリでできた、色とりどりのパネルが敷しき詰つめられており、堅かたすぎなければ柔やわらかすぎもしない絶ぜつ妙みような弾だん力りよくが大地とは違ちがった安心感を人々に与えていた。白で統一された、背の低い円えん筒とう状の建物が甍いらかを争い、それらの外がい壁へきもまたリクオリでできているため、腕わん白ぱく盛ざかりの子供が転んで体をぶつけたとしても大おお怪け我がにつながることはない。行き来する人の数は多く、足を止めてこちらを見ている人間も少なくなかった。

　都市の中央には太陽塔が屹きつ立りつしており、至高の血族が侵しん攻こうしてきた際にはクリアナ全域を人工太陽光で照らして民を守るようになっている。一部を除き、建物の背が一様にして低いのも、影を減らすことで、人工太陽光を可能な限り、クリアナの至る所に行き渡らせるためだった。

　半ば呆然としながら町並みを眺ながめるペスティに、クインは、

「ペスティさ、ほんと～うに十影の家に泊まるつもりなの？」

「ほ、他に手段がないから仕方なかろう。さすがにわたしも、こうも文化の違うところに一人で放り出されるのは不安だからな」

「それはわかるけどさ、独り身の男の家に泊まることに対する不安はないの？」

「ないわけではないが、十影はいかにも身持ちが堅そうだからな。心配はなか──」

「甘い！　その考えは甘すぎるよペスティ！」

　力強く叫さけびながら、クインはペスティの肩かたをガッチリと摑み、自分と目線が合う高さまで彼女を屈かがませる。わけのわからない迫はく力りよくに気圧されたのか、ペスティはされるがままになっていた。

「いい、ペスティ。男はね、女の子と二人きりになったら獣けものみたいにす～ぐこっちの股またを開かせようとする生き物なの」

「また……ひら……」

　意味がわからず、呆ほうけたように呟くも、

「なっ!?　なぁ……っ!?」

　理解した瞬間、ペスティの顔がみるみる赤く染まっていく。

　狼ろう狽ばいするペスティを見て、ここぞとばかりに畳たたみかけるように、クインは大声で言えないようなことを十影が頭を抱かかえるほどの大声で叫んだ。

「そう！　男という生き物はエッチなの！　スケベなの！　ケダモノなの！　下半身が別の生き物になってるの！　おまけにその生き物ときたら、女の子が一人で家に来るってわかった途と端たんに勘かん違ちがいして、す～ぐ暴れ出しちゃうの！　その点に関しては十影だって例外じゃないの！」

　内門をくぐる同どう僚りようの、道行く人々の視線を一身に集める、クイン。

　さすがにまずいと思った十影はクインを止めようとするも、それよりも早くにクインはこちらに向き直り、舌ぜつ禍かと呼ぶにふさわしい爆ばく弾だん発言を十影に浴びせた。

「そういうわけだから！　あたしも十影の家に泊とまらせてもらうからね！」

　言うまでもないが〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟と呼ばれる十影は、クリアナでも相当な知名度を誇ほこっている。そのため、十影絡がらみの風評はなにかと広まりやすい傾けい向こうにあった。

　普ふ段だんはそんな風評など全く気に留めない十影だったが、

「そういうわけって、どういうわけだよ……」

　この風評だけは絶対に広まらないでくれ──そう心の底から祈いのった。周囲の好こう奇きと羨せん望ぼうの視線に刺さされながら。







　クリアナは十七の街区に分かれており、その中でも最も治安が良いと言われている第八街区の一角に、十影の家はあった。無む駄だにでかいというエダの言葉どおり、十影の家は周囲のものよりも一際大きなものだった。

　玄げん関かんをくぐりながら、クインは楽しげに、

「さっすが英雄殿どののお住まいは大きいですな～」

「中央議局のお偉えらいさんが恩賞として、勝手にプレゼントしてきただけだ」

「勝手にだったら固辞すればよかったじゃん」

「恩賞を受けた当時は家を持ってなかったんだよ。訓練兵の間は寮りように入る決まりになってたから、親父おやじと住んでた家も売り払っちまったしな。そんな状じよう況きようで家をやると言われたら誰だれだっていただくだろ」

「まあ、そりゃね」

　玄関奥の扉とびらを抜けると、円形の大きな部屋が三人を出で迎むかえた。部屋にはなにも置かれていないため物もの寂さびしく、真白い壁とフローリングの床ゆかが寒々しさに拍はく車しやをかけていた。壁には玄関に通じるものも含ふくめて計六つの扉があり、アナログ時計で例えるなら、二時、四時、六時、八時、十時、十二時の位置に、等とう間かん隔かくに設置されていた。

「ここは……部屋でいいのか？」

　ペスティの質問に、十影は首しゆ肯こうを返す。

「名目上はリビングになっている」

「ふむ、リビングデッドというわけか」

　言い得えて妙みようだと思ったのか、ドヤ顔で「ふふん」と鼻を鳴らすペスティには構わず、クインは十影に訊たずねる。

「扉いっぱいあるけど、部屋の内訳は？」

「右から、溶室とトイレ、キッチン、おれの寝しん室しつ、トレーニングルーム、物置き、空き部屋になってる。物置といってもたいして物は置いてないから、中の物をリビングに移動させれば一応使える」

「一応使えるって言っても、どうせ掃そう除じが必要ってオチなんでしょ？」

「任務続きで二カ月近く家を空けてたからな、どの部屋も掃除は必要だ」

「なら、必要な物を取りに帰るのは、そのあとでいっか」

「……本当に泊まる気かよ」

「自分で物置きも使えるとか言っといて、なに言ってんのさ。それに十影も、ペスティと二人っきりにされるのはさすがに困るでしょ？」

　押し黙だまる、十影。否定も肯こう定ていもしづらい。

「ふむ……こちらでは〝暁の英雄〟と呼ばれている十影の家に、素性の知れぬ女が転がり込んできたとなると、周囲にいらぬ誤解を招くのは必定。そうなってしまうと、たしかに十影にとって困った事態になってしまうやもしれぬな。それに……」

　やはり十影と二人きりにされるのは、わたしも困る──もじもじと付け加えられたペスティの言葉は蚊かの鳴き声よりも小さく、

「あたしだったら誤解じゃなくて事実にしちゃうけどね～」

　クインの声にかき消されたため、誰の耳にも届くことはなかった。

　なんだかもう色々と面めん倒どうになってきた十影は、どこか投げやりな口調で、

「未経験者がなに言ってんだか」

「な、なに言ってるのよ！　アレはペスティの舌が違いのわからないバカ舌なだけであって、わたしは──」

「おれはまだ、なにが未経験かまでは言げん及きゆうしてねえぞ」

　的確に急所を抉えぐられ、クインの顔が瞬しゆん時じに沸ふつ騰とうする。

「う、う、うるっさいなっ！　あんただってどうせヤるなら初物の方がいいでしょっ！」

「な、なんつうこと口走ってんだ！　頼たのむからもう少し恥はじらえ！」

　という十影の叫びが、ペスティの「やはり処女ではないか」という言葉をかき消した。

「イヤですよ～だ。女の子に恥はじかかせた十影が悪いんです～」

　拗すねた子供のように言われ、十影は口ごもる。面倒になってきたからといってクインに恥をかかせるようなことを口走ったのは、たしかに褒ほめられたものではなかった。

　反省した十影は、ボリボリと頭を搔かきながら、

「おれが悪かったよ」

　素直に謝る十影を見て、クインはニヒリと笑う。

「ねえ、十影。あたし、この家のお世話になってもいいよね？」

　絶妙なタイミングでおねだりする、クイン。この状況で「ＮＯ」と言えるほど十影の心はふてぶてしくできておらず、了りよう承しようする以外に選せん択たく肢しは残されていなかった。







「め……目が……目がぁ……」

　髪かみを洗っていたペスティの目に泡あわが入り、あわあわと両手が宙を彷徨さまよう。

　隣となりで体を洗っていたクインが「もう、なにやってるの」と呆あきれながら、壁にかかっていたシャワーヘッドをペスティに渡した。

　二人は今、浴室で汗あせと埃ほこりを流していた。

　あれからすぐに掃除に取りかかったわけだが、物置きと空き部屋の埃は想像を絶するほど降り積もっていたため、掃除をしていくうちに二人は埃ほこり塗まみれになってしまったのだ。

　そうなることを予見していた十影は先に浴室の掃除を済ませ、湯船にお湯まで張っていたものだから女性陣じんは大喜び。掃除が終わり次第、二人揃そろって浴室に直行したのであった。

　着き替がえに関しては、家に取りに帰るまでもなく荷物の中にあるクインとは違い、ペスティはそもそも荷物自体を持っておらず、当然着替えもなかったため、以前十影が買うだけ買って一度も着ることがなかったルームウェアを借りることにした。

　その際、クインが自分も着たいと言い出すも、同性と比べても小しよう軀くのクインと十影とではサイズが違いすぎるため、なにより着替えを貸す理由がなかったため、容よう赦しやなく却きやつ下かされる結果に終わってしまった。

　髪を洗い終えたペスティは、バスタオルを頭に巻いて髪をまとめ、体を洗いにかかる。

「あ、背中洗ってあげよっか？」

「うむ、お言葉に甘えさせてもらおう」

　クインは石せつ鹼けんでボディタオルを泡立たせ、ペスティの背中を優しく擦こする。

「それにしても、おっきいお風ふ呂ろよね」

「掃除もさぞ大変であったろうな」

　泳げるほどではないが、木製の浴よく槽そうはクインとペスティの二人だけで使うのはもったいないと思えるほどに大きく、浴室も相応の広さを有していた。ペスティの言うとおり、これを一人で掃除するのはさぞかし骨が折れたことだろう。

「ところでさ、さっきペスティ、目に泡が入って痛がってたけどそういうのにはその……バリアって言うべきかな？　とにかく、至高の血族スプリームブラツドって銀と日の光以外は全然傷つかないじゃん？　そういう力って、シャンプーの泡とかには働かないものなの？」

「〝貴血の加護ブレス〟のことか？　そうだな……言い伝えでは災さい厄やくから身を守ってくれるという話だから、災厄でなければ働かぬのやもしれんな。至高の血族同士で戦っても働かぬのも、それゆえだろう。銀に対して働かぬのは、至高の血族にとって銀が神聖な物だからだという話をどこかで聞いた記き憶おくがある。太陽に関しては言わずもがな。至高の血族との相性が悪いのはもちろんのこと、単純に力の差がありすぎて〝貴血の加護〟もなにもあったものではない」

「……なんか今、物もの凄すごく重要な情報を聞いちゃった気がするんですけど」

　ペスティはドヤ顔で「ふふん」と鼻を鳴らし、

「わたしの知識は、この世に存在するありとあらゆる財宝よりも価値のあるものだからな。物凄く重要な情報は、まだまだてんこ盛りだぞ」

　盛りに盛った表現に、クインは思わず苦笑してしまう。それからしばらくして、

「今度はわたしが背中を洗ってやろう」

　クインからボディタオルを受け取り、今度はペスティがクインの背中を洗いにかかる。

　バスタオルを頭に巻いていないクインは両手の泡をシャワーで洗い流すと、ペスティが背中を洗いやすいようにうなじにかかる髪を上げ、そのまま両手で押さえつけた。

　ペスティはクインの背中を擦りながら、ひどく真ま面じ目めな声音で呟つぶやく。

「う～む～……やはり、どうにも納得できんな」

「納得できないって、なにが？」

「小さいのに大きい……このような矛む盾じゆんが、理り不ふ尽じんが、まかり通るものなのか？　しかも背中からはみ出て見えるなど……わたしは……わたしは納得できんぞっ!!」

「ひゃあっ!?」

　浴室に響ひびく悲鳴。ペスティが突とつ然ぜん、後ろから、両手で、クインの胸を鷲わし摑づかみにしたのだ。

「ちょ……ペス……ティィ……んん……！」

　悶もだえるクインにかまわず、ペスティは摑つかんだ胸を揉もみしだき、驚きよう愕がくの声をあげる。

「ゆ、指が沈しずむだとぉ!?　なんだこの柔やわらかさは!?」

「いい加減に……し……ひぅっ!?」

　甘い悲鳴が喉のどを裂さいた直後、耐たえかねたクインは転がるようにペスティから離はなれた。顔はおろか、全身を熟れたリンゴのように真っ赤にさせながら。

「なななななにするのよっ!!」

　声を張り上げ、胸を隠かくして抗こう議ぎするクインを無視して、ペスティはわなわな震ふるえながら自身の両手のひらに視線を落とす。

「なんということだ……大きさ、柔らかさともに圧あつ倒とう的てきではないか……」

　それから自身の胸に視線を落とし、項うな垂だれた。クインの胸が山だとすれば、ペスティの胸は丘おか程度。その差はまさに、圧倒的の一語に尽つきるものだった。

「……ペスティってさ、おっぱいおっきくなりたいの？」

「べ、別に羨うらやましいとか思ってはおら──って、なんだその手は!?」

　口の端はしを吊つり上げ、両手をワキワキさせながら迫せまってくるクインの不気味さに圧され、ペスティは思わず後ずさる。

「知ってる？　おっぱいって人に揉んでもらうとおっきくなるらしいよ？」

「ま、待て！　それは迷信にすぎ──」

「問答無用っ！」

　今度は、ペスティの悲鳴が浴室に響き渡わたった。







「ったく、なにやってんだよ」

　屋外で日課の鍛たん錬れんをしていた十影は、疲つかれたようなため息を吐はき出した。

　十影の家は、建物はもちろんのこと、それを囲う庭も相応に広いので、覗のぞきの嫌けん疑ぎをかけられぬよう浴室から離れた位置で鍛錬をしていたわけだが……クインの悲鳴を聞きつけ、慌あわてて浴室の窓の近くまで駆かけつけた結果が、この有り様である。

　また悲鳴だか嬌きよう声せいだかわからない叫さけび声で鍛錬を中断されるのも面倒だったので、浴室から離れていて、なおかつ、二人の声が聞こえる程度の位置に移動し、鍛錬を再開する。状じよう況きようさえ把は握あくしていれば、二人に振ふり回されることはないと判断しての行動だった。

　刀を抜ぬき、正眼に構えた十影は、縦一文字に虚こ空くうを斬きりつける。そして、再び正眼に構え、再び縦一文字に虚空を斬りつけ……ただそれだけのことを、ただひたすらに反復する。構え、斬ざん撃げきともに〇・一ミリの誤差もない正確さで、ただひたすらに反復する。思い描えがく最高の斬撃を、いついかなる時でも完かん璧ぺきに振るえるよう、ただひたす──

「ひみゅっ!?」

　浴室の窓からペスティの珍ちん妙みような悲鳴が聞こえ、完璧だった斬撃が一ミリずれる。気を取り直してもう一度刀を振るうも、

「さ、先……先っぽばか……りぃっ!?」

　ズレはさらに大きくなり、

「責め……責める……にゃ!?」

　ついにはセンチ単位のズレが生じてしまう。

（これは心の修行……心の修行だ……！）

　心しんの奥おく伝でん〝無む寂じやく〟をもって、十影は脳内に渦うず巻まく雑念と煩ぼん悩のうを消し去るも、絶えることなく聞こえてくるペスティの嬌声が、さらなる雑念と煩悩を呼び込んでくる。

　このままではまずい──そう直感した瞬しゆん間かん、

「やめ……やめ……やめぬかぁ──────────っ!!」

「わわっ、待って待って！　〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟はずるいって！」

　ペスティがクインを退ける声が聞こえ、十影は心の底から安あん堵どした。のも束の間、

「ど、どこ縛しばってるのよ!?　食い込んでるっ！　食い込んでるからぁっ！」

「知らぬっ！　聞こえぬっ！　こうしてくれるっ！」

「え？　あ……ダメダメダメダメっ!!　そこはダ──ひぅん!?」

　十影は諦あきらめたようにため息をついて刀を鞘さやに収めると、やけに火ほ照てっている顔を片手のひらで覆おおい、項垂れた。窓から聞こえてくる嬌声になんだかんだで耳を傾かたむけてしまっている、己おのが未熟さに打ちのめされながら。






















　クインとペスティの長い長い入浴が終わったあと、十影は「晩飯の食材買ってくる」と言って二人に留守を任せ、家を出た。二人を待っている間に外はもうすっかり暗くなってしまい、すれ違ちがう人の数も疎まばらだった。

　しばらく歩くと、円えん筒とう型の建物の代わりに常緑樹を植え込んだ、緑生おい茂しげる通りに辿たどりつく。ご多た分ぶんに漏もれず常緑樹の背も低く、高いものでも二メートルを少し超こえた程度しかなかった。緑を観賞するために設けられたのか、通りの隅すみには木製のベンチが設置されていた。十影はそこに腰こしを下ろし、ぼんやりと常緑樹を眺ながめ始める。本当に緑を観賞しているわけではない。人が来るのを待っているのだ。

　ベンチに座ってから五分が過ぎたころ、クストスの兵士がこちらに歩み寄ってくる。

　金色の髪を逆立てた、隻せき腕わんの青年だった。歩くたびに、右みぎ腕うで側の袖そでが腕あるじを求めてユラユラと揺らめいた。

　深緑の瞳ひとみが十影を認め、青年は軽けい薄はくそうな笑みを浮うかべて左手をあげた。

「よっ。出張御ご苦く労ろうさん」

　表情以上に軽い調子で言うと、青年は十影の隣に腰を下ろす。

「わりぃな、コートス。こんな時間に呼び出しちまって」

「まったくだ。本当なら女の子ひっかけて遊んでるところだってのによ」

「お前な、そんなこと言ってるとまた妹さんにドヤされるぞ」

「うるせー。美少女二人も囲い込んでる奴やつにとやかく言われたくねー」

　露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする、十影。

「相変わらず異常なまでに耳が早いな」

「だから、帰ってくるなり俺を呼んだんだろ？」

「察しの良さも相変わらずだな」

「察しが悪いと女の子にモテねーからな。そういうわけだからお前の話ってのが、超ちよう美人と評判のペスティちゃんに関わることだってことも察しがついてるってわけよ。ついでに言うと、お前が囲い込んでるもう一人の美少女がクインちゃんだってことも知ってるってわけよ」

「……本当に相変わらずだな」

「それで、ペスティちゃんって何者よ？　俺の摑んだ情報だと、至高の血族に飼われていたところを逃にげ出してきたって話だけど、どうせそれは噓うそなんだろ？」

「まあな」

　周囲に人の気配がないことを確認したあと、声をひそめてコートスに告げる。

「ペスティは、人間と至高の血族のクォーターだ」

　コートスは目を見開く。そして、都市の明かりで星の見えない夜空を見上げながら、

「またとんでもない爆ばく弾だんを抱かかえたもんだな」

「爆弾なんかじゃねえよ、あいつは」

　コートスは「んんー？」と、唸うなりながら眉まゆをひそめる。

「なんか、らしくない発言だな？」

「そうか？」

「お前……もしかして、その子に惚ほれてるな？」

「……冗じよう談だんは休み休み言え」

「いやいや、今の返事いつもより０・６秒ほど遅おそかったぞ」

「適当言うな」

「バレたか。けど、ちょっと返事が遅おくれたのは事実だぜ？」

　口ごもる十影を見て、コートスはニヤニヤと笑う。

「とりあえず突つっついてみただけだってのに面白い反応しやがってよ～。少なくとも好意は抱いだいてると見て間違いないですかな？」

「好意とか、そんなんじゃねえよ。ただ……少しおれと似てると思っただけだ」

　似てる？──と、首を傾かしげるコートスには構わず、懐ふところからＰＤを取り出し、操作して、画面に一枚の写真を映し出した。

「ペスティの母親、クララ・アーヴィングだ」

「おいおい、先にお前とペスティちゃんのなにが似てるのか答えてくれよ」

「彼女は今クリアナにいる。捜さがし出してほしい」

　表情一つ変えずに圧力をかけられ、コートスは気持ち後ずさる。

「答える気はないってか？　へいへい、わかりやしたよ。それで、画面の御ご婦人は人間なのか？」

「ペスティはそう言ってる」

「となると、父親がハーフってわけか……健在なのか？」

「いや、もう亡くなってる」

「だから母を訪ねてなんとやら──ってわけか。わかった、捜してみるよ」

「できれば、次の任務が決まるまでに見つけてくれると助かる」

「やれやれ、注文が多いこって。今度クインちゃんとペスティちゃんに、俺のことを紹しよう介かいしつつ飯奢おごれよ。旨うまくて高いとこ限定でな」

「同時にやれと？」

「それでも構わないぜ」

　そう言って立ち上がるコートスの、風にたなびく軍服の袖を見つめながら十影は言う。

「お前にその気があるなら……義手代、奢ってやってもいいぞ」

「機械仕じ掛かけの義手なんぞで、俺が満足できると思うか？　どうせやるなら復元治ち療りようにするね」

　復元治療とは、身体からだの一部を欠損した人間の、欠損部分を文字どおり復元する治療方法だった。患かん者じやの体たい細さい胞ぼうを採取、培ばい養ようして欠損した部位と全く同じものを造り出し、繫つなぎ合わせる最新最さい先せん端たん医い療りよう……ゆえに、治療には法外な金がかかるのが現状だった。

「そっちは……さすがに手が届かねえな」

「真に受けんなよ、バ～カ。腕を失ったおかげで前線エクイテスから後方クストスに異動できたから、こうしてのんびりした日々を過ごせてんだ。あんな化物ども相手に命のやりとりをするのは、俺はもうこりごりなんだよ。腕治っちまったら、また前線に戻もどされかねないしな。ほら、俺ってすげえ有能だから」

「自分で言うか」

「自分で言うね。ま、そういうことだから右腕のことは気にすんな。豊かな人生に必要なのは金と女と平へい穏おん……それ以外はノーサンキューってことでよろしく頼たのむわ」

　そう言って、コートスは十影の前から去っていった。直後、ＰＤが振しん動どうする。画面にはクインの名前が表示されていた。第だい六ろく太陽塔ツリーの拠きよ点てんにいた時に、互たがいのＰＤナンバーを交こう換かんしておいたのだ。十影はＰＤを耳に当て、

「なにかあったのか？」

『驚おどろくほどなにもなかったよ。エロ本の一つも置いてないなんて、ある意味不健全じゃない？』

　しれっと十影の部屋に不法侵しん入にゆうしたことを明言する、クイン。もはや、ため息をつくのも馬ば鹿からしくなってくる。

「やはり勝手に家捜ししやがったか」

『もしかして、予想どおりだった？』

「ああ」

『あたしが言うのもなんだけど、そこまでわかってて、よくあたしとペスティに留守番させる気になったね』

「金銭のやり取りは全てＰＤで済ませてるからな。盗とられて困る物もなければ、見られて困る物もない」

　個人用携けい帯たい情報端末ことＰＤには、相そう互ご通信や救きゆう援えん、救難信号の送受信以外にも、身分証明、金銭の管理、レーダー機能、集音機能、超指向性マイク機能などなど、多種多様の機能が備わっているため、クリアナでは生活必ひつ需じゆ品ひんの一つとなっている。

　おまけに生体認証機能も付いているため生体データを登録した人間以外は使用できず、ＰＤの発行及および各種データ管理は、クリアナを統治する中央議局が執とり行っているため、紛ふん失しつ、故障に対する補ほ償しようも万全だった。

　任務で家を空けることが多い十影にとって、ＰＤは唯ゆい一いつに等しい財産であり、それ以外の財産は必要としないため、家捜しされて困る物は持ち合わせていなかった。

「で、用件は？」

『それなんだけどさ十影、買い物はもう終わったの？』

「これからだが」

『やった！　じゃあ、プリン買ってきてよ』

「慎つつましい晩ばん餐さんだな」

『食後のデザートに決まってるでしょ。とにかくプリン二つ！　お願いね！』

「……二つ？」

『ペスティの分もよ。あっちじゃプリンなんて気の利いたものはなかったみたいだからね。奢ってあげようと思って』

「金を払はらうのは、おれなんだが」

『いいじゃん、プリンの二つくらい奢ってくれても』

「わかったわかった。買ってきてやるよ」

『やった！　やっぱり英えい雄ゆう殿どのは良い男ですな～』

「ケチくさい言い争いをしたくなかっただけだ。用件が済んだのならもう切るぞ」

『うん、プリンよろしくね～』

　通信が切れ、ＰＤを懐に仕し舞まうと、十影は疲つかれたようなため息をつき、足早に最寄りの市場を目指して歩き出した。







　買い物を済ませ、リビングに入った十影は、

「ふむ、帰ってきたか」「あ、十影おかえり」

　ペスティとクインに出で迎むかえられ、思わず目を丸くする。かろうじて返した「ただいま」も、どこか呆ほうけた響ひびきが混じっていた。

「どうした？　間の抜ぬけた顔になっておるぞ」

「いや、なんつうか……考えてみりゃ、この家で誰だれかに帰りを待っててもらったのは初めてだと思ってな」

「おまけに待っててくれてるのが美少女二人なんだから、気分はもうサイコーよね～」

「自分で言うなっての。まあ、悪くない気分なのは認めるが」

「ぶ～ぶ～、そこはサイコーだって同意しなさいよね」

　とは言いながらも、クインの表情はどこか嬉うれしげだった。

「そういやペスティ、服のサイズはどうだった？」

「少々大きいが、特に問題はないぞ」

　フリースのルームウェアに身を包んだペスティは、折って短くした袖そでと裾すそを十影に見せつける。

「あたしはさすがにおっきすぎたかな」

　どう見ても十影の持ち物ではない、マキシ丈たけのワンピースに身を包んだクインが、わざとらしく肩かたをすくめる。

「お前には訊きいてねえ。つうか着たのかよ」

「着たのだよ。しかも、ペスティとは違ちがって、ちゃんと十影が使い古したやつを選んで着てあげたのだよ」

「言うに事欠いて『着てあげた』ときたか」

「お風ふ呂ろ上がりたてホヤホヤの美少女の香かおりをお届けしてあげたんだから、言うに事は欠いてないよ。あ、脱ぬいだ服は十影の部屋に置いてきてあげたから好きに使っていいよ」

「……ペスティ、料理はできるか？」

　あまりにも唐とう突とつすぎる質問に、ペスティは小首を傾げる。

「ふむ？　できるどころか得意なくらいだぞ」

「そうか……わりぃけど先に一人で飯作っててくれねえか。洗せん濯たくを済ませたら、おれもすぐに手伝う」

　食材の入った買い物袋ぶくろをペスティに渡わたすと、十影はスタスタと自室に向かった。

「その対応はちょっとひどくない!?」

　慌あわてて十影のあとを追うクインをきょとんとした顔で見送ったあと、ペスティは気を引き締しめ直すように「ふん」と鼻を鳴らし、買い物袋を持ってキッチンに向かった。が、

「……なんだあれは？」

　浴室同様むやみやたらに広いキッチンの、シンクの隣となりに鎮ちん座ざする、箱型の巨きよ大だいな物体を見て眉をひそめる。調理台に買い物袋を置き、恐おそる恐る謎なぞの物体に触ふれてみると、

『未登録ノ生体でーたヲ確認』

「しゃしゃしゃしゃべったっ!?」

　情けない悲鳴を上げながら後ずさり、勢い余って尻しり餅もちをついてしまう。至高の血族スプリームブラツドにあるまじき醜しゆう態たいを晒さらすペスティに追い打ちをかけるように『脳波ノ測定ヲ開始シマスカ？』と、謎の物体は謎の要よう請せいをペスティに投げかけた。遅れて、悲鳴を聞きつけた十影とクインがキッチンに駆かけつけるも、一目で状じよう況きようを理解した二人は全く同時に噴ふき出してしまう。

「わ、笑うなっ。無礼だぞっ」

「わりぃわりぃ、調理機器相手に腰こしを抜かす至高の血族なんざ初めて見たもんでな」

「ほんとに無礼だぞっ！」

「ご、ごめんねペスティ。よくよく考えたら、使い方のわからないキッチンで一人で料理しろってのが無茶な話だったよね。ところで……」

　ペスティを驚かせた箱型の物体を一いち瞥べつし、十影に訊たずねる。

「あれってもしかして、オールマイキッチン？」

「ああ。けっこうな値段だったが、脳波操作一つでこちらが望む調理モードに変化してくれるのは便利だからな」

「ふむふむ、『のうはそうさ』で『ちょうりもーど』を変化させることができるのか……たしかに便利そうだな」

「もちろん、なにがどう便利なのかわかってて言ってるよな？」

　調理機器相手に尻餅をつかされたことをなかったことにしたいのか、会話に割って入ってまで堂々と知ったかぶるペスティに、十影は情け容よう赦しやない質問をぶつける。

　憐あわれなほどに狼ろう狽ばいしたペスティの口から出てきたのは、

「も、もちろんわかっておるぞ！　の、『のうはそうさ』で『ちょうりもーど』を変化させることができるから便利なのだ！」

　思わず、十影は脱だつ力りよくしてしまう。この調子では夕食が夜食になりかねないので、十影はオールマイキッチンの操作モードを脳波操作から、登録不要の音声操作に変へん更こうするよう思考する。オールマイキッチンは思考によって変化した十影の脳波パターンを感知し、

『音声操作もーどニ移行シマシタ』

　突とつ然ぜんしゃべりだしたオールマイキッチンに驚いたペスティが、ビクリと震ふるえる。臆おく病びような子こ猫ねこを思わせるほどの過か敏びんさに笑いそうになるのを堪こらえつつ、十影はペスティに、

「脳波操作は登録が面めん倒どうなうえ、使うにしてもコツが必要だから音声で操作できるように切り替かえた。使い方はだな……」

　十影はオールマイキッチンに向かって「コンロモードに変われ」と、短く命令する。その三秒後、まるでシャッターが開くように、オールマイキッチンの前面が下から上に向かって消失していく。コンロモードになったオールマイキッチンの中は空くう洞どうになっており、底面には円形の加熱部とトッププレートが備えつけられていた。

　恐る恐るオールマイキッチンを覗のぞき込んだペスティの口から、感かん嘆たんの吐と息いきが漏もれる。

「おぉ、これは知っておるぞ。火が出ない代わりに、丸い部分が発熱する焜こん炉ろだな。スイッチらしきものがどこにも見当たらぬが……発熱させる時も口で言えばいいのか？」

「ああ。熱の強さを変えたい時も口頭でいい。モードを変える時は、オールマイキッチンの中を空にしてから使用用よう途とを伝えると、モード名を言わなくても変化してくれるようになっている」

　未知なる物体に対する恐きよう怖ふ心しんはどこへやら、いまやオールマイキッチンに興きよう味み津しん々しんのペスティが、無む邪じや気きな子供のように目を輝かがやかせながら「点火」と命令する。ほどなく、円形の加熱部に赤く淡あわい光が点り、ペスティの顔にも笑みが点る。

「ふむ、なるほどなるほど」

　そう満足げに呟つぶやきながらとったペスティの行動は、クインはおろか十影の度ど肝ぎもすらも抜き取るものだった。

　ペスティは当たり前のように、無造作に、ヒーターの加熱部を素手で撫なで回し、

「おぉ、しっかり熱くなっ──ってどうした!?」

　凄すさまじい勢いで十影に腕うでを摑つかみ上げられ、困こん惑わくの声をあげる。遅おくれて駆け寄ってきたクインがペスティの手のひらを覗き込むも、

「あ、そっか。〝貴血の加護ブレス〟があるからなんともないんだ」

〝貴血の加護〟に護まもられ、火傷やけど一つ負っていない真白い繊せん手しゆを見て脱力する。

　十影もまた気が抜けたようにため息を吐はき出してから、ペスティの腕を離はなした。

「もしかして、火を使う時はいつもああしてるのか？」

「うむ。直接触さわった方が、火加減をより正確に把は握あくできるからな。ちなみにだが、このやり方は至高の血族の間では慣れ親しまれたものなのだぞ」

　今まで文明の利器に散々驚おどろかされたせいもあってか、至高の血族ならではのやり方に驚く二人を見て、ペスティは小気味良さそうに笑った。

　それから、気を取り直した十影はキッチン回りについて一通りペスティに説明をしたあと、クインが着た服を洗濯すべく自室に戻もどろうとする。が、クインがそれを黙だまって見過ごすはずもなく、二人のくだらない言い争いは長期戦に突とつ入にゆう。その結果、

「うむ、できたぞ」

　一人で夕飯を作りきったペスティが、満足げに頰ほおを綻ほころばせる。調理台には、オムライスが三つ並べられていた。

「こっちも終わったよ～」

　というクインの声を聞き、ペスティは三つのオムライスをトレイに移して、名目上リビングと呼ばれている部屋に移動する。リビングの中央には、十影とクインが物置き部屋から引っ張り出したテーブルと椅い子すが設置されていた。

「これでちょっとはマシになったろ」

　そう言って十影は、リビングダイニングと化した、課せられた役割以上の機能を手にした部屋を満足げに見み渡わたした。

「ボサッとしてないで早くごはんにしようよ。いい加減お腹ペコペコだし」

　二人に比べてたいした満足感を得ていないクインは、さっさと台だい布ぶ巾きんでテーブルを拭ふいて、オムライスを並べるようペスティに催さい促そくする。それからほどなく、オムライスを並べ終えると、三人は揃そろってテーブルについた。

　十影はケチャップで猫ねこの絵が描えがかれたオムライスをマジマジと見つめながら、

「それにしてもオムライスか」

「うむ。最初だから、わたしの最も好……得意な料理を振ふる舞まってやろうと思ってな」

「今、好きなって言おうとしなかったか？」

「そ、そんなことはないぞ！　自分が食べたかったからオムライスを作ったわけでは断じてないぞ！」

　相も変わらずわかりやすすぎるペスティに、十影は意地の悪い笑みを浮うかべるも、

「そうかそうか、オムライスが好きなのか。意外と子──」

「まさかオムライス好きなのが子供っぽいとか、おっさんぽいこと言わないよね、十影」

　十影以上に意地の悪い笑みを浮かべながら、クイン。図星を突つかれた十影は「んぐッ」と言葉を詰つまらせる。

「い、言わねえよ。それよりお前の方こそ、おっさんに偏へん見けん持ってないか？」

「う～ん、どうだろ？　適当に言っただけだし」

「お前なあ……」

　と、呆あきれながらスプーンを手にしたその時、「こらっ！」と、ペスティに叱しかられ、オムライスを割ろうとしていた十影の手が止まる。

「食前の挨あい拶さつもなしに料理に手をつけるなど、無作法がすぎるぞ」

　子供のように叱られ、十影は素直に「はい」と答えながらスプーンを置く。家ではもちろんのこと、第だい六ろく太陽塔ツリーの拠きよ点てんにいた時も一人で食事を摂とることがほとんどだったので、つい忘れてしまったのだ。

「うむ、よろしい。それではいただきます」「いただきま～す」「いただきます」

　てんでバラバラの「いただきます」を済ませると、十影とクインはその手に持ったスプーンでオムライスを割り、口に運び、全く同時に目を見開いた。ふわふわとろとろの卵が、パラパラのケチャップライスが、コロコロの肉厚ベーコンが、渾こん然ぜん一体となって二人の舌に、旨うま味みという名の刺し激げきをこれでもかと送り届けてくる。これを旨いと言わずしてなにを旨いと言うのか……そう思わせられるほどに、ペスティのオムライスは絶品だった。

「なにこれ、すっごくおいしい！」「こいつは驚いたな……」

　二人の反応に、ペスティは渾身のドヤ顔を浮かべるも、

「だから料理は得意だと言ったであろう……が……」

　すっかりオムライスの虜とりこになったのか、十影とクインが自分の世界に閉じ籠こもるようにがっついていることに気づき、言こと葉ば尻じりを濁にごらせる。

「……もう少し褒ほめてもよいのだぞ？」

　と、小さな声で言ってみるも、二人の耳には届かない。

　ここまで夢中になって食べてくれるのは嬉うれしいが、反応があれだけなのは寂さびしい──などと思いながら、二人に遅れて、自分の作ったオムライスを口に運んだ。







　そこは人間の生活領域ではそうそうお目にかかれない、木々生おい茂しげる森に囲まれた、二階建ての瀟しよう洒しやな館だった。千年よりもさらに昔、中世と呼ばれていた時期によく見られた至高の血族スプリームブラツドが最も好む建築様式で建てられた館……ここまで言えばもはや言げん及きゆうするまでもない。館の主は至高の血族だった。人間がこの館を見た時、千年以上経っているにもかかわらず同じ建築様式に拘こだわっていることに呆れるか、至高の血族が情じよう緒ちよを解していることに驚くか、反応が分かれるところだろう。

　現在は夜のため、館のカーテンは開かれていた。ゆえに外からでもはっきりと見える。窓を塗ぬり潰つぶす、一つの生命が終しゆう焉えんを迎むかえたことを確信させる赤が。

　上階の角部屋──そこが惨さん劇げきの現場だった。

「やれやれ、これだからただの至高は困る」

　尊大かつ威い厳げんに満ち溢あふれた声が、部屋の隅すみで震える、三人の至高の血族に向けられる。この三人は、クラフトとともにペスティを追っていた至高の血族だった。

　三人は膝ひざを突き、頭こうべを垂れ、恐きよう怖ふに顔を歪ゆがませながら、比ひ喩ゆでもなんでもなく命がけで男の言葉に耳を傾かたむけていた。話の腰を折った──ただそれだけの理由で四人が三人になった。話の邪じや魔まをしただけでも、一言すら聞き逃のがしただけでも、今度は自分たちが窓の染みにされるかもしれない。文字どおり命がけだった。

「さて、話を戻すとしよう。右の者、頭を上げよ」

　男から見て右側にいる至高の血族の青年がおそるおそる頭を上げて、男の顔を拝見する。

　尊大かつ威厳に満ちた声の主は、身の丈たけの大きい老人だった。

　ややクセのある髪かみは、銀とも白ともつかない色をしていた。顔は皺しわだらけだが、だからといって弱々しい印象は全くなく、声音と同様に威厳に満ちた顔立ちをしていた。瞳ひとみの色は当然赤だが、心なしか黒ずんだ色をしており、射い竦すくめられた者の心しん胆たんを凍こおらせるほどの鋭するどさと凄すごみがあった。その身を包むは夜会服と、表地が黒く、裏地が赤いマント。人間が見れば「いかにも」と思う、老ろう齢れいの至高の血族だった。

「な、なんで……ございましょうか……ロドリオ様……」

　震えの止まらない体よりも震えた声音で、青年はロドリオに訊たずねる。

「クラフトの勝手を止められなかったことも、〝赤い剣鬼レツドオーガ〟に怖おじ気けづいて逃にげてきたことも、不純の血を取り逃がしたことも、この際不問にしてやろう」

「あ、ありがたきお言葉ッ!!」

「……今は我が話している。うぬも窓の染みになりたいか？」

「めめめ滅めつ相そうもございませんッ!!」

　歯をガチガチと打ち鳴らしながら、青年は床ゆかに頭を擦こすりつけて許しを乞こう。そんな青年を虫けらを見るような目で見下ろしながら、

「うぬでは話にならぬな。真ん中の者、頭を上げよ」

　今度は、真ん中にいる女の至高の血族が震えながら頭を上げる。

「報告にあった話、それは真まことであろうな？」

「は、はい……私も……たしかにこの目で見ました……。ふ、不純の血が……平然と日の光を浴びている姿を……」

　唇くちびるを真っ青にしながら、青年と同様に震ふるえた声で女は答える。

「ふむ……」

　ロドリオは三人に背を向け、血に染まった窓の外に映る月を見上げた。

「その話が事実ならば、我々はついに太陽に打ち勝つことができるやもしれぬな」

　囁ささやくような声で独りごちたあと、マントを翻ひるがえし、三人に訊ねる。

「たしか今、不純の血は人間どもの本ほん拠きよ地ちにいるという話だったな？」

「も、申し訳ございませんッ!!」

　全く同時に、三人は床に頭を擦りつける。

「不純の血を逃がしたことは不問にすると言った。頭を上げよ」

　おそるおそる頭を上げる三人に、ロドリオは下知をくだした。

「うぬらには人間どもの防衛線を抜ぬけ、奴やつらの本拠地を見張ってもらう。できぬとは言わせんぞ」

「な、なんのためにで……ございましょうか……？」

「忌いま々いましいが、不純の血といえど至高の血族であることに変わりはない。狭きよう量りようで傲ごう慢まんな人間どもが排はい斥せきせぬわけがなかろう。うぬらには、本拠地から逃げ出した不純の血を──」

「つ、捕つかまえればよろし──」

　瞬しゆん間かん、右側の、青年の上半身が闇に喰われた。

　隣となりの二人が悲鳴をあげるなか、ロドリオは煩わずらわしげに言葉をつぐ。

「うぬらはただ不純の血の動向を我に報しらせればよい。わかったら、さっさと発たったらどうかね」

「「はいぃッ!!」」

　悲鳴の延長のような返事をかえし、二人は脱だつ兎との如ごとくロドリオの前から姿を消した。

　ロドリオはもう一度血ち塗ぬられた窓に、夜空に視線を移す。

「太陽よ首を長くして待っておれ。必ず其その光を克こく服ふくし、この星の支配者が誰だれであるか、うぬに見せつけてしんぜよう」







　翌朝、朝食を済ませた十影たちは揃って家の外に出る。

「十影ってさ、私服持ってないの？」

　相も変わらず軍服姿の十影に、クインは呆れたような声で訊ねた。

「あるにはあるが、おれの場合急に呼び出されることがほとんどだからな。この恰かつ好こうでいた方がなにかと都合がいいんだよ。それより……」

　クインの姿を見て、今度は十影の口から呆れたような声が漏もれる。

「結局お前、あれから一度も自分の家には戻もどってねえよな？　なのに、どうしてそうホイホイ私服が出てくるんだ？」

「そりゃもちろん女の子だからに決まってんじゃん」

　私服姿を十影に見せつけるように、クインはその場でクルリと回る。

　トップスにはタンクトップと襟えり口ぐちが大きく開いたボートネックのトレーナーを、ボトムスにはショートパンツを穿はいた、やや肌はだの露ろ出しゆつの多い服装だった。しかし、だからといって性的ないやらしさはなく、むしろ健全で活発な印象を受けるのはクイン自身の魅み力りよくによるところが大きいだろう。

　その人が着ているからこそ引き立つ魅力。そういった点では、ペスティもクインと同じだと言えた。第六太陽塔の拠点で支給された、どこにでもあるブラウスとジーンズのはずなのに、まるでペスティのためにあつらえた特注品のように、彼女にピタリとハマっていた。弘こう法ぼうが筆を選ばないように、ペスティが着ればどんな服装でも様になる──そう思わせるほどの魅力がペスティにはあった。

　無言で感想を求めてくるクインに、十影は棒読み気味かつ投げやり気味に答える。

「あー、似合ってる似合ってる」

「気持ちが籠ってないように聞こえるんですけど」

　クインは唇を尖とがらせると、物もの珍めずらしそうに町並みを眺ながめていたペスティの手を引き、

「美少女二人はべらかせて町を練り歩けるんだから、もうちょっとテンション上げなさいよ。両手に花だよ？　男の子の夢だよ？」

「あのなクイン……今から遊びに行くわけじゃないってこと、わかってるよな？」

「もっちろんわかってるよ」

　十影の口から呆れとともにため息が吐はき出される。

　三人が揃そろって家を出たのは他でもない。ペスティの母親──クララ・アーヴィングの行方ゆくえ、あるいは手て掛がかりを捜さがすためだった。

　いつまでも家の前でダラダラしゃべっているわけにはいかないので、土と地ち勘かんのないペスティはクインとともに、十影は単独で聞き込みを開始する。だが、
















「わかってたことだけど、そんな簡単に見つかるわけないよね……」

　テーブルに突つっ伏ぷして項うな垂だれる、クイン。太陽がクリアナの直上まで昇のぼったころ、三人は休きゆう憩けいがてら、オープンテラスのカフェで軽い昼食を摂ることにした。クインの言葉ではないが〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟が美少女二人をはべらかせているせいか、あちらこちらから妙みように視線を感じるが、十影はあえて気にしないことにした。

「あ～でも、手掛かりの『手』の字も見つからないのはちょっとヘコむな～」

　午前中散々聞き込みをしたのに全く収しゆう穫かくがなかったことを、クインはテーブルに額をグリグリ押しつけながら愚ぐ痴ちった。

「クリアナは狭せまくないからな。ほんの数時間捜した程度で見つけられたら苦労はしねえよ。だからってわけじゃねえが、ペスティもそこまで落ち込む必要はねえからな」

　そう言って、十影はペスティに視線を向ける。

「うむ……心配ない……わたしは落ち込んでなどおらぬぞ……ちょっと捜せば手掛かりの一つや二つすぐに見つかるなんて……そんな都合の良い期待などこれっぽっちもしてなかったぞ……」

　周囲の空気すらどんよりと曇くもらせる、おそろしく暗い顔をしながら答える、ペスティ。その暗さたるや、葬そう儀ぎの参列者でももう少し景気のいい顔をしているのではないかと思えるほどのものだった。

（母親に縋すがりつく以外に居場所がないとは言ってたが……）

　どうやら自分は、その言葉を軽く受け止めていたのかもしれないと、十影は反省する。

　ペスティの落ち込みっぷりが気になったのか、クインは顔を上げると、カフェのメニュー表片手に、椅い子すごと移動してペスティに耳打ちする。

「ペスティペスティ。この店にはね、パフェが置いてあるんだよ」

　ペスティの目が見開かれ、周囲を曇らせていた暗く、重苦しい空気が霧む散さんする。

「パフェだと!?　昨日クインが教えてくれた、あのパフェか!?」

「うん。あのパフェ」

　そう言って、クインはメニュー表の写真に写っているパフェを指でさし、ペスティの口から「おぉっ」と感かん嘆たんの声があがる。面白いほど簡単に元気を取り戻したペスティに、安あん堵どすればいいのか呆あきれればいいのかわからなくなる十影だった。

　それから店員をつかまえて注文を済ませ、昼食と食後のデザートを平らげた三人は午後からどう動くかを話し合う。

「思ったんだけどさ、一度中央議局に行って、ペスティのお母さんがちゃんと住民登録してるか確認した方がいいんじゃない？」

　クインの提案に、十影はゆっくりとかぶりを振ふった。

「そっちはもう確認済みだ。偽ぎ名めいで登録しているのかどうかはわからねえが、住民名めい簿ぼ上はクララ・アーヴィングという名前の女性は、クリアナに存在しないことになってる」

「確認済みって、いつ調べたのさ」

「おれは調べてねえよ。知り合いに情報に敏さとい奴がいるからそいつに調べてもらったんだ」

「あー、そういえばお昼ごはん食べてる時に誰かと通信してたよね」

「ここに来てからずっと気になっていたのだが……クリアナの外に、人が住んでいる場所はないのか？」

　会話が途と切ぎれるタイミングを見計らって、ペスティは訊ねる。十影は首しゆ肯こうを返し、

「もちろんある。至高の血族が攻せめてくる第だい六ろく太陽塔ツリー方面だとさっぱりだが、その逆の方角には農業を営む人や、地下鉱脈で鉱物を採さい掘くつしている人たちが住むコロニーがいくつかある。だけど、クストスが常じよう駐ちゆうしているとはいえクリアナに比べて防備が薄うすいから、人工太陽帯サンベルトを抜けてきた至高の血族に襲おそわれる危険がないとは言い切れねえ。一応そっち方面も知り合いに調べてもらっちゃいるが、ペスティのおふくろさんがクリアナの外にいる可能性は低いとおれは思うぜ。クリアナの中が安全である以上、わざわざ外に居場所を作ろうとは思わねえだろうしな」

　そこまで言ったあと、十影は深々とため息をつき、

「そういえばいたな、コートス以外にも情報に敏い奴が」

　三人のテーブルに歩み寄ってくる、一人の男を睨にらみつけた。十影にしては珍めずらしい、嫌けん悪お感かんを隠かくそうともしない視線で。

　クストスの軍服に身を包んだその男は、ペスティと同じ銀色の髪かみをした、眉び目もく秀しゆう麗れいな容よう貌ぼうの持ち主だった。男は手近にあった椅子を十影の隣につけて腰こしを下ろすと、青空のような瞳ひとみに負けず劣おとらず爽さわやかな笑みを浮うかべ、親しげに十影に話しかけてくる。

「やあ、十影。帰って来てたのなら報せてくれればよかったのに。おかげで探しまわるハメになってしまったよ」

「笑える冗じよう談だんだな、ユラギ。まるで、おれとお前が友人であるかのように聞こえるぞ」

「なにを言ってるんだい。僕たちは訓練兵時代からの友達じゃないか」

「その訓練兵時代に、おれとの模も擬ぎ戦で二度も実じつ弾だんを持ち出した奴がどの口で言いやがる」

「あれは僕の才能を妬ねたんだ人間が、僕をハメようとしたせいで起きた事件だって何度も説明したじゃないか」

「実弾だと発覚した後に、容よう赦しやなく引き金をひいた理由は説明されなかったけどな」

「そのことは本当にすまなかったと思っている。あの時は、僕の銃じゆうに実弾が込められているだなんて思ってもいなかったからね。頭が真っ白になってしまったよ」

「二度ともか」

「二度ともだよ」

　片や剣けん吞のんに片や穏おだやかに繰くり広げられる舌戦を前に、クインはただただ呆あつ気けにとられ、雰ふん囲い気きに気圧されたペスティは、十影とユラギを交こう互ごに何度も見比べながら、ひたすらおろおろしていた。そんな彼女の存在が今さらながら目についたのか、ユラギは「おや？」と片かた眉まゆを上げ、

「これは驚おどろいたね。これほど美しい女性を見たのは生まれて初めてだ。その銀ぎん髪ぱつも、僕と同じ色しき彩さいとは思えないほどに美しい……ただ──」

　褒ほめそやされて「ふふん」と鼻を鳴らすペスティをよそに、ユラギの双そう眸ぼうが鋭するどさを増す。

「その瞳の浮き……どうしてカラーコンタクトなんかつけてるんだい？　君の本当の瞳が見られないことが残念で仕方がないよ」

　不意に、場の空気が凍こおりつく。言葉の意味を理解していないペスティ一人を除いて。

「カラーコンタクトじゃねえよ。ペスティは目が悪いんだ」

「んむ？　わたしは別に目は悪──」

　ガシャン──と、なにかが地面に落ちる音が、ペスティの言葉を遮さえぎる。

「あ～やっちゃった～。すみませ～ん！　紅茶こぼしちゃいました～！」

　クインは心底申し訳なさそうな声を上げながら、近くにいた店員を呼び止めた。地面がリクオリのパネルでできているためティーカップが割れることはなかったが、中にはまだ少し紅茶が残っていたため、テーブルの下には香かおりの良い水たまりができていた。

「なるほど、近視用のコンタクトレンズか。今のご時世、少し金を積めば視力なんて簡単に回復できるから頭になかったよ」

　クスリと笑いながらユラギは立ち上がり、十影たちに背を向ける。

「これ以上ここにいると心腹の友に斬きられかねないから、そろそろお暇いとまさせてもらうよ」

「そうか。妄もう想そうの中の心腹の友によろしく伝えといてくれ」

　十影の辛しん辣らつな言葉に肩かたをすくめて返すと、

「わかったよ。これから面白いことになりそうだと伝えておくよ」

　そう言い残し、十影たちの前から去っていった。

　店員がクインの落とした紅茶の後始末を終えたあと、十影はクインに礼を言う。

「サンキュな、クイン。正直助かった」

「どういたしまして」

　失態を演じかけたことに気づいていないペスティは、二人のやり取りを不思議そうに眺めたあと、思い出したように十影に訊たずねる。

「十影、あの男はいったい何者なのだ？」

「遺い憾かんながら、訓練兵時代の同期ということになっている」

「ふむ？　所属が違ちがうのに同期なのか？」

「エクイテスかクストス……そのどちらに入隊するかを確定させる年ねん齢れいを迎むかえるまでは、全員同じ訓練を受ける仕組みになってんだよ」

「ふむふむ、なるほど。それで同期というわけか」

「ああ。正直、同期だという事実を抹まつ消しようしたいけどな」

「噂うわさには聞いてたけど、十影ってば本当に第七街区司令官補ほ佐さ殿どののことが嫌きらいなんだね」

　ていうか肩書き長っ！──と、セルフツッコみまで付け加える、クイン。

「ふむむ？　なんだか凄すごそうな男なのに、十影はどうして同期だという事実を抹消したいのだ？」

「ああ凄そうだなたしかに凄そうだな。クストス史上、あの野や郎ろうほどの若さで要職につけた人間はいなかったってくらいだからな。そんな凄そうな野郎が隣となりの街区にいるってだけでも、嬉うれしすぎて虫むし唾ずが走るぜ」

　論理という概がい念ねんをゴミ箱にでも捨ててきたような物言いに、ペスティは「ふむむ……」と顔をしかめる。そんなペスティに説明するように、クインは、

「要するに、とにかく大嫌いってわけね。ま、あの顔であたしの琴きん線せんに引っ掛かからない時点でもう相当だろうけどさ、ユラギ……さんって、そんなにろくでもないの？」

　同世代とはいえ、クストスの要職についているユラギを呼び捨てにするのはどうかと思ったのか、ぎこちなく敬けい称しようを付け加えながら十影に訊ねた。

「ろくでもないなんてレベルじゃねえぞ。おれを貶おとしめたいのか弄もてあそびたいのかは知らねえが、あの野郎はおれにちょっかいかけるために周りの人間を平気で巻き込んで、死人まで出したことがあるからな」

「死人まで出したって……なんでそんな人が要職についてんの!?」

「最悪なことに、あの野郎は自分が関わった痕こん跡せきを完かん璧ぺきに消すことと、自分がやらかしたことに正当性を持たせることにかけては天才的なんだよ。おまけに頭のキレと洞どう察さつ力が異常なまでに鋭いから、マジで始末に負えねえ」

「……まさかとは思うけど、ペスティの正体がもうバレちゃったなんてことはないよね？」

　小声で訊ねるクインに向かって、十影は小さくかぶりを振る。

「さすがにバレちゃいねえはずだ。まあ、疑われたのは確実だけどな」

　そこまで言ったあとに、いつの間にやらペスティが捨てられた子犬よりも不安そうな顔をしていることに気づき、十影は心の中で思わず後ずさってしまう。そのつもりはなかったが、結果的にペスティを脅おどしてしまったようだ。

「心配すんな、ペスティ。こっちからボロを出さない限りは、そうそうバレやしねえよ。それより、休きゆう憩けいはこの辺にして、そろそろ聞き込みを再開しようぜ」

「うむっ、そうだな」

　と、一いつ瞬しゆんで気持ちを切り替かえたペスティを見て、十影は内心ため息をつく。

（あの野郎に目をつけられたって時点で最悪だ──なんて言えねえよな）

　そう心の中で独りごちると、ペスティを見習ってさっさと気持ちを切り替え、さっさと会計を済ますと、ペスティの母親の手て掛がかりを探すべく聞き込みを再開した。







　夕暮れの光がクリアナを茜あかね色いろに照らす時分、十影たち三人は帰路についていた。が、

「あ────っ!!」

　突とつ然ぜんクインが叫さけび出し、十影とペスティは全く同時に目を見開く。

「なんでこんな時間に気づくかなっ」

　と、嘆なげきながら両手で頭を搔かき乱したクインは、凶きよう眼がんと呼ぶにふさわしい目つきで十影を睨みつけた。

「ちょ～っといい感じの時間帯だからって、うっかりペスティに手を出さないようにっ！」

「なんの話だ」

　仏頂面をますます不承にさせる十影には構わず、今度はペスティに向き直る。

「ペスティも！　なにかの間ま違ちがいでいい雰囲気になっても、間違ってもその雰囲気に流されないように！」

「う、うむ？」

　クインの言っていることがよくわからなかったのか、疑ぎ問もん符ふ付きの返事をする、ペスティ。そんなペスティを、クインは若じやつ干かん不安そうに見つめるも、やがて、諦あきらめたように踵きびすを返し、

「家に荷物取りに行ってくる！」

「別に今すぐじゃなくてもいいんじゃねえか？」

「勝負下着の替えがないの！　言わせないでよ恥はずかしい！」

　そう叫び残すと、クインは大急ぎで二人の前から去っていった。

　自分で勝手に言っただけだろうがとか、勝負下着なんぞをどうするつもりだとか、数多あまたの疑問と文句をかろうじて飲み込み、代わりに無情な言葉を呆あきれた声音に乗せる。

「家帰ったら、玄げん関かんに鍵かぎかけとくか」

「そ、そんなことをしたら、クインがかわいそうではないか！　まさかとは思うが、クインを家に泊とめることにまだ反対しているのではなかろうな？」

「心配すんな今さら追い出したりなんかしねえよ。鍵をかけるって言ったのも冗談だ。そもそも、そんなことをしたら玄関を蹴け破やぶってでも中に入ってくるかもしれねえしな」

「それは……ありうるな」

　クインが玄関を蹴破る瞬間を想像したのか、ペスティはクスリと笑って同意する。

　同じようにその瞬間を想像してしまった十影は、今日一日聞き込みをしていた時よりもはるかに疲つかれた顔をしながら、重々しい足取りで歩き出した。そんな十影とは対照的に、ペスティは軽々しい足取りで十影の横に並ぶと、ポツリと、しみじみと呟つぶやく。

「……楽しいな……」

「どうした急に？」

「急にと言うほどでもないぞ。十影とクインと出会ってからは、ずっと楽しい思いをさせてもらっておる。ただ……きみたちと一いつ緒しよにいると『楽しい』が日に日に……いや、一分一秒ごとに大きくなっていくのだ。昼の時は情けないほどに落ち込んでいたわたしが気落ちせずに済んでおるのもそのおかげ、あれから全く収しゆう穫かくがなかったというのに、明日あしたまたがんばれば済む話だと思えるのも、十影とクインが一緒にいてくれているおかげなのだ」

　ペスティは十影に顔を向けると、今までの意い趣しゆ返がえしだと言わんばかりに意地の悪い笑みを浮うかべる。

「きみも、わたしとクインと一緒にいるのが楽しいのであろう？　そうでなければ、わたしたちは昨日今日のうちに追い出されていたはずだからな」

「それは…………否定しねえよ」

　十影の答えに満足したのか、ペスティは嬉しそうに笑みを深めた。

　気き恥はずかしくなってきた十影は、ごまかすように、

「そ、そういえば、さっきペスティは今日は収穫がなかったとか言ってたけど、別に全くないってわけでもなかったぞ」

「それはどういう意味だっ!?」

　十影たちと一緒にいるのは楽しいと言っても、やはり母親のことが一番大事──そう確信させるほどの食い付きっぷりで、ペスティが説明を求めてくる。

「今日一日聞き込みをしたことで、布石が打てたってことだよ」

「……？　布石？」

「そうだ。今日一日で〝暁の英雄おれ〟が人を捜さがしてるって噂が広まったはずだからな。これからは情報の方から、こっちに転がり込んでくるはずだ」

「ふむ……なるほど。たしかにそれは収穫と言えるやもしれぬな」

　そんな話をしながらしばらく歩いていると、二人は常緑樹エリアに辿たどりつく。

　夕日に照らされた常緑樹が、地面に敷しき詰つめられたリクオリのパネルに幻げん想そう的てきな陰いん影えいを刻んでいた。時間帯が時間帯なだけに人の往来は少なく、クインの言葉ではないが「いい雰ふん囲い気き」になりやすい状じよう況きようが出来上がりつつあった。

（ここを通るのが一番の近道なんだから、しょうがねえだろうが）

　誰だれにともなく心の中で言い訳をする。が、言い訳していること自体が、ペスティのことを意識しているなによりの証あかしであることに気づき、今度は心の中で、情報に敏さとい友人に向かって非難の言葉を浴びせかけた。

（お前が余計なことを言うからだぞ、くそっ……！）




『もしかして、その子に惚ほれてるな？』




　昨晩、このエリアで、コートスに言われた「余計なこと」を思い出す。

　あの時十影は、自分とペスティは少し似ているとコートスに答えた。その言葉に噓うそ偽いつわりはないが、妙みように言い訳がましく聞こえるのはなぜだろうか？

（……言い訳なんかじゃねえよ）

　なおさら言い訳がましく、心の中で独りごちる。十影もまた、ペスティと同じく居場所を求めている。独りではない、血ち塗ぬられてもいない、心安らぐ居場所を欲ほつしている。だからこそペスティを助けてやりたいと思った。母親を捜す手伝いをしてやりたいと思った。居場所を見つけてやりたいと思った。……そうだ。自分はペスティに恋れん慕ぼの情を抱いだいているわけではない。シンパシーを感じているだけだ──そう自分に言い聞かせた直後、

「ク、クインも心配性だな！　わ、わたしと十影がいい雰囲気になる可能性など、これっぽっちもないというのにな！」

　頰ほおを赤くしながら、わざとらしいほどに十影から顔を逸そらしながら、裏返った声で、自分に言い聞かせるようにペスティは言う。どうやら、夕暮れ時の常緑樹エリアの雰囲気にあてられたことで、別れ際にクインが言っていた言葉の意味を理解してしまったようだ。

（クインのやつ、また派手に墓穴を掘ほったもんだな。つうか……）

　脈ありじゃねえか──と、心の中でため息をつく。良くも悪くもペスティはわかりやすい。とはいえ今の反応だけでペスティが自分に惚れていると断言するつもりはない。が、少なくとも、ペスティが自分のことを異性として意識しているのはまず間違いなかった。

（……くそっ、なにちょっと喜んでんだよ）

　散々募つのらせた言い訳を一いつ蹴しゆうするほどに大きく、強い感情のうねりに、十影は呻うめきそうになる。そんな十影を尻しり目めに、

「そ、そもそも、わたしは十影のことなど、これっぽっちも、す、す、好きではないというのにな！　だからクイン！　安心するがいい！　なにかの間違いでいい雰囲気になることなど、これっぽっちもありえぬぞ！　わたしがその雰囲気に流されることも、これっぽっちもありえぬぞ！」

　十影も、なにかの間違いでペスティといい雰囲気になって、うっかりそれに流されるような真似まねをするつもりはない。しかし、こうも何度も「これっぽっちもない」だの「これっぽっちもありえぬ」だの大声で言われるのは癪しやくに障る。ゆえに、

「おれはペスティのこと、これっぽっち以上には好きだけどな」

　これはペスティへの意地悪であり、意趣返しである──そう心の中で言い訳をしながら、十影はとんでもない爆ばく弾だんをペスティに投下した。

　あまりにも直球すぎる物言いに、ペスティは時が止まったようにフリーズする。十影は仕方なく足を止め、ペスティが再起動するのを待っていると、唐とう突とつにボフッと音を立てて顔を真っ赤にしたペスティが、大声で叫び出した。

「じょじょじょ冗じよう談だんでもそういうことを口走るものではないぞっ!!」

　てき面に効果があったことに満足しつつ、十影は事もなげにさらなる爆弾を投下する。

「さすがに冗談で、んなこた言わねえよ」

「なななならばアレだなっ!!　先程のアレは、友達として『好き』だと言ったのだなっ!?　そうなのであろうっ!?」

「そいつはどうだろうな」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　声にならない声をあげる、ペスティ。夕空の下にいてなおはっきりとわかる羞しゆう恥ちの赤は今や全身にまで拡ひろがっていた。それから少しして、反はん撃げきの糸口を摑つかめたのか、ペスティは赤く染まった人差指でビシッと十影を指さし、

「そ、それならば！　母様が見つかって、わたしがきみの家を出て行く時は！　きみはさぞかし！　寂さびしくて！　侘わびしくて！　居た堪たまれない気持ちになるのであろうなっ!!」

「かもな」

　即そく答とうする、十影。ペスティはなにか言い返そうとするも、言葉が見つからないのか、

「うぅ……ぅぅ……」

　と、呻きながら、十影に向けた人差指をブンブン振ふり回しているだけだった。

　そんなペスティがあまりにも面白くて、あまりにも愛らしくて、あまりにも愛いとお──

（──しくなんて思ってねえよ！）

　人を好きになる気持ちを意味もなく毛け嫌ぎらいする子供のように、心の中で否定する。もっとも、こと恋れん愛あいに関しては〝暁の英雄〟の経験値は子供と同程度ほどしかないが。

　自分に対してもペスティに対してもやりすぎたと反省した十影は、壊こわれた玩具おもちやのように人差指を上下させるペスティに向かって、

「すまん。さすがに戯たわむれがすぎた」

　無自覚に、最大級の失言バクダンを投下してしまった。

　ペスティは「戯れ……」と、呆ほうけたように呟くも、

「戯れぇっ!?」

　凄すさまじい剣けん幕まくで十影に詰め寄り、吐と息いきがかかるほどの至近の距きよ離りで怒ど鳴なり散らした。

「戯れとはどういう意味だっ!!　このわたしを弄もてあそんだというのかっ!!　先程の言葉は全て噓うそだったというのかっ!!　返答次第では、十影といえどもただではすまさぬぞっ!!」

　ペスティの迫はく力りよくに圧されて、十影は狼ろう狽ばいしながら後ずさる。が、今のペスティが十影を逃にがすはずもなく、すぐに吐息のかかる距離まで詰め寄られてしまう。浮うき世よ離ばなれした美び貌ぼうに眼前まで迫せまられた十影は、頰を朱しゆに染めながら、ペスティから顔を逸らしながら、

「じょ、冗談でそんなことは言わねえって言ったろ！　噓は……一つもついてねえよ」

「本当だなっ!?」

「ほ、本当だ！」

「……そうか……噓は一つも言っておらぬのだな……」

　そう呟きながら離はなれていくペスティは、どこか嬉うれしそうな顔をしていた。

　十影が安あん堵どしたのも束の間、

「喜んでなどおらぬ……喜んでなどおらぬぞ……！」

　ペスティはわなわなと震ふるえ出し、

「さっさと帰るぞ！」

　と、叫さけびながら逃げるように走り去っていった。十影の家の方角とは全く別の方角に。

（おれは別に喜んで……なくはないか）

　そんな自分の心中をごまかすように、わざとらしいほどに深い深いため息を吐はき出すと、十影はペスティを追って走り出した。







「ペスティの料理ってほんとおいしいよね～」

　そう言って、パジャマ姿のクインは朝食のエッグサンドにはむりと齧かじりつく。

　そんなクインの反応に、ペスティは満足げに「ふむふむっ」と頷うなずくと、

「十影はどうだ？　おいしいか？」

　話を振られるとは思っていなかった十影は、詰まりかけたエッグサンドをコーヒーで喉のどの奥に流し込む。

「今さら聞くまでもねえだろ」

「こういうことに『今さら』はないのだ。毎日でも聞きたいものなのだ」

　露ろ骨こつに褒ほめるよう催さい促そくされた十影は、観念したように、

「旨うまいに決まってんだろ」

　心底嬉しそうに、ペスティは「ふむふむっ」と頷いた。

　十影、クイン、ペスティの三人で暮らすようになってからすでに七日の時が過ぎていた。

〝暁の英雄〟が人捜しをしているという噂うわさが広まったことにより、この一週間で雑多の情報が十影のもとに転がり込んできたものの、目ぼしい情報はいまだ一つも入ってきてはいなかった。また、聞き込みも続けてはいるものの、手て掛がかりの尻尾しつぽすら摑めていないのが現状だった。

　けれど、そのことを悲観する者は、ペスティも含ふくめて、この場には一人としていなかった。いざペスティの母親を捜してみて、あらためて思い知らされたことだが、たった一人の人間をやすやすと見つけられるほどクリアナは狭せまくなかった。現状、捜し人の手掛かりすら見つかっていないとはいえ、一週間という期間は、悲ひ嘆たんにくれるにはあまりにも短すぎる日数だった。

　そして、悲観せずに済んでいる理由がもう一つ。

　三人で暮らすようになってから、暖かで、穏おだやかで、賑にぎやかな、楽しい日々が続いていた。それこそペスティが言ったとおり、別れの時がきたら、寂しくて、侘びしくて、居た堪れない気持ちになってしまうのではないかと思えるほどに。一刻も早くペスティの母親を見つけたい、けれど一秒でも長くこの生活が続いてほしい……そんな相反する想いが、三人の胸中を埋うめ尽つくしていた。悲観などという感情が入り込む隙すき間ますらないほどに。

　クインは朝食を平らげ、両手を合わせて元気よく「ごちそうさまっ」と言ったあと、

「そうそう、あたし今日はエクイテスの本部に行かなきゃだから、ちょっと帰りが遅おそくなるかも」

「本部に行くってことは、次の任務が決まったのか？」

「ううん、単純にお仕事。英えい雄ゆう殿どのとは違ちがって新兵は雑務が多いので」

「その代わり、こっちは最前線ばかりに送られるけどな。アポロン六号基の修しゆう繕ぜんが終わった今、人工太陽帯サンベルト周辺でも起こってせいぜい小競り合い程度だろうから、しばらくはのんびりさせてもらうさ」

「いいな～。あたしももっとや～す～み～た～い～。十影とペスティを二人きりにさせるのもヤ～ダ～」

　後半の言葉に、十影とペスティは揃そろって苦い顔をする。

「なぜそうなる？　おれとペスティが二人きりになったところで、別になにも──」

「起こらないんだったら、〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟が女性を弄んだなんて噂は立たないよね？」

　一週間前にやらかした常緑樹エリアでの痴ち話わ喧げん嘩かじみたやり取りを、それを通行人に目もく撃げきされてクインが言ったとおりの噂が広まったことを思い出し、十影とペスティの顔にますます苦みが拡がっていく。聞き込みをしていると、時に直球に、時に迂う遠えんに、そのことについて訊きき返されるものだから正直たまったものではない。

「次あんなことがあったら……夜よ這ばいするからね」

「するな。つうか時間はいいのかよ」

「あ、やっばい！」

　大おお慌あわてで準備を済ませて出勤していくクインを見送ったあと、十影とペスティは朝食の後片づけにかかり、食器洗せん浄じよう機に入りきらなかった食器を、キッチンで肩かたを並べて洗い始める。が、

「あ……」

　ペスティの口から間の抜ぬけた声が滑すべり落ち、その手に持っていた皿も滑り落ちていく。同じく隣となりで皿を洗っていた十影が、その手に持った食器とスポンジをシンクに置き、床ゆかに落ちる直前に皿をキャッチして事なきを得る。普ふ通つうの人間ならば十影の反射神経と身のこなしに驚おどろくところだが、

「この皿、生きておる……！」

　至高の血族スプリームブラツドであるペスティは、皿がひとりでに滑り落ちてしまったことに驚きよう愕がくしていた。

「生きてねえよ。ったく、料理の時は全然ドジらないくせに、後片づけになった途と端たんに、なんでいつもこんなザマになるんだよ」

「なにを言っておる。料理をしている時に集中するのは当たり前であろう。その料理を人に振る舞まう場合は、なおさら集中せねばならんしな」

「その集中力の十分の一でいいから、今すぐ発揮してくれ」

「それは無理だ。料理に比べたら、後片づけは楽しくもなんともないからな」

　無意味に胸を張るペスティに、十影はガックリと肩を落とす。それからすぐに気を取り直し、皿を持ち直してペスティに渡わたそうとするが、

「……ッ」

　落とした時か、あるいはその前からか……いつの間にか欠けていた皿の縁ふちで人差指を切ってしまい、十影は舌打ちする。傷は思いのほか深く、今にも血が滴したたりそうだったのでカランの水で指をすすごうとするも、人差指を、そこから流れる血を、ペスティが熱ねつ烈れつな視線で見つめていることに気づき、十影は顔をしかめる。無視してカランの滝たきに指を突つっ込むも「あぁ……っ！」と悲痛な声をあげられ、ますます顔をしかめてカランの水を止めた。

「まさかとは思うが、血を吸いたいのか？」

「そ、そ、そんなことはないぞ！」

　図星を突かれたペスティは、わかりやすいほどに狼狽しながらそっぽを向く。が、すぐに横目でチラチラと、物欲しげな目でこちらの人差指を見つめてくる。はっきり言って落ち着かない。

「だーもう、わかったわかった」

　観念したように、十影は血に濡ぬれた人差指をペスティに差し出した。

「ど、どうした？　吸ってほしいのか？」

「……救急箱とってくるわ」

「ままま待て！　わたしが悪かった！　処女ほどではないが童どう貞ていの血も美味なのだ！　後生だから吸わせてくれ！」

「んなこと言われて吸わせたいと思うやつがいるか。つうか、誰だれから聞いた──って、そういや出会った時に、クインとそんなこと言い合ってたな」

　自然、ため息が漏もれる。さらにペスティが餌えさを取り上げられた子犬のような目で見つめてくるものだから、ため息は深くなるばかりだ。

　今度こそ観念した十影は、もう一度ため息をつき、もう一度ペスティに人差指を差し出した。ペスティはプレゼントをもらった子供のように、屈くつ託たくのない笑顔を浮うかべると、

「いただきますっ」

　カプリと人差指に齧りついた。同時に、跳はね上がらんばかりの心臓の鼓こ動どうが十影を襲おそう。

（こいつは……思ったよりだいぶくるな……！）

　控ひかえめに言ってもとびきりの美少女が、自分の指を咥くわえ、血を舐なめ取っている……その事実が、その感かん触しよくが、いまだかつて経験したことがないほど、十影の心臓を強く脈打たせていた。おまけに、血を舐め取るペスティの姿がやけに扇せん情じよう的てきなものだから、心臓の自己主張は激しさを増す一方。頰ほおの火ほ照てりも抑おさえようがなかった。

　十影の頰が赤みを帯びていることに気づいたペスティは上うわ目め遣づかいで、指を咥えながら、

「どうしたのだろうひたのら？」

　思わず、十影は顔を背ける。

　十影とて男である以上、経験はなくともその方面の知識はある。ゆえに、よからぬ絵え面づらが脳裏をよぎるのも仕方がない。と、言えなくもなかった。

「な、なんでもねえよ。それより、いつまで舐めてる気だ──って、咥えながら喋しやべらなくていいからな」

　そう言われ、ペスティは一度十影の指から口を離はなし、

「もちろん、血が止まるまでだ」

　十影は自分の人差指に視線を落とす。血はまだまだ止まる気配はない。

「長すぎるわ」

「う～む……ならばもう少しだけ吸ってもよいか？」

「……もう少しだけだからな」

　結局、血が止まるまで吸わせてしまった十影だった。






















　後片づけを済ませたあと、ペスティは母の手掛かりを求めて町を歩く。クインに気を遣つかったのかどうかは定かではないが、十影の提案により、個別で行動して母の手掛かりを捜さがすこととなった。会う人会う人に母の写真を見せ、昼食もとらずに聞き込みを続けるも、

「収しゆう穫かくなし、か」

　今日も今日とて手掛かり一つ摑つかむことができず、ため息をつきながら空を見上げる。

　西の空を照らす茜あかね色いろの残ざん滓し。夜が訪れるまで、もうあと数分もかからないだろう。今日のところはこの辺で切り上げた方がいいと判断したペスティは、母の写真をジーンズのポケットに仕し舞まい込んだ。

「それにしても、昼夜逆転の生活にもすっかり馴な染じんでしまったな」

　至高の血族スプリームブラツドの主な活動時間は無論夜。その生活に慣れ親しんでいた自分が、日が沈しずむのに合わせて活動を終わらせようとしていることが、なんともおかしかった。

　今朝クインは帰りが少し遅くなると言っていた。別れて行動する前に誰かから連れん絡らくを受けた十影は、今くらいの時間帯に人と会うことになったから、聞き込みを終えたら先に帰ってくれと言っていた。だから、今家に帰っても誰もいない。ならば、のんびりゆっくりとクリアナの景観を楽しみながら帰ろう──そう思ったペスティは速度を落とし、散歩するような足取りで十影の家を目指した。

　歩いていて、ふと気づく。

（そういえば、今普通に『家に帰る』と考えていたな）

　そんな考えが自然に出てくることが嬉うれしくなり、人知れず笑みをこぼす。

（まるでもう居場所を見つけたような気分だな。けど……）

　立ち止まり、もう一度ポケットから母の写真を取り出す。歩いているうちに辺りはもうすっかり暗くなり、おまけに街灯からも離れていたため、写真の画像はぼんやりとも見えなかった。と言いたいところだが、それはあくまでも人間の話。至高の血族の血を引くペスティの目には、写真に写る母の姿がしっかりと映っていた。

（早く会いたい……また一いつ緒しよに暮らしたい……）

　普ふ段だんの尊大な口調ではなく、少女らしい、等身大の口調で強く願う。

　そもそもあの言い回しは、村で唯ゆい一いつ〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟の血を、ストーカー家の血を引いていた父の口調を真似まねたもの。無む駄だに尊大なのは、力のない者は〝至高の中の至高〟の血を引くわたしを頼たよれという強い意志の表れによるもの。言うなれば、ペスティ・アーヴィングが背せ伸のびしながら口にした言葉。ゆえに家族に対して使う言葉ではなく、当然、家族に対して背伸びをする必要もない。

（……母様……）

　写真を、母を、ぎゅっと抱だき締しめる。十影たちとの暮らしはたしかに楽しい。けれどそれ以上に母に会いたい。また一緒に暮らしたい。居場所をつくるという言葉を信じたい。

　ペスティの父──ソロイは、死に際に母のところへ行けと言った。

　母ならばきっと、居場所をつくってくれているはずだと言った。

　その言葉を頼りに、ペスティはクリアナまでやって来た。

（父様のことを伝えるのは……つらい、かな）

　父の死を知れば、母は絶対に泣くだろう。父と母がどれほど愛し合っていたのかをペスティは知っている。自分が、父と母にどれほど愛されていたのかも知っている。そして、自分がどれほど父と母を愛しているのかも知っている。だから、その時は一緒に泣こう。母の気が済むまで一緒に泣こう。そう、心に誓ちかった。




　だが、その誓いも、想い人が生きていてこそのもの。




　不意に、唐とう突とつに訪れた現実は、あまりにも無む慈じ悲ひで、あまりにも残ざん酷こくだった。




「んむ？」

　人間のそれをはるかに凌りよう駕がする聴ちよう力りよくが、ここから遠く離れた場所にいる十影の声を拾う。知らない男の人と話している様子だった。なにを話しているのか気になったペスティは、十影の声が聞こえる方角に足を向けた。

　下手へたに近づきすぎると十影に勘かん付づかれてしまう。けど、見つかったら見つかったで一緒に帰ればいいだけのこと。そんなことを考えながら、耳をそばだてながら歩いていると、十影と一緒にいた男の口から信じられない言葉が飛び出してくる。




「言いにくいけど……ペスティちゃんのおふくろさん……殺されちまってるぞ」




「……え？」

　足を止め、言葉の意味を反はん芻すうする。

「殺され……」

　そう呟つぶやいた直後、天地がひっくり返るほどの眩暈めまいを覚え、思わず膝ひざをついてしまう。ペスティの様子を見て、近くを通りかかっていた人たちが心配し、集まってくるも、ペスティはそれを無視し、黙だまって立ち上がり、十影たちのいる方角に向かってゆっくりと走り出した。




「コートス……今の話、本当なのか？」




「噓うそを言ってどうするよ」




「……詳くわしく聞かせてくれ」




「ペスティちゃんのおふくろさん、第だい二に十じゆう太陽塔ツリー周辺で保護されてクリアナまで運ばれたんだけどよ、同じタイミングで別のところからクリアナに運ばれた、至高の血族スプリームブラツドから逃にげのびた人の証言で、至高の血族と夫婦関係にあったことがバレちまったんだ。それでスパイの嫌けん疑ぎをかけられて──」




「殺されたってことかよ……！」




「クリアナに入れてすらもらえずにな」




　ペスティはよろけながらも立ち止まる。

　なにかが壊こわれる音がした。それはペスティにとって、とても大切ななにかだった。なにかを失ったペスティは、糸が切れた操り人形マリオネツトのように、崩くずれ落ちるように膝をついた。

　そして──







　時は少し遡さかのぼる。

　太陽が西の地平に隠かくれたころ、十影は常緑樹エリアのベンチに腰こしを下ろし、コートスが来るのを待った。この辺りは日が沈むと行き交う人の数が極きよく端たんに減る。ゆえに、密会にはうってつけの場所だった。

　しばらくすると、コートスが現れ、右みぎ腕うでの袖そでをたなびかせながら十影の隣となりに座る。

「次の任務が決まるまでにとは言ったが、まさかたった一週間で当たりをつけてくるとは思わなかったぞ」

「まあ、な」

　歯切れの悪い返事に、十影は眉まゆをひそめる。普段のコートスならここは「ほら、俺ってすげえ有能だから」と返しているところだ。嫌いやな予感がする──とは口に出さず、

「なにがわかった？」

「すげえ胸むな糞くそ悪いこと」

　夜風が常緑樹を揺ゆらし、擦すれ合う木の葉の囁ささやきが十影の不安をますますかき立てる。

　それから少しして、コートスは信じられない、いや、信じたくない言葉を口に出した。

「言いにくいけど……ペスティちゃんのおふくろさん……殺されちまってるぞ」

　思わず、十影は瞠どう目もくする。全く想定していなかったわけではなかった。が、想定したくないことでもあった。考えないようにさえしていた。

　十影は数瞬、強く両の瞳ひとみを閉じてから、覚かく悟ごを決めたようにゆっくりと押し開く。

「コートス……今の話、本当なのか？」

「噓を言ってどうするよ」

「……詳しく聞かせてくれ」

「ペスティちゃんのおふくろさん、第だい二に十じゆう太陽塔ツリー周辺で保護されてクリアナまで運ばれたんだけどよ、同じタイミングで別のところからクリアナに運ばれた、至高の血族スプリームブラツドから逃げのびた人の証言で、至高の血族と夫婦関係にあったことがバレちまったんだ。それでスパイの嫌疑をかけられて──」

「殺されたってことかよ……！」

「クリアナに入れてすらもらえずにな」

　怒いかりを覚えずにはいられなかった。至高の血族を恐おそれるがあまり、保身のために同じ人間すら手にかける……そんな理由で人が殺されていいものなのか？　そんな理由で人を殺せるものなのか？……いや、今憂ゆう慮りよすべきことはそこではない。

「くそ……こんなのペスティにどう伝えれば──」




「ああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　突とつ然ぜん、女性の絶ぜつ叫きようが二人の耳をつんざく。

「今の声は……！」

「あ……おい！」

　呼び止めようとするコートスを無視して、絶叫が、ペスティの声が聞こえた方角に全速力で向かう。常緑樹エリアを抜ぬけて市街地に出ると、喧けん騒そうが十影を出で迎むかえた。

「銀ぎん髪ぱつの女の子が突然叫さけびだして……」「すごい速さであっちに行ったわ！」「おーい！　誰だれかクストス呼んできてくれ！」

　誰かに状じよう況きようを訊ききたいところだが、〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟と呼ばれる自分がこの場にしゃしゃり出ようものなら、確実に話が大きくなってしまう。そうなると余計な詮せん索さくを受けることになり、ペスティがクリアナに居られなくなる流れになってしまう恐れがある。

　耳に入ってくる雑多の情報と、人々の視線の向きからペスティが去った方角を割り出し、十影は誰にも気づかれることなくこの場から離はなれ、人ひと気けがなくなったところでベルトに吊つり下げたケースからＢＩを取り出し、走りながら飲み干した。一秒とかからずに音を置き去りにするほどにまで加速し、鋭えい敏びん化した知覚でペスティの気配を探る。

「……あっちか」

　進路をやや左に修正。ほどなく、建物の陸ろく屋や根ねから陸屋根に飛び移るペスティを発見する。ペスティもこちらに気づき、さらに速度を上げて逃げようとする。が、走力はＢＩを摂せつ取しゆした十影の方が勝っており、徐じよ々じよに差が縮まっていく。これなら追いつけると安心しかけた十影だったが、ペスティが壁かべに向かって逃げていることに気づき、不安という名の暗雲が心に立ち込め始める。

　ペスティはクリアナを守る壁を越こえ、外へ逃げるつもりかもしれない……！

　陸屋根から飛び降り、壁に向かって一直線に走り出すペスティを見て、焦しよう燥そうという名の炎ほのおが十影の胸を焦こがす。胸を焦がした炎は、叫び声となって十影の口から吐はき出された。

「待て！　ペスティ！」

　ダメ元の叫びが通じたのか、ペスティは壁の手前で急停止し、足を止めてくれた。

　十影はペスティから十メートルほど離れた位置で足を止める。これ以上近づいたら壁の外に逃げられてしまう……確信にも似た予感が、これ以上ペスティに近づくことを許さなかった。

「ペスティ……その……聞いて、いたんだな？」

　背中越ごしでペスティは首しゆ肯こうする。

　なにか言わなければ──そんな思いに駆かられながら、十影は必死になって言葉を探し、紡つむいでいく。

「行くところがないってんなら、おれの家にいりゃあいい。ちょっと騒さわぎになっちまったけど、なんとでも誤ご魔ま化かしてやるから……出ていくことはねえよ」

　十影の言葉に突つき動かされるように、ゆっくりと、ペスティは振ふり返る。

　ペスティは寂さみしげに微笑ほほえんでいた。

　美しくも儚はかない、見ているこちらの胸が締めつけられるような……そんな微び笑しようだった。

「礼を言わせてもらうぞ、十影。その言葉を聞けただけでも、クリアナここに来た甲か斐いはあった……」

　唇くちびるを嚙かみしめ、十影に背を向ける。このまま別れるのがつらいのか、それともまだなにかしら未練が残っているのか、ペスティは動き出せないでいた。

　動けず、動かず……二人の間に乾かわいた風が吹ふき抜ける。

　なんと声をかければいいのかわからない。

　どうすればペスティが思い直してくれるのかわからない。

　だから、十影は考えることを放ほう棄きした。

「居場所を探してるのは、おれも同じなんだ」

　ただ自分の心をぶつける……それしか思いつかなかった。

「〝暁の英雄〟だの〝赤い剣鬼レツドオーガ〟だの言われてるせいで、おれの居場所は血ち塗まみれの、屍しかばねの上にしかもう、ねえんだ」

　ただ必死に、

「帰る場所と呼べるものも、一いつ時ときのものがほとんどだった。仲間と呼べる人間は次々と死に、守りたかった人間も……次々と死んだ。これ以上なにも失いたくなかったから、自然と一人でいるようになった」

　ただただ必死に言葉をつぐ。
















「自分でも臆おく病びようすぎて笑っちまうよ。失うのが恐こわくて、逃げ回った居場所さきが血ち塗ぬられていて、それに文句言ってんだからよ。英雄だのなんだのチヤホヤされてっけど、おれも所しよ詮せん、弱い人間の一人なんだ」

　ペスティに行ってほしくない。

「だから、居場所が欲しい。心安らげる、本当の意味での居場所が欲しい」

　ペスティに留とどまってほしい。

「たった一週間だったけど、ペスティとクインと過ごした時間は満ち足りていた。居場所ってやつは、こうあるべきだとさえ思った」

　その一心で。

「ペスティ、憶おぼえてるか？　別れの時がきたら、寂さびしくて、侘わびしくて、居た堪たまれない気持ちになるんだろうなって、おれに言ったことを。正直に言うぜ。今は『かもな』なんてもんじゃねえ。おれはペスティと別れるのが寂しくて、侘びしくて、たまらない……けどそれは、ペスティも同じなんじゃないのか？」

　わずかな沈ちん黙もくを挟はさみ、ペスティは肩かたを震ふるわせながら、言葉を震わせながら、背中越しで答える。

「同じに……決まっておるであろう……」

「だったら行かないでくれよ。一いつ緒しよにいてくれよ。居場所が見つからねえなら、おれが……おれたちがつくるから。きっと……いや、絶対に最高の居場所をつくってみせ──」




　突然、眩まばゆいばかりの光が二人を照らす。




「二人とも動くな！　その娘むすめには至高の血族スプリームブラツドの……疑いがある！」

　壁上の兵士がサンビームで人工太陽光を照射しつつ、十影とペスティに向かって声を張り上げた。声に躊ちゆう躇ちよの色が見られるのは、ペスティが人工太陽光を浴びているにもかかわらず平然としているせいだろう。

「もう壁上まで情報が行き届いてるのか!?」

　いくらなんでも早すぎる──そう思った瞬しゆん間かん、同期と呼ぶにはあまりにも忌いま々いましすぎる銀髪の男が脳裏をよぎり、十影は忌々しげに歯は嚙がみした。

「結局……」

　ペスティの声が聞こえ、彼女の背中に視線を戻もどす。

「至高の血族でも人間でもないわたしには、居場所をつくることすらかなわぬのだ」

　全てを諦あきらめたような口調で、全てを諦めた言葉を紡ぐ。

　そして、振り返り、十影に向かって、

「さよなら、十影。クインにもそう伝えて」

　尊大な口調ではない等身大のペスティの口調で、

　先程よりも寂しげな笑みを浮うかべて、

「きみのことも、クインのことも……絶対に……忘れないから……」

　漆しつ黒こくの帯──〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟を創り出し、天に向かって思い切り振り上げた。

　振り上げられた〝宵闇の揺らめき〟はグングンと伸びていき、壁上に到とう達たつすると、サンビームに巻きついてペスティを瞬またたく間に壁上まで引っ張り上げた。

　ＢＩを摂取しているとはいえ、さすがの十影でも一瞬で百メートルの壁を登り切る術すべは持ち合わせていない。どうにかして壁を登れないものかと思案しているうちに、

「くそ！　外に逃にげたぞ！」

　壁上の兵士の怒ど号ごうが聞こえてくる。今から壁上に登ったところで、ペスティに追いつくどころか、その姿すら視認することはできないだろう。




「いやはや、情報の伝達が間に合って本当によかったよ」




　背後から、男の声が聞こえてくる。

「君と一緒にいた麗うるわしいお嬢じようさん……初めて会った時から怪あやしいとは思っていたから、なにかあったらすぐに僕のところに情報が集まるよう手配していたけど、どうやらそれが功を奏したようだね」

　声を聞くまでもなく気配を察知していた十影は、あえて振り返ろうとはしなかった。声の主を、ユラギの顔を見た瞬間に斬きりかかりかねないほどの憤いきどおりを覚えていたがゆえに。クリアナに侵しん入にゆうした至高の血族を捕つかまえるために迅じん速そくに情報を伝達する──その行動だけを見れば、ユラギに正当性があることをわかっていたがゆえに。

　そんな十影の心中を知ってか知らずか、ユラギは爽さわやかな笑みを浮かべながら、

「それにしても危ないところだったね。〝暁の英雄〟が至高の血族を匿かくまっていたなんて話が広まれば、君の名声が地に落ちるのは必至。友達が凋ちよう落らくする様を見ずに済んで、本当によかったよ」

「御ご託たくはいい。なにを企たくらんでいる？」

「企むもなにも、友達として君にチャンスをあげようと思っているだけだよ」

「チャンス？」

「そうだよ。先程逃げ出した麗しいお嬢さんを捕まえ、クリアナに連れ戻すと約束するなら、君が彼女を匿っていたことは黙だまっておいてあげるよ」

「仮に連れ戻したとして、ペスティをどうするつもりだ？」

「これも友達としての親切心だ。君の手で後始末をつけさせてあげるよ」

　十影は半顔だけを振り返らせ、ユラギを睨にらみつけた。心の弱い者ならば卒そつ倒とうしてしまうほどの殺意を滲にじませた視線で。

　その視線を前にしてなお、ユラギは笑顔を崩くずすことなく、十影の心を逆さか撫なでするほどの爽やかな声音で言う。

「それが嫌いやなら、彼女を連れてどこか遠くに逃げるというのはどうだい？　さすがに僕も友達の恋こい路じを邪じや魔まするほど野暮じゃないからね。それに──」

　白々しいほどに爽やかだった笑顔が、見るもおぞましい笑顔に変じていく。

「そうなったらそうなったで、腹を抱かかえるくらい笑わせてもらえそうだしねぇ」

「……下げ衆すが」

　そう吐き捨てると、十影はユラギの存在を意識の外に追いやり、壁の向こうを、ペスティが逃げ去った方角を見み据すえる。そして、

「絶対に、迎むかえにいくからな」

　己おのが心に刻みつけるように、覚かく悟ごと決意を言の葉に乗せた。








第四章　陽はまた昇のぼる









　クリアナから逃げ出したペスティは一心不乱に、一いち陣じんの風となって、闇やみ夜よの荒こう野やを走り続けた。

　これでいいと思った。こうするしかないと思った。ハーフとはいえ、至高の血族スプリームブラツドの夫を持っていたというだけで、人間たちは母を殺した。クリアナに、人間のいる所に、自分の居場所はない。あるはずがない。だからこれでいいと思った。こうするしかないと思った。

　あのまま自分が留まっていたら、十影とクインがクリアナにいられなくなるかもしれない。それが、なにもよりも恐かった。二人の居場所まで奪うばってしまうことが、なによりも恐かった。

　別れ際、十影は自分の居場所を探していると言っていた。今の居場所を嫌がる気持ちもちゃんとした居場所を求める気持ちも、ペスティには痛いほどよく理解できた。

　でも、どれほどひどい所でも、居場所はないよりもあった方がいい。仮かり初そめでも居場所があるからこそ生きていられる。生きているからこそ、居場所を探し、つくることができる。

　この世界に生きる場所のない自分にはもうできないけれど、

　だからこそ祈いのる。

　だからこそ願う。

「十影……きみなら、いつかきっと最高の居場所をつくれるよ……」

　できることなら、自分も一緒につくりたかった……もはや叶かなわぬ願いを胸に押し込め、ペスティはひたすら走り続けた……。







　ペスティがクリアナを脱だつした二時間後、十影はフリッドローラーの二輪バイクに寄りかかりながら、内門が開くのを待っていた。同じくバイクや車に乗った、二十を超こえるエクイテスの兵士とともに。ペスティを追つい跡せきするために。

　ゆっくりと開く内門を眺ながめていると、門から少し離はなれた壁かべの際でクインが手招きしているのが見え、十影はバイクから離れてそちらに向かった。

　顔を突つき合わせるや否や、クインは周囲に聞こえないように声をひそめ、

「ペスティがクリアナから出て行ったってどういうこと？　現場に居合わせたってことは、理由を知ってるんでしょ？」

「もちろん知ってる」

　とは言いながらも、十影はなかなか言葉をつごうとしなかった。

　十影の顔に苦みが拡ひろがっていることに気づいたクインは、すぐにその理由にも気づく。

「まさか、ペスティのお母さん亡くなってたの？」

「正確には殺されていた、だ。ペスティのおふくろさんが至高の血族スプリームブラツドと夫婦関係にあることがバレちまって、スパイ扱あつかいされて処しよ刑けいされたんだよ」

「なによそれ……いくらなんでもひどすぎる……！」

「怒おこりたくなる気持ちはわかるが、今は忘れろ。それより──」

　十影は懐ふところからショートブレッドタイプの保存食を取り出し、クインに向かって放り投げた。クインが保存食を両手でキャッチしたのを確認してから、

「一緒に行くんだろ？　なら食っとけ。しばらく飯にはありつけねえだろうからな」

「もちろん行くけど……事件の当事者なのに、よく追跡に出ることを許してもらえたね。いったいどんな手を使ったのよ？」

「おれはなにもしちゃいねえよ。どこぞのクソ野や郎ろうが勝手に根回しをしただけだ」

「クソ野郎って……もしかしてユラギさんのこと？　実は意外にいいとこある？」

「あの野郎にいいとこなんて一つもねえよ。おれの手でペスティを処刑させるか、おれがペスティを連れてクリアナから消えることを期待して、御お膳ぜん立だてしてるだけだ」

「……訂てい正せい。たしかに十影が言ってたとおり、ろくでもないなんてもんじゃないわ」

　と、ドン引きしているうちに外門が開き切り、二人の眼前でバイクと車が次々に走り出していく。それを見て、クインは慌あわてて保存食の封ふうを開け、中の物を口に放り込んだ。

　クインが保存食を食べ終えたあと、十影はクインをバイクの後部座席に乗せて、クリアナの外に出る。フリッドローラーのおかげで事故の危険性は減っているが、それでも夜の荒野を高速で突っ走るのは自殺行こう為いに等しい。にもかかわらず、十影はそんなことなどお構いなしに、フルアクセルでバイクを走らせた。

「ちょっちょっちょっと！　速すぎ！」

「お前こそくっつきすぎだ！……当たってるぞ」

「くっつくなっていう方が無理っ！　ていうか、どこ向かってるの!?」

「とりあえず人工太陽帯サンベルトに向かう！　人間の領域から抜ぬけ出そうと思ったら、人工太陽帯は避さけて通れねえからな！」

「だったら、第だい六ろく太陽塔ツリーの方に向かって！　たぶんだけど、ペスティは一度そこに寄ると思うから！」

「なんでそう思うんだよ！」

「乙女おとめの勘かん！」

「勘かよ！」

「じゃあ訊きくけど！　他にアテはあるの!?」

「……ねえな」

　そう返すと、十影は進路を第六太陽塔の方角に修正した。







　箱馬車らしき物体が、馬車にあるまじき凄すさまじい速度で草原を駆かけ抜けていく。

　箱馬車らしき物体と表現したのには、もちろん理由がある。車体はたしかに箱馬車のそれだが、車体を引いているのは馬ではなく、二人の至高の血族スプリームブラツドなのだ。

　乗れてせいぜい二人程度の狭せまい車内には、一人の至高の血族が座っていた。ストーカー家の主あるじ、ロドリオ・ストーカーが。

　ロドリオを取り囲み、守るように、十を超える至高の血族が箱馬車と併へい走そうする。人間はおろか至高の血族ですら不安をかき立てる異様と、人間はおろか至高の血族ですら裸足はだしで逃げ出す威い容ようを伴ともなった集団だった。その異様と威容に恐おそれ慄おののきながらも、一人の至高の血族が、集団に、ロドリオの乗る箱馬車に近づいてくる。その至高の血族はロドリオにペスティの動向を報しらせろと命令された、女の至高の血族だった。

　女は箱馬車と並走しながら、頭を下げながら、声を震ふるわせながらロドリオに報告する。

「に、人間どもの本ほん拠きよ地ちから逃にげ出した不純の血は……ク、クラフトが〝赤い剣鬼レツドオーガ〟に殺された……地域に向かいました……」

「わざわざ戻もどってくるとは……不純の血の思考は理解に苦しむな」

「ま、全くです……」

　報告は終わった。が、女は下がらず、おそるおそるロドリオに告げる。

「テッドが……死にました。人間どもの防衛線を越こえた時に……」

「テッド？　誰だれだね、それは」

「わ、私とともに……不純の血の動向を報せるよう、ロ、ロドリオ様から仰おおせつかっていた者です……」

「ふむ、たしかにあの時、もう一人いたな。それがどうかしたのかね？」

「で、できれば……し、死んだ彼に労いの言葉を……」

「ふむ、労いか……」

　転瞬、女の首が闇に刈り取られる。首から上を失った胴どう体たいは、噴ふん水すいのように血を撒まき散らしながら地を転がり、倒たおれ伏ふした。眼前で惨さん劇げきが起こっているにもかかわらず、併走する至高の血族からはしわぶき一つ聞こえてこなかった。

「うぬを同じところに送る……テッドなる者にとって、これ以上の労いはあるまい」

　絶対零れい度どよりも冷たく非情な仕打ちをしたロドリオの頰ほおには、満足げな笑みが刻まれていた。異様と威容……それはロドリオ一人によって醸かもし出されたものなのかもしれない。







　空が白んできたころ、十影とクインは第六太陽塔がある、古代文明のビルが建ち並ぶ廃はい墟きよに到とう着ちやくする。クリアナからの通信で、ここの拠点に詰つめているエクイテスにペスティの情報が行き渡わたっている可能性は高い。だから二人は、拠点から遠く離れた場所にバイクを停めることにした。

「あ～、お尻しり痛い……」

　バイクから降りたクインは臀でん部ぶを擦さすりながら、疲つかれきった声でぼやく。そんな有り様の自分とは対照的に、十影の方は夜通し走り続けたにもかかわらず平気の平左でいるものだからもう、驚おどろきを通り越して呆あきれしか出てこない。

「ほんと、どういう体のつくりしてるのよ」

「鍛きたえろとしか言いようがねえな」

「十影の場合、鍛えてどうこうできるレベルを超えてる気がするんですけど」

「なら訂正してやる。死ぬほど鍛えろ」

「結局そうなるわけね」

　ガックリと肩かたを落とす。

「まずは手分けして捜さがすか？」

「そうね。その方が効率いいし」

「じゃあ──」

「ちょ、ちょっと待って！」

　走り出そうとする十影を、クインは慌てて呼び止める。

「捜す場所なんだけど、十影はペスティと初めて出会った場所を当たってみて」

「それも乙女の勘ってやつか？」

「そうよ。文句ある？」

「ねえよ。闇やみ雲くもに捜すよりかは、クインの勘の方がまだアテになりそうだしな」

「よくわかってるじゃん。ペスティ見つけたら、ＰＤに通信なり救きゆう援えん信号送るなりするってことでいい？」

「ああ、一時間経っても見つからなかった場合は、一度ここで落ち合おう」

「オッケイ」

　返事を聞くと、十影は今度こそ走り出し、古代文明の廃墟を駆け抜けていった。

　十影の姿が見えなくなると、クインは海の底よりも深い深いため息を吐はき出す。

「そりゃまあ、ここにいるかもわかんないけどさ……」

　両手で頭を抱かかえ、

「なに二人きりで会わせようとしてんのよ～。あ～た～し～の～ア～ホ～」

　クネクネしながら、一人懊おう悩のうした。







　ペスティは壁にもたれて座りながら、ゆっくりとこちらに伸のびてくる日の光を、ぼんやりと眺めていた。ペスティがいる部屋は、十影とクインと、初めて出会った部屋だった。ペスティが座っている位置は、その時に自分が座っていた位置だった。

　崩ほう落らくした壁から忍しのび寄る日の光……あの時は、にじり寄る日の光に怯おびえていたが、今は日の光がこちらまで伸びてくることを心待ちにしていた。今は太陽の暖かさが恋こいしくて仕方なかった。たとえ一人でも、居場所がなくても、太陽は自分を歓かん迎げいしてくれる。それだけが唯ゆい一いつの救いだった。

　ペスティはゆっくりと瞼まぶたを閉じ、十影たちと出会った時のことを思い出す。

　考えてみれば、ここが終わりの始まりだった。

　この世界には自分の居場所がないことを思い知らされる、終わりの始まりだった。

　けれど、終わりの始まりだったけれど、心に残ったものはかけがえのない思い出ばかりだった。ほんの一週間程度だったけれど、父と、母と、幸せに暮らしていた時と同じくらいに楽しく、あたたかな一ひと時ときだった。

　きっとこれは、居場所のないわたしを憐あわれんで贈おくってくれた、神様からの、最後の、最高のプレゼント。

　至高の血族スプリームブラツドの世界に、わたしの居場所はない。

　人間の世界に、わたしの居場所はない。

　この世に、わたしの居場所はない。

　だったら──

「こうするのが……一番なのやもしれぬな」

　この場所ならあたたかい思い出に包まれて逝ゆける──そう思いながら、ペスティは貫ぬき手ての形にした右手を闇のオーラで覆おおい、

「わたしが生きていたら、十影とクインの生きる場所を奪うばってしまうやもしれぬ。それに──」

　その手を自分の胸に突つきつけ、

「死んだら……父様と母様にも……会えるよね？」

　刺さし貫つらぬ──




「ふざけんなッ!!」




　すんでのところで、ペスティの手が止まる。

　おそるおそる怒ど声せいが聞こえた方角に目を向けると、

　初めて会った時と同じ場所に、十影が立っていた。

　自分の世界に入り込みすぎていたせいなのか、十影が気配を殺していたせいなのか……怒声が聞こえるまで、ペスティは十影の存在に気づくことができなかった。

　十影は大おお股またで歩み寄り、ペスティの両りよう肩かたを摑つかむ。両肩を摑まれたペスティは、親に叱しかられた子供のようにビクリと体を震わせた。

「ふざけんな……」

　ペスティとは目を合わさず、十影は俯うつむきながら先程と同じ言葉を吐く。そして、魂こん魄ぱくを吐き出さんばかりの勢いで、叫さけんだ。

「あの時言っただろ！　おれは、仲間を……守りたかった奴やつを……失うのが恐こわいって言っただろ！　なのに勝手に死のうとしてんじゃねえよ！　わかれよ!!　おれはもう大切な奴を失いたくねえんだよッ!!　あんたはもう、おれにとって大切な奴なんだよッ!!」

　十影の両手は、ひどく震えていた。ペスティを失うことを恐れ、震え続けていた。

　しかし、失いたくないという気持ちは、

「それはわたしも同じだ。きみが……きみたちが大切だから、きみたちの居場所を奪うような真似まねはしたくないのだ」

　毅き然ぜんと突き放そう──そう決意し、出した声音は、あまりにも弱々しかった。

「居場所はつくると言った。おれの分も、ペスティの分も」

　こちらとは対照的に、十影の言葉は、決意に満ちた力強さに溢あふれていた。

「だ、だが、わたしがいたら十影たちに迷めい惑わくが──」

「そんなもんかけちまえ。いくらでも受け止めてやる」

「だが……だが、居場所をつくってもすぐに誰かが潰つぶしに──」

「そんな輩やからはおれがぶった斬ぎる」

「だが──」

「だーもうッ!!」

　一際大きな声を上げられ、ペスティはビクリと硬こう直ちよくしてしまう。

　十影は顔をあげ、ペスティの瞳ひとみをしかと見つめ、

「つべこべ言わずに黙だまっておれの隣となりにいろッ!!　そこがお前の居場所だッ!!」

　あまりにも素直で、愚ぐ直ちよくで、真っ直ぐな言葉だった。

　ペスティの心をしかと摑んで離はなさない、決意と覚かく悟ごに満ちた言葉だった。

　気がつけば、涙なみだが頰を伝っていた。

　十影にもそれが見えたのだろう。表情が一いつ瞬しゆんにして狼ろう狽ばいに塗ぬり変わり、慌あわててペスティの両肩から手を離していた。そんな十影を尻しり目めに、涙はぽろぽろと零こぼれ落ち、とめどなく溢れてくる。嬉うれしくて、たまらないほど嬉しくて、涙がとめどなく溢れてくる。

　この人となら一いつ緒しよに生きていけると想った。

　この人と一緒に生きていきたいと想った。

　居場所を、一緒につくっていきたいと想った。

　友達の……大切な友達の好きな人を奪うような真似はしたくない。でも、それでも、この想いを抑おさえることはできなかった。抑えられるはずもなかった。

　ペスティは心の中で友達クインに詫わびると、溢れる想いに身を任せ、倒れ込むように十影の胸に顔を埋うずめる。先程までの男らしさが露つゆと消え、慌てふためく十影をよそに、ペスティは子供のように声を上げて泣き続けた。







　十影とペスティのいるビルの裏手の路地で、クインはビル壁かべを背に、膝ひざを抱えて座っていた。地面に、集音機能をオンにしたＰＤを置いて。なぜそんなことをしているのかは至って明白。出で歯ば亀かめしているのだ。十影とペスティの会話を。

「ば～かば～かあたしのば～か」

　唇くちびるを尖とがらせ、若じやつ干かん涙目になりながら、クインは自分を罵ののしる。

　クインが付き合った男の数が多いことには、それなりの理由があった。相手に問題があったため別れざるをえなかった──たしかにそれも理由の一つではあるが、最大の理由は別にある。容姿のかわいらしさのおかげで付き合うまではすんなりいくことが多いが、恋こい人びととなり、その男性を深く知っていくうちに、自分よりもずっと前からその男性を想っている女性や、自分以上にその男性を必要としている女性の存在に気づき、そこで身を引いてしまう癖くせがクインにはあった。

　ただ身を引くだけの場合もあるが、ひどい時は今のように御お膳ぜん立だてまでしてしまうこともあり、相手が自分に未練を持っている時は、それを断ち切るためにこっぴどい振ふり方をすることもあった。その結果、男性遍へん歴れきに難アリという風評が拡ひろがってしまった。

　表に出すことはないが、クインは小さな容姿に少なからずコンプレックスを抱いだいているため、年ねん齢れい以上に見られることに、男性経験が豊富という目で見られることに快感を覚えてしまい、それっぽい女を演じるようになってしまった。さらに元々の恋多き性格が災わざわいしてしまい、大多数の人間がクインのことを男遊びがひどいという目で見るようになってしまっていたのだ。

「あ～でもな～」

　クインは抱えた膝に顔を埋める。十影に興味を持ったのは、〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟と恋こい仲なかになれたら素敵だろうなあ──という、今思い返すと少々恥はずかしい、乙女おとめチックな理由からだった。そんなことを夢見ていた時分に、十影が派は遣けんされている第だい六ろく太陽塔ツリー防衛の任務につくことになったのは、クインにとって渡わたりに船としか言いようがなかった。それから十影と出会い、命を救われ……気がつけば自分でもどうしようもないほどに惚ほれてしまっていた。そう、どうしようもないほどに。

「……ダメ。ダメダメダメ。やっぱり諦あきらめたくない」

　自ら引いていながら、御膳立てまでしておきながらそう思ったのは、クインも初めてのことだった。

「十影ってばナチュラルにすけこますことあるし、おれの隣がお前の居場所だ～みたいなこと言ってたけど……うん、告白じゃないかもしれないし！」

　そう自分に言い聞かせ、顔を上げた直後のことだった。




　クインの眼前で、空が闇やみに塗り潰される。




　なにが起きたのか、全く理解できなかった。今は朝、昇のぼった太陽が沈しずむなんてことはありえない。なにかが……やばい。クインは慌ててＰＤを摑み、十影に通信を試みながら大急ぎで路地を飛び出した。







　ペスティに泣きつかれ、しどろもどろになっていた十影だったが、外が闇に覆われるさまを見て、スイッチが切り替かわるように一瞬で冷静さを取り戻もどす。

「ペスティ、わりぃけど離れてくれねえか。なんか、やばいことになってる」

　ペスティも異常な事態が起きていることには気づいており、目元を擦こすりながらもすぐに十影の胸から離れた。直後、ＰＤが振しん動どうし、画面を確認するまでもなくクインからだと察した十影は、すぐに通信に応じる。

『十影！　空が……！』

「わかってる。お前が出歯亀していたこともな」

『そ、それは今はいいでしょ！　それより早く大通りに来てよ！』

　通信を切り、十影とペスティは大通りに出る。クインの姿を認め、駆かけ寄ろうとするも、

「アレ！　アレを見て！」

　クインが指し示した先に映る、この世のものとは思えぬ光景を前に、十影は思わず足を止め、瞠どう目もくした。

「マジ……かよ……」

　空が闇に覆われたため第六太陽塔から人工太陽光が照射されたわけだが、信じられないことに、人工太陽光が空を覆う闇に圧されているのだ。第だい六ろく太陽塔ツリーの足元しか照らせないほどに。

「まさか……いや、ありえぬ……あの方がこんなところまで来るはずが……」

　泣いたことで赤みすら帯びていたペスティの顔が、今や完全に青ざめていた。その様子を見て、心配げにペスティに駆け寄るクインを、

「わっ!?」

　十影は片手で突つき飛ばした。直後、一いち陣じんの黒き風が十影に襲おそいかかってくる。十影はすぐさま刀を抜ぬき、すれ違ちがいざまに黒風に一ひと太刀たち浴びせた。

　刹せつ那なの一いち会えを終えた黒風は、十影の五メートルほど後方で立ち止まる。黒風の正体は黒いローブを身に纏まとった至高の血族スプリームブラツドだった。

「やはり、至高の血族こいつらの仕し業わざだったか」

　言い終わる頃ころには、袈け裟さがけに斬られた至高の血族が血ち飛沫しぶきをあげ、倒たおれ伏ふして地面に血だまりをつくっていた。

「クイン、ＢＩを飲んどけ。囲まれてるぞ」

「囲まれてるって、至高の血族に？」

「ああ。数は十五。そのうちの一人が、たぶん相当やばい。そうだろ？」

　最後の言葉は、ペスティに向けられたものだった。ペスティはぎこちなく首しゆ肯こうを返し、

「思い過ごしであればよいのだが……」

　表情を険しくしながら、〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟を創り出した。その間にクインはＢＩを飲み干し、ホルスターから銃じゆうを抜いて周囲に視線を巡めぐらせる。

「これってもしかして、みんな十影を狙ねらってる感じ？」

「望むところだ。その方が戦いやすい。クインとペスティは援えん護ごを頼たのむ」

「十影はまだ飲まないの？」

「ああ。後ろに控ひかえている奴やつのことを考えると、できれば前座相手にＢＩは使いたくねえからな」

　そう言いながら、十影は二人から離れるように前に歩き出す。そして、

「おいおい、一人殺やられたぐらいでなに怖おじ気けづいてんだ？　至高の血族が人間にビビるなんざ笑い話にもならねえぞ」

　独りごちるように、挑ちよう発はつの言葉を並べた。

　相手は至高の血族。大声を出すまでもなく、この挑発は十五人全員の耳に届いている。その証しよう拠こに、十影に向けられた殺気が一段と膨ふくれ上がっていた。来る──そう確信した瞬しゆん間かん、十と四の影がビルの隙すき間まから一いつ斉せいに飛び出し、十影に殺さつ到とうする。

　他よりも先んじて、二人の至高の血族が十影に肉にく薄はくする。一人は十影の首を刈かり取らんと手刀を繰くり出し、一人は十影の足を刈り取らんとスライディング気味の足あし払ばらいを放った。十影は小さく飛び上がり空中で体を横に寝ねかせ、手刀と足払いの間を搔い潜くぐる。そして、つむじ風さながらに体を旋せん転てんさせ、円を描えがいた銀色の剣けん閃せんが二人を同時に斬り裂さいた。

「伏せろ！」

　ペスティの叫さけび声が聞こえ、十影は着地と同時に地に伏せる。直後、五十メートル超ちようの〝宵闇の揺らめき〟が、十影に殺到する至高の血族を薙なぎ払はらい、蹴け散ちらした。

　続けて響ひびく銃声。十影と同じように伏せて〝宵闇の揺らめき〟をやり過ごした三人の至高の血族を、クインの放った銀ぎん弾だんが貫つらぬいた音だった。

「やるじゃねえか」

　短く二人を褒ほめながら、十影は頭上から襲い来る至高の血族に視線を向ける。この一人だけが、〝宵闇の揺らめき〟を飛んでかわしていたのだ。至高の血族は落下の勢いに乗って、握にぎり固めた拳こぶしを地面に振り下ろす。その衝しよう撃げきたるや地面に亀き裂れつが走るほど強きよう烈れつなものだった。が、どれほど強烈な一撃でも、当たらなければ脅きよう威いとはなりえない。十影を捉とらえるはずの拳が地面を捉えた時点で、その者の運命は決定づけられていた。かわしざまに心臓を刺さし貫かれた至高の血族は、地面に拳を突き立てたまま絶命した。

「さて……」

　ゆっくりと至高の血族から刀を引き抜き、ゆっくりと前方に視線を巡らせる。〝宵闇の揺らめき〟で薙ぎ払われた者たちが、それだけでやられたとは考えにくい。となると、

「残り九人か」




「やれやれ」




　不意に、威い厳げんに満ちた老人の声が空を覆おおう闇から聞こえてくる。




「うぬらは我の手を煩わずらわせるつもりか？」




　起き上がる八つの気配。その八つ全てが、恐きよう怖ふに駆られていることに十影は気づく。

　死ぬ気で仕し掛かけてくる──そう思った十影は出し惜おしみはやめにして、すぐさまＢＩを取り出し、一息に飲み干した。ほぼ同時に、八つの殺意が十影に襲いかかってくる。

　十影といえども、ＢＩなしでは力も速さも、至高の血族には到とう底てい及およばない。だから十影は、ＢＩなしでの戦せん闘とうは基本後の先をとるようにしていた。人間よりもはるかに小さなものではあるが、至高の血族といえども攻こう撃げきを仕掛けた瞬間には必ず隙すきが生じる。その一いつ瞬しゆんを見み逃のがさず、殺意も敵意もない一刀をもって十影は至高の血族の屍し山ざん血けつ河がを築いてきた。

　八人の至高の血族は知らない。ＢＩ摂せつ取しゆ後、十影の戦法がガラリと変化することを。

　十影は大地を踏ふみ抜き、爆ばく発はつにも似た勢いで加速。襲い来る至高の血族の群れに突とつ貫かんした。と、思った時には、銀の切っ先が一人の至高の血族の眉み間けんを貫いていた。

　全く動きを追えなかった七人が、慌あわてて十影に視線を集中させるも、

「一つ」

　残っていたのは声だけだった。

「四つ」

　続けて、七人の後方から十影の声が聞こえてくる。振ふり返ってわかったことは、自分たちがもう残り四人しかいないという、冷れい酷こくなまでの現実だけだった。

　剣閃はおろか姿すら見せない十影の速さに、至高の血族たちの表情に新たなる恐怖が上うわ塗ぬりされる。ＢＩによって高められた身体能力を如何いかんなく発揮した、先の先をとる戦法……ＢＩ摂取前の後の先をとる戦法とは真逆なせいもあり、至高の血族たちは十影の動きに全くついていけていなかった。

「すご……」

　離はなれたところで十影の戦いを眺ながめていたクインは、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。〝暁の英雄〟の強さは圧あつ倒とう的てきと言わざるをえなかった。だが、逆説的に考えれば、ＢＩを摂取した十影と渡り合った〝至高の中の至高クラフト〟もまた、圧倒的な強さを有していたことになる。

　本格的に戦闘が始まる前に十影は言っていた。相当やばい至高の血族がいる──と。その至高の血族はクラフト以上の〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟と見て、まず間ま違ちがいないだろう。否が応でも不安を誘さそわれる。そんなクインの不安をよそに、

「七つ」

　あっという間に七人斬きり伏せた十影は、一人残された至高の血族に切っ先を向ける。

　返り血を浴び、その身を赤く染めた十影を見て、至高の血族は恐おそれ慄おののきながら呟く。

「赤いレツド……剣鬼オーガ……」




「もうよい」




　再び、空の闇から威厳に満ちた声が聞こえてきた瞬間、十影は半ば反射的に飛び下がった。直後、〝赤い剣鬼レツドオーガ〟に恐れ慄いていた至高の血族は闇に喰くわれ、血の一いつ滴てきも残すことなく、この世から、その命ごと消失する。闇に喰われたのは一人だけではなく、すでに死した十三の至高の血族もまた闇に喰われ、この世から跡あと形かたもなく消え失せていた。

　飛び下がった瞬間、十影はたしかに見た。どこからともなく現れた闇のオーラが至高の血族を包み込み、吞のみ込む瞬間を。

「我にゴミ掃そう除じまでさせるとはな。所しよ詮せんは、ただの至高ということか」

　今度の声は、闇から聞こえたものではなかった。

　いつの間にか、だった。気配も予兆もなく、いつの間にか、夜会服とマントに身を包んだ老ろう齢れいの至高の血族が、大通りのど真ん中に、十影の視線の先に立っていた。

　唐とう突とつに噴ふき出した玉のような汗あせが、十影の頰ほおを伝う。理性が、本能が、十影という人間を構成するありとあらゆるものが訴うつたえてくる。目の前にいる老人は、今まで戦ってきた至高の血族とは、今まで戦ってきた〝至高の中の至高〟とは、あきらかに格が違う。

（相当やばい……なんてもんじゃねえな）

　老人を前にして、十影は金かな縛しばりにあったように動けないでいた。

「〝赤い剣鬼レツドオーガ〟よ、まずは褒めてつかわす。ＢＩなる薬の力を差し引いても、うぬの業前はただの至高をはるかに凌りよう駕がしておる。人間も強さを極めればここまでやれるとは、さすがに我も思わなんだ。良い見世物であったぞ」

　あまりにも尊大で、あまりにも余よ裕ゆうに満ちた言葉だった。

　普ふ段だんの十影ならば挑発という利子をつけて返すところだが、「何者だ……？」と、絞しぼり出すような声で訊たずねるのが精いっぱいだった。

「ふむ、やはりさすがと言っておこうか。矮わい小しようなる人間の身でありながら、我との格の違いに気づきおるとは。だが、残念ながら我には人間に名乗れるほどの卑ひ賤せんな口は持ち合わせておらぬ。そこの不純の血にでも教えてもらうといい」

　そう言って、青ざめた顔をしたペスティを顎あごで示した。

　矮小なる人間ゆえに格の違いに気づいていないのか、クインは顔色の青いペスティをただ心配そうに見つめているだけだった。

　十影は半顔だけを振り返らせ、ペスティに向かって「教えてくれ」と首肯する。ペスティもまた首肯を返すと、震ふるえる唇くちびるで、老人の名を告げた。

「この方の名は、ロドリオ・ストーカー……様。〝至高の中の至高〟と呼ばれる二つの血筋の、ストーカー家の当主にあたる方だ」

「至高の血族の、トップの一人ってわけか」

　視線を戻もどし、ロドリオを睨にらみつける。

「そのトップが、いったいなにしに来やがった？」

　ロドリオは鼻先で笑い、

「その目、その物言い、うぬらの故事でいう『一寸の虫にも五分の魂たましい』というやつか」

「好きに解かい釈しやくしろ」

「そうさせてもらおう。して、我がなにを目的でここに来たか……だったな？　知れたこと、そこにいる不純の血を迎むかえにきてやったのだ。我自らな」

　意外すぎるロドリオの言葉に、ペスティは狐きつねにつままれたような顔をする。

「どういう風の吹ふき回しだ？　不純の血ってのは、あんたらにとって有史以来の汚お点てんじゃなかったのかよ」

「汚点であることに変わりはない。人間の血は味わうものであって、断じて交わるものではないからな」

「だったらなぜ──」

　言い終わるよりも早く、十影はその身を大きく反らす。遅おくれて、闇やみ色の鎌かまが十影の首があった空間を刈り取った。

「今は我が話している。口を慎つつしみたまえ」

　舌打ちを漏もらしながらも、十影は黙だまってロドリオの話に耳を傾かたむけた。

「状じよう況きようが変わったのだよ。不純の血が太陽の光を克こく服ふくしていたという報が入ったことでな」

　ある程度予想していた答えを聞き、十影の表情に苦みが加わる。

「己おのが血を尊たつとぶストーカー家にとって、人間とのクォーターを世に送り出してしまったことは屈くつ辱じよく以外の何ものでもない。本来ならば崇すう拝はいすべき闇に葬ほうむるところだが、太陽の光に耐たい性せいがあるとわかれば話は別。其その女の存在は、至高の血族スプリームブラツドという種の新たなる可能性。我々にはまだ進化の余地が残されているなによりの証あかし。ゆえに──」

　突とつ如じよ、ペスティの足元から四本の暗黒の槍やりが突つき上がり、

「飼ってやることにした」

　ペスティの四し肢しを貫いた。

「くぅっ……！」

「ペスティ!?」

　現れた時と同じように、唐突に黒槍は消え、倒たおれかけたペスティをクインが慌てて抱だき支える。

　ほぼ同時のことだった。納刀しながら地を蹴けり、一足でロドリオに接近した十影は、

「〝煌こう月げつ〟……！」

　声に殺意を滲にじませながら、神速の居合斬ぎりをロドリオの首筋めがけて繰くり出した。が、

　硬こう質しつの響きが、廃はい墟きよにこだまする。

　指一本だった。瞬しゆんの奥おく伝でん〝煌月〟に、十影最速の一刀に苦も無く反応したロドリオは、闇のオーラを纏まとった人差指一本で斬ざん撃げきを受け止めた。

　瞠どう目もくする十影を尻しり目めに、

「一つ教えておいてやろう」

　ロドリオの足元から、〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟に酷こく似じした漆しつ黒こくの帯が無数に噴き出す。

「付きの者たちに、うぬを狙ねらわせたのは──」

　漆黒の帯はまるで生きた蛇へびのような動きをしながら、一いつ斉せいに十影に襲おそいかかる。

「ただの戯たわむれだ」

　十影は刀で帯を斬り落とし、抵てい抗こうするも、ほどなく体を搦からめ捕とられてしまい、

「そして、今この時もな」

　複数の帯を束ねた鉄てつ槌ついの如ごとき一いち撃げきを腹に受け、玩具おもちやのように吹き飛ばされた。

「十影っ!!」

　はるか後方まで飛んでいく十影に向かって、クインは悲鳴を上げる。地を転げ、倒れ伏ふした十影の傍かたわらには、クラフトの〝暗き隣人ノターチ〟の如く、いつの間にか移動していたロドリオの姿があった。内臓をやられたのか、十影は血を吐はきながらも起き上がろうとするが、

「やめたまえ」

　地面から伸のびてきた無数の帯に四肢を縛しばられ、再び地に伏させられる。

「いくら強かろうが所詮は人間。真の意味で至高たる我には勝てんよ」

　ロドリオの言葉は驕おごりでも過信でもなく、純然たる、厳然たる事実だった。

　人間からは敬われ、至高の血族からは恐れられていた十影が、赤子の手を捻ひねるように容易たやすく、あっけなく、地面に這はいつくばらされている。

　格が違ちがっていた。強さ云うん々ぬんの次元ではない、より根本的な違い。生物としての格──それが十影とロドリオの間にある、致ち命めい的てきなまでの差だった。

「〝宵闇の揺らめき〟に〝暗き隣人〟……どういう……カラクリ──ぐふッ！」

　再び、十影の口から血が吐き出され、地面に血だまりをつくる。

「我の〝闇を統べる者クリアテイオ〟は闇を生み出し、操る、闇闘技コンフリクトの極きよく致ち。他の者の闇闘技を再現することぐらい造作もない。さて……」

　ロドリオは手刀の形にした右手を、頭上に掲かかげた。

「〝赤い剣鬼レツドオーガ〟よ、光栄に思うがよい。うぬの蛮ばん勇ゆうに敬意を表し、我が手ずから葬ってやろう」

　闇のオーラが、右手を包み込む。

「やめてっ!!」

　ペスティから離れたクインが、絶ぜつ叫きようしながらロドリオに向かって閃光手榴弾フラツシユバンを放り投げる。が、爆ばく発はつする前に闇に喰われてしまい、不発に終わってしまう。

　続けて距きよ離りを詰つめながら銃じゆうを構え、引き金を絞るも、弾だん丸がんもまた闇に喰われてしまい、ただの一発もロドリオに届くことはなかった。

「……ふむ」

　ロドリオの足元から無数の〝宵闇の揺らめき〟が噴き出し、クインに襲いかかる。

　どうにか搔い潜くぐろうとするも、十影ですら凌しのげなかったものをクインに凌げるはずもなく、あっという間に四肢を搦め捕られ、立ったまま拘こう束そくされてしまう。

「や……ちょ……離してよっ！」

　ジタバタもがくも、四肢に巻きついた〝宵闇の揺らめき〟はビクともしなかった。

　ロドリオは悠ゆう然ぜんとクインに歩み寄り、彼女の首筋を爪つめで薄うすく切り裂さく。「ひぅっ」と小さな悲鳴を漏らして嫌いやがるクインには構わず、首筋から流れる赤い滴しずくを舐なめ取った直後、ロドリオはわずかに目を見開き、同時に、感かん嘆たんの吐と息いきを漏らした。

「ほう……ＢＩなる薬を摂せつ取しゆした直後の血はまずいものがほとんどだが……ふむ、これほど上質な血はそうそうない。喜べ、うぬもまた我に飼われる権利がある」

「そ、そんな権利、死んでもお断りよっ！」

　その身を、心を、声を震えさせながらも、クインは気き丈じようにロドリオを睨みつけた。そんなクインに対し、ロドリオは気を害するどころか、頰に微び笑しようを刻み、感心したように言う。

「たとえ矮小なる人間であろうとも、心の気高き者は嫌きらいではない。ますます気に入ったぞ」

　クインはしばし、ロドリオを睨みつけ、

「……気に入ってくれたついでに聞かせてよ。どうしてあんたたち至高の血族は、あたしたち人間を虐しいたげるのよ？　血を吸いたいって理由だけじゃ辻つじ褄つまが合わないくらい、あんたたちは意味もなく、たくさんの人を殺してる……どうしてそんなことするのよ!?」

「ふむ……うぬの血と心力に免めんじて、其の問答に応じてやろう。仮にの話だが、うぬらが飼い馴ならしている家か畜ちくどもが己こそが地上の支配者だと言わんばかりに振ふる舞まい、跋ばつ扈こしていた場合、うぬらはどう対応する？」

「そんなの……仮にでもありえるわけないじゃん」

「つまりはそういうことなのだよ」

「そういうことって……………………そういうことなの!?」

　瞠目するクインに、ロドリオは鼻先で笑いながら応じる。

「そう、ありえんことなのだよ。矮小なる人間如きが地上の支配者を気取るなどな。わからせる必要があるのだよ。誰だれが地上の支配者であるのかをな」




「彼女から離はなれろッ!!」




　突とつ然ぜん、野太い男の声がロドリオの背中にぶつけられる。ロドリオの、倒れ伏す十影のはるか後方には、白い軍服に身を包んだエクイテスの兵士が十人、銃を構えていた。

　人工太陽帯サンベルト外周部の建物や地面には極小サイズの複合センサが無数に仕し掛かけられており、至高の血族が人工太陽帯に足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、最寄りの拠きよ点てんに侵しん入にゆうの報が届けられるようになっている。そうでなくても、突然空が闇に覆おおわれ、さらには第だい六ろく太陽塔ツリーの人工太陽光までもが封ふうじられたのだ。事態解明のためにも兵士たちが出動するのは自明の理だった。

「これで、あんたも終わりよ」

　勝ち誇ほこった顔で、クインはロドリオに告げる。

「ほう……我に問答をしかけたのは、こやつらが来る時を稼かせぐためだったか。なかなかに賢さかしいではないか。だが──」

　ロドリオはマントを翻ひるがえしてクインに背を向け、

「同時に愚ぐ昧まいでもあるな。愛いとおしさすら覚えるほどにな」

　その動きに呼応するように、クインを拘束していた〝宵闇の揺らめき〟が動き出し、彼女を地面に寝ねかせた。

「流れ弾だまで死なれてはかなわぬ。うぬらの相手は無ぶ粋すいな輩やからどもを片づけてからにしよう」

　そう言い残すと、泰たい然ぜんたる足取りで兵士たちの方へ歩いていく。ロドリオが地に伏す十影の脇わきを通り抜ぬけ、兵士たちとの距離が十メートルを切ったところで、

「撃うてええええええッ!!」

　十とおの銃による大合唱が開演された。







　両手両足を暗黒の槍で貫つらぬかれ、クインという支えが離れ、地に座していたペスティだったが、意志の力で痛みをねじ伏せ、立ち上がる。

　よろめきながらも歩いてクインに歩み寄り、膝ひざをついて、クインを拘束する、ロドリオが創り出した〝宵闇の揺らめき〟に触ふれる。そして、

「ペスティ！　大だい丈じよう夫ぶな……の……？」

　拘束が緩ゆるんだことに気づき、クインは不思議そうな顔をしながら上体を起こして、ペスティを見つめた。

「なにをしたの？」

「同じ〝宵闇の揺らめき〟ならば、もしかしたら操れるのではないかと思うてな。じゃじゃ馬すぎて縛る力を緩めるのがせいぜいだったが、うまくいったようだ」

　そう言って、ペスティは倒れ伏す十影を見つめる。それだけで察したクインは、

「肩かた、貸したげる」

　二人は一いつ緒しよに立ち上がり、十影のもとに向かった。気づいていないのか、あえて無視しているだけなのか、何十何百という銀弾の雨に晒さらされ、その全てを闇のオーラで吞のみ込んでいたロドリオは、こちらに一いち瞥べつもくれることはなかった。

　十影のもとにたどり着くと、ペスティは膝をつき、クインの時と同じように十影を拘束する〝宵闇の揺らめき〟を緩める。

　十影は上体だけを起こし、腹部の鈍どん痛つうに顔をしかめながら、

「サンキュな、ペスティ」

　ロドリオの背中を睨にらみつけた。

「十影……馬ば鹿かなことは考えるな。ロドリオ様の狙いは、このわたし……だから、十影はクインを連れて逃にげるのだ。もしかしたら、見み逃のがしてもらえるやもしれぬ」

「馬鹿なこと考えてんのはどっちだ。それに──」




「ぎゃああああああああああッ!!」




　断だん末まつ魔まの叫さけびが三人の耳をつんざく。力の差を見せつけるようにわざと弾だん雨うを受けていたロドリオが、とうとう攻こう勢せいに出たのだ。立ち上がり、加勢に向かおうとするクインの手を、十影は座ったまま強く握にぎり締しめ、引き止める。

「やめとけ。行ってもなにもできやしない」

「そんなのわかってるよ！　でもほっとけ──いたっ！」

「……わりぃ」

　知らず手に力が入ってしまったのか、十影は謝りながらクインから手を離した。

「こっちこそ……ごめん」

　十影に握られた手を擦さすりながら、クインもバツが悪そうに謝る。加勢に行きたいのは十影も同じだということに気づいたからだ。そして、それに気づいたのはクインだけではなく、ペスティは悲しげな表情をしながら、十影に訊たずねる。

「それに、あの者たちのことを見捨てることはできない……そう言いたいのであろう？」

「いや、その答えじゃ五十点しかやれねえな」

「五十点？」

「言ったろ。おれたちの居場所を潰つぶそうとする輩はぶった斬ぎるって。おれたちの居場所ってのは、おれと、ペスティと、クインの三人が揃そろっていることが大前提だ。ペスティがいなくなったら、居場所をつくることすらできなくなっちまう」

　一人、クインは緩みかけた頰ほおを引き締め直す。十影の言っていた居場所が、十影とペスティだけのものじゃないことを知って、嬉うれしく思っているのだ。

「だから、ロドリオはおれが斬る」

「気持ちは嬉しいが……無理だ。いくらきみでもロドリオ様に勝つことはできぬ。だから……お願いだから、命を捨てるような真似まねはしないでくれ……」

　涙なみだ声ごえで、懇こん願がんするように、ペスティは十影に訴うつたえる。

　そんなペスティに向かって、十影は力強く断言した。

「心配すんなって。勝算はある」

　直後、再び兵士の断末魔の叫びが耳をつんざき、十影は歯は嚙がみする。

「モタモタしてられねえな」

　そう呟つぶやいてから、ベルトに吊つり下げたケースから一本、白い液体の入ったアンプルを取り出し、ペスティに渡わたした。

「……これは？」

「中和剤ざい……」

　ペスティの疑問に答えるように、クインがポツリと呟く。

　きょとんとする二人を尻しり目めに、十影は、

「ペスティ、頼たのみがある」







「来るな……来るな！」

　三人の兵士は身を寄せ合うように固まりながら、ロドリオに向かって銃を構える。十人いた兵士も、今はもうこれだけの数しか残っていなかった。

　恐きよう怖ふに塗ぬり潰された心が兵士たちの手を震ふるわせ、銃じゆう口こうを揺ゆらし、狙ねらいを定さだめるという行こう為いそのものを放ほう棄きさせる。

「こんな雑魚ざこどもを相手に苦戦しているとは、至高の血族スプリームブラツド全体の質が落ちているのやもしれぬな」

　睨みつけた蛙かえるを前にした、蛇へびの心境を解したかのような口くち振ぶりだった。

「ついでに太陽塔なる建造物を破は壊かいしてやるのも一興か。そうすれば、戦せん況きようも少しは動くやもしれん」

　そう独りごちたあと、不意に、わずかに、ロドリオの片かた眉まゆが上がる。

　先程まで兵士たちの心を支配していた恐怖が、希望にすり替かわっていたのだ。

「ふむ……逃げ出そうものなら、ただちに素っ首を刎はね飛ばしていたところだが──」

　マントを翻し、ロドリオは振り返る。

「まだ戦意を失わぬ心力、嬉しく思うぞ〝赤い剣鬼レツドオーガ〟よ」




　ロドリオの視線の先には、渾あだ名などおり鬼おにのような形相をした十影の姿があった。




「別に、あんたを喜ばせるために立ったんじゃねえよ」

　そう言って、十影は獲え物ものを目前にした肉にく食しよく獣じゆうのような荒あらい息を吐はいた。

　あきらかに様子のおかしい十影を前に、ロドリオはわずかばかり目を細める。

「さては、ＢＩなる薬を追加投とう与よしたな？」

「ハズレだ」

　声だけをその場に残し、ロドリオの視界から十影の姿が消える。いつのまにか、十影はロドリオの眼前まで迫せまっていた。先程よりも、あきらかに十影の速度が上がっていた。振ふり下ろされる刃やいばも、先程よりも格段に鋭するどさを増していた。だが、それでもまだロドリオの反応を凌りよう駕がするほどではなく、指一本では受け止めきれないと判断したロドリオは、闇やみのオーラを纏まとわせた左ひだり腕うでで迫りくる刃を受け止めようとする。

　しかし、

　銀の刀身を薄うすく包む黒いオーラが見えた瞬間、ロドリオは反射的に、体だけを一歩後ろに下がらせた。

　ほぼ同時に、左腕の前ぜん腕わんが刀を受け止める。そして、




　ロドリオの左腕が宙を舞まった。




　一歩後ろに下がらなければ、その身も斬られていたところだった。

　好機と見た十影が追つい撃げきをかけようとするも、

「慌あわてるでない」

　腕を斬られたばかりとは思えないほどの落ち着いた声音で窘たしなめると同時に、足元から無数の〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟を噴ふん出しゆつさせ、十影を後ろに下がらせた。

　ロドリオは今はなき左腕を、血を滴したたらせる切り口を見つめ、嘆たん息そくする。

「やれやれ、繫つなぐにはかなりの血を摂せつ取しゆする必要がありそうだな」

　それから十影に視線を移し、「愚おろかな……」と呟いた。

　十影の右目からは、血の涙なみだが流れていた。







『そんなの駄だ目めに決まっとるであろう！』

　十影の頼みを聞いた瞬しゆん間かん、ペスティは思わず声を荒げた。

『あたしも反対。そんなことしたら、仮に勝てたとしても……』

　十影が死んじゃうかもしれない──そんな言葉は口に出したくなかったのか、クインは十影から顔を逸そらして口ごもる。

　そんな二人を前にしても、

『それでもだ』

　十影の言葉に迷いはなく、声音は覚かく悟ごに充みち満ちていた。

『ロドリオに勝つにはもうこれしかねえんだ。だから……頼む！』

　十影は二人に向かって、深く深く頭を下げた。ペスティもクインも、鋼はがねよりも強固な十影の覚悟を崩くずす言葉を見つけることができず、重い沈ちん黙もくが三人の肩にのしかかる。かに思われたが、ロドリオの手によって奏でられた断末魔の旋せん律りつが、のしかかりかけた沈黙を破り捨てる。頭を下げる十影の両手は、血が滲にじむほどに強く強く握り締められていた。

『……わかった』

　観念したように、ペスティ。

　十影の説得は無理だと判断したのか、あるいは他に方法はないと思ったのか、クインもまた観念したようにため息をつくと、その手に持っていた拳けん銃じゆうを十影に押しつけ、

『あたしだけなんの力にもなれないなんて嫌やだから、持ってて。……邪じや魔まになるって言うなら、別にいいけど……』

　そう言って、そっぽを向くクインに、十影は思わず微び笑しようを浮うかべる。

『別に使えないってわけでもねえしな。ありがたく受け取っとくよ』

　銃を受け取り、懐ふところに仕し舞まい込むと、ペスティに向かって一つ頷うなずいてみせる。それだけで察したペスティは、暗黒の槍やりで貫つらぬかれ、血の赤で穢けがれた右腕を十影に差し出した。

『一つだけ、約束してくれ……絶対に……絶対に死なないと……』

『ああ。約束する。ロドリオに勝って、絶対に生き延びると約束する』

　そう断言すると、十影はペスティの右腕を摑つかみ、前腕部の、いまだ出血の止まらない傷口に口をつけた……。







「まさか、不純の血を飲むとはな」

　呆あきれたように、感心したように、ロドリオは呟く。

　十影は右目から流れる血けつ涙るいをそのままに、地を蹴けり砕くだいて、再度ロドリオに接近を試みる。その動きに呼応するように、ロドリオの足元から伸のびる無数の〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟が十影に殺さつ到とうした。

　一度目の戦せん闘とうでは十秒ともたずに動きを封ふうじられてしまった十影だったが、今度は迫りくる〝宵闇の揺らめき〟をかわし、斬り払はらい、着実にロドリオとの距きよ離りを詰つめていく。にもかかわらず、ロドリオの表情には微み塵じんの焦あせりもなく、ペスティの血を飲んだ十影を観察するように赤い目を細めていた。

「忌いま々いましいが、不純の血といえども至高の血族であることに変わりはない。其その血を直接飲めば、たしかに至高の血族に比する力を得ることができる。だが、ＢＩなる薬を摂取したうえ、其の血を直じかに飲んだとなれば、うぬの体はもはや幾許いくばくももつまい」

「関係ねえよ」

　十影は〝宵闇の揺らめき〟を全て斬り払うと、刀を持つ腕を可動域限界まで捻ねじり、ロドリオに突とつ貫かんする。

　繰くり出されるは、穿せんの奥おく伝でん──

「〝砕華さいか〟！」

　引き手を利用して腰こしに加えた軸じく回かい転てんのエネルギーを、肩かたに、肘ひじに、手首に伝わらせると同時に、極限まで捻じった腕を解放し、螺ら旋せんの刺し突とつを放つ。

　ロドリオは前方に右手のひらをかざし、闇のオーラでできたシールドを発生させて真正面から〝砕華〟を受け止めた。が、〝砕華〟の威い力りよくは凄すさまじく、切っ先を突つき立てた箇か所しよを起点に、シールドに蜘蛛くもの巣状の亀き裂れつが走っていく。

「ふむ、我の敵となりうる強つわ者ものが現れたことを喜ぶべきか、人間の分際で闇闘技コンフリクトを扱あつかう輩やからが現れたことに腹を立てるべきか……」

　ロドリオは銀の刀身を覆おおう闇のオーラをしばし見つめたあと、クインと寄り添そい合いながら戦いを見守るペスティを一いち瞥べつする。

「純血であろうがなかろうが、〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟の血を直接飲んだとしても、人間が闇闘技を行使するなど不可能なはずなのだがな」

「嬉うれしい誤算だったよ。おかげで確実に刃が届くようになった」

　左目からも血涙を流しながら、切っ先をシールドに押し込みながら、十影は軽い調子で応じた。直後、ロドリオが飛び下がり、全く同時に闇のシールドが砕け散る。

「ゆけ」

　ロドリオがマントを拡ひろげると、中から蝙蝠こうもりの羽に酷こく似じした無数の黒こく刃じんが現れ、外見どおり、自由に闇やみ夜よを切り裂さいて十影に襲おそいかかる。

「この程度……ッ！」

　十影は黒刃を斬きり落とし、搔い潜くぐり、一気に距離を詰める。黒刃の群れを抜ぬけ、ロドリオに肉にく薄はくした瞬間、その首を刎ね飛ばすべく真一文字に刀を振るった。

　ほぼ同時のことだった。

　ロドリオは闇からなにかを摑み取り、迫りくる必殺の刃めがけて右手を振るう。

　響ひびき渡る金属音。

　斬ざん撃げきを受け止めたなにかを見て、十影は血涙の止まらぬ目を見開いた。

「どうだね？　うぬにはおあつらえ向きだろう？」

　ロドリオの右手にあるもの……それは闇から創り出した、禍まが々まがしいほどに黒い刀だった。

　二人は鍔つばを迫り合わせながら、

「刀とはな。あんたに扱えるのかよ」

「純血の至高の血族の寿じゆ命みようは人間の十倍以上。嗜たしなみ程度でも、剣けんを振るった時間はうぬよりもはるかに長いよ」

「無む駄だに時間をかけりゃいいってもんでもねえぞ」

　十影の軽口に応えるように、ロドリオは禍々しい笑みを浮かべる。

「うぬが手にした刃は、我に届くほどに鋭い。それは認めよう。だが！」

　戦闘の最さ中なかでありながらもどこか優ゆう雅がで、気品すら漂ただよわせていたロドリオが、

「それでもまだ、我には到とう底てい及およばぬことを思い知るがよい！」

　それらをかなぐり捨てるような荒あら々あらしい前蹴りで、十影を蹴り飛ばした。蹴撃の威力は凄まじく、十影は血ち反吐へどを吐きながら、音速に迫る勢いでビル壁かべに──

「ちぃ……！」

　ぶつかるよりも早く、すでに背後に回り込んでいたロドリオの一刀を、十影は強引に体を反転させて受け止めた。瞬間、ピンボールさながらに、今度は上空まで軽々と弾はじき飛ばされてしまう。

　上空には、すでにロドリオの姿があった。

　振り下ろされる一刀は黒き雷らい霆ていそのもの。超ちよう常じようと呼ぶに足る一刀に対して十影が選んだ技は、奥伝の中でも屈くつ指しの威力を誇ほこる必殺の一刀。

　通常ならば地を蹴って生じた突とつ進しん力か、跳ちよう躍やくして得た落下衝しよう撃げき力を利用するところを、吹ふき飛ばされて得た推進力で代用。その推進力に、その身を旋せん転てんさせて生み出した遠心力を上乗せし、渾こん身しんを超こえた魂こん身しんの一刀を振り抜く。

「断だんの奥伝〝旋せん轟ごう〟!!」

　白銀と漆しつ黒こくの刀身がぶつかり合い、落らく雷らいの如ごとき衝撃が闇を震ふるわす。

〝旋轟〟と黒き雷霆の威力は完全に拮きつ抗こうしていた。

　刹せつ那なの相そう克こくを経て、二人は弾かれるように地面に降り立った。のも束の間、二人は全く同時に地を蹴り砕き、まばたきにも満たぬ間に互たがいの、必殺の間合いに足を踏ふみ入れる。

　吹き荒すさぶ剣けん嵐らん。

　戦いを見守るペスティとクインの目には、銀と黒が織りなす剣けん戟げきの閃ひらめきしか映っていなかった。剣戟の調べは、刹那に何百合打ち合ったのか判別できないほどに濃のう密みつだった。

　人間はおろか、至高の血族スプリームブラツドも、〝至高の中の至高〟すらも寄せ付けぬ激げき闘とう。

　だが、

「くっ……！」

　ロドリオの重い斬撃に弾かれ、十影はたたらを踏みながら後ずさる。

「距離を離はなしていいのかね？」

　地面から無数の〝宵闇の揺らめき〟を、空間から無数の黒槍を、マントから無数の黒刃を飛ばして追撃をかける、ロドリオ。十影は手近のビルに向かって飛び上がり、ビル壁を蹴って漆黒の密集陣フアランクスを飛び越こえ、反撃に出る。が、

「こちらだよ」

　それを読んでいたロドリオが、すでに十影の頭上を押さえていた。

「さて、今度も受け切れるかな？」

　再び、十影に向かって黒き雷霆が落とされる。十影は刀を両手で支えて黒き雷霆を受け止めるも威力までは殺しきれず、小さなクレーターができるほどの勢いで背中から地面に叩たたき落とされ、その衝撃で血反吐とともに肺はい腑ふに残った空気が根こそぎ吐はき出される。

　遅おくれて、ロドリオが音もなく着地する。

「どうだね？　我の業わざ前まえもなかなかのものだろう？」

　地力は明らかにロドリオの方が上だった。そして、

「いいや、全然たいしたこと──」

　余力も。




　──ドクンッ




　突とつ然ぜん、全身を巡めぐる血が脈動し、立ち上がろうとしていた十影は動きを止める。

　血の脈動は、一つ脈打つごとに強さを、激しさを増していき、

「ぐ……ッ！」

　ついには荒あれ狂くるう波のようにのたうち回り始め、やがては激げき甚じんな痛みとなって体中を駆かけ巡っていく。たまらず地面に刀を突き刺さし、片かた膝ひざを突いた瞬しゆん間かん、

「ぐああああ……！」

　血管が爆ばく発はつしたかのような激痛とともに体のそこかしこから血が噴ふき出し、軍服の布地が返り血とは別の赤に染まっていく。もはや誰だれの目からみても明らかだった。十影の体に限界が訪れ、血が暴走し始めたのだ。

「やはり無茶だったのだ！」

「バカ……！」

　ペスティが〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟を、クインが予備の銃を手に加勢しようとするも、

「身の程というものを弁わきまえたまえ」

　ロドリオの足元から無数の〝宵闇の揺らめき〟が噴き出し、凄まじい勢いでペスティとクインに殺到する。二人はどうにかかわそうとするも、あっけなく捕とらえられ、立ったままの状態で拘こう束そくされてしまう。

「うぬらでは、我と同じ盤ばん上じように立つことすら叶かなわぬのだよ」

　ロドリオは膝を突いて苦しむ十影に視線を戻もどし、

「暴走した血が皮ひ膚ふを突き破ったか……少々あっけない幕引きではあるが、久々に戦いというものを楽しめた」

　ロドリオはゆっくりと十影に歩み寄り、闇やみの向こう側にある太陽を突き刺すように、漆黒の刀を高々と頭上に掲かかげた。

「その礼だ。苦しまぬよう一刀で終わらせてやろう」







「やめ……やめてくれ……」

　今まさに凶きよう刃じんを振ふり下ろそうとするロドリオを、膝をついて苦く悶もんする十影を見つめながら、ペスティは誰ともなしに懇こん願がんする。無論、ロドリオがそんな懇願に耳を貸すはずもなく、ペスティに一瞥もくれることなく十影に向かって凶刃を振り下ろした。

　悲鳴がクインの喉のどを裂き、ペスティは思わず両の瞳ひとみを閉じて、迫せまりくる残ざん酷こくな現実から目を逸そらしてしまう。が、

　耳をつんざく硬こう質しつの調べに、ペスティはすぐさま瞼まぶたを開いた。激痛で身動きがとれなかったはずの十影が、膝をついたまま、凶刃を見事受け止めてみせたのだ。さらに、

「おおおおおおおおおッ!!」

　魂たましいすらも吐き出さんばかりの咆ほう哮こうを上げて立ち上がり、ロドリオを押しのける。ロドリオは「そうこなくてはな」と喜色を浮うかべながら、十影が命を削けずって振るった一刀を悠ゆう然ぜんと受け止めた。

　あんなにボロボロになってなお、十影はまだ諦あきらめていない。

　そのことがたまらないほど嬉しくて、たまらないほどつらかった。なぜなら、今この瞬間十影を苦しめているのは、十影の命を奪うばおうとしているのは、他ならぬペスティ自身の血なのだから。こんなことになるのなら、やはりあの時断固として拒きよ否ひしていればよかったとさえ思った。たとえその選せん択たくが、最低最悪の結末を迎むかえる選択であったとしても。

（血よ……わたしの血よ……鎮しずまるのだ……）

　祈いのるように、十影の内にある自分の血に向かって念じる。けれど、十影の軍服を染める赤は拡がる一方だった。

（鎮まれっ!!　鎮まれと言うとるのがわからんのかっ!!）

　怒ど鳴なりつけるも、十影の表情から苦悶が消えることはなかった。

「十影っ!!」

　クインが悲鳴をあげると同時に、ロドリオの一刀を受け止め、吹き飛ばされた十影がビルの壁に背中から激突し、倒たおれ伏ふす。軍服を染める赤はさらに拡がり、同時に、絶望がペスティの心に拡がっていく。しかし、

「まだ……だ……！」

　地面に刀を突つき立て、十影は立ち上がる。ロドリオを見み据すえる双そう眸ぼうに絶望の陰かげりなどあるはずもなく、ボロボロになってなお闘志の炎ほのおを、希望の光を潰ついえさせてはいなかった。

（もう……やめて……）

　それは、十影に向けた言葉ではなかった。

（お願い……だから……お願いだから……もうこれ以上、十影を傷つけないで……）

　それは、十影の内にある、自分の血に向けた言葉だった。

　恥はじも外聞も捨て、ただただ自分の血に懇願した言葉だった。

　十影が止まらないことは、十影を止められないことはわかっている。わかりきっている。

　だから、

　十影を傷つけたくない、十影の力になりたい、十影を守りたい、十影と共に生きたい、十影を────…………ただただ十影のことを想い、自分の血に懇願した。




　──ドクン




　不意に、己おのが内を巡る血の鼓こ動どうを強く感じ取り、




　──ドクン




　十影の内に流れる己が血の鼓動をも強く感じ取り、




　──ドクン




　十影の血の鼓動さえも強く感じ取る。

　そして、本能的に理解する。

　これならいける──と。

（お願い……わたしの血よ……十影を傷つけないで…………いいえ──）

　まるで十影と一つになったかのような感覚が確信させる。

　わたしも一いつ緒しよに戦える──と。

（お願い……わたしの血よ……十影に力を与あたえて！）







　立ち上がろうとした十影は、突然の出来事に困こん惑わくしていた。

　不意に、唐とう突とつに、全身を駆け巡っていた激痛が和やわらいだのだ。それどころか、全身から溢あふれんばかりの力が漲みなぎってくるのだ。まるで誰かが血の暴走を抑おさえてくれているような、誰かが自分に力を与えてくれているような……そんな感覚だった。
















（いや、誰かじゃねえな）

　そして、本能的に理解する。

（ったく、あんな大見得切っておきながら……我ながら情けねえ話だ）

　これならいける──と。

　血ち塗まみれになってなお凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ、十影は立ち上がり、刀を構える。

　死に体だった十影から生気が漲っているのを認め、ロドリオの片かた眉まゆがわずかに上がる。

「わりぃな、ロドリオ・ストーカー」

　転瞬、

「ここから先は、二対一だ」

　たった一足で、十影は刀の届く間合いに踏ふみ込んだ。ロドリオをして瞠どう目もくさせるほどの、疾しつ風ぷうすら抜ぬき去るほどの速さだった。

「ふッ！」

　鋭するどい呼気とともに繰くり出された斬ざん撃げきは、速さも、鋭さも、今までとは比ひ較かくにならないほどに研とぎ澄すまされていた。

　ロドリオは劇的な反応で斬撃を受け止めるも、

「ぬぅ……！」

　重さもまた今までとは比較にならず、ロドリオの口から呻うめき声が漏もれる。

　疾はやく、鋭く、重い斬撃はその一刀だけでは止とどまらず、怒ど濤とうの連撃をもってロドリオを攻せめ立てる。その苛か烈れつさたるや、ロドリオに反撃すら許さぬほどのものだった。

　だからといってこのまま守勢にまわるようなロドリオではなく、剣けんを振るった時間が十影以上であることを証明するように、精せい緻ち極まる技術で袈け裟さがけの斬撃を受け流し、そのまま十影の脇わき腹ばらを斬きり裂さこうとする。だが、

　精緻極まる技術を持っているのは、こちらも同じ。

　十影は斬撃の途と中ちゆうで軌き道どうを変え、上から押さえつけることで、受け流しからの斬撃を押し潰つぶす。と同時に刀を返し、体勢の崩くずれたロドリオめがけて袈裟がけに斬り上げた。

　ロドリオの体から血がしぶく。致命には至らぬまでも、胴どうを斬り裂いた確かな手応えを感じ、十影はここぞとばかりに踏み込もうとするも、

「ちぃ……ッ！」

　ロドリオがその身から、間欠泉さながらに闇のオーラを噴ふん出しゆつさせたため、一も二もなく全力で飛び下がり、ロドリオから大きく間合いを離はなした。

　噴出した闇のオーラは、漆しつ黒こくの暴風となってロドリオに纏まとわりつく。この世に存在するあらゆる暴ぼう威いを一身に集め、纏ったかのような禍まが々まがしい威圧感を前に、十影は後ろに下がりかけた足を意志の力で縫ぬい止めた。

　ロドリオは見る者の正気を狂わせかねないほどの禍々しい笑みを浮かべながら、十影を見据える。

「なるほど、二対一とはそういうことか」

　ロドリオの笑みに、威圧感に抗こうするように、十影は不敵な笑みを返した。

「そういうことだ。おれは今、ペスティとともに戦っている」

　そう……十影は今、その身に取り込んだペスティの血を介かいして、ペスティと繫つながっているのだ。まるで心が一つになったように、ペスティの考えが、想いが伝わってくるのだ。

　十影を傷つけたくない、十影の力になりたい、十影を守りたい、十影と共に生きたい、十影を────…………溢れんばかりの想いが、十影の心に直じかに伝わってくる。その想いに応えるように、十影の内にあるペスティの血が、十影に力を与えてくれる。血の暴走さえも抑えてくれる。

（まあ、想いが伝わりすぎるのも問題だけどな）

　喜べばいいのか驚おどろけばいいのか怯おびえればいいのかわからない事態を前に、クインから凄すさまじい勢いで説明を求められたペスティの、助けを求める想いまで伝わり、十影は緩ゆるみかけた緊きん張ちよう感かんを引き締しめ直した。

「〝絆血の共振レゾナンス〟……伝え聞いた話では、強い絆に結ばれた者の血を摂せつ取しゆすることで、其その血を与えた者の力を得、己が力をも増ぞう幅ふくさせるという話だったが……我をして御お伽とぎ噺ばなしの類と断じていた現象を引き起こすとは、実に面白いではないか。うぬが闇闘技コンフリクトを使えたことにも、これで合点がいったわ」

　より深く、より禍々しく笑んだロドリオは、黒刀を逆手に持ち、地面に突き立てた。瞬しゆん間かん、ドーム状の闇のオーラがペスティを、クインを、生き残った三人の兵士を丸ごと包み込む。十影はペスティたちを救いに向かおうとするも、

「慌あわてるでない。中の者が無事であることは〝絆血の共振〟でわかっているであろう」

　ロドリオの言葉どおり、驚き、怯えながらも無事を伝えてくるペスティの想いを感じ取り、十影は踏み止とどまった。

　ロドリオは地面に突き立てた黒刀を引き抜き、

「至高の血族われわれの血を受け入れるには、矮わい小しようなる人間の身はあまりにも脆ぜい弱じやく。〝絆血の共振〟を引き起こそうが、血の暴走を完全に抑えきることなどできはせぬ。あと数分もすれば、抑えきれなくなった血が再び暴走し、先程のように、うぬの血管を突き破るであろう。だが──」

　順手に持ち直す。そして、

「我をここまで楽しませてくれた者に、そのような幕引きを迎えさせるのは忍しのびない。ゆえに──」

　直近のビルに向かって刀を振ふるい、漆黒の暴風が大通りに吹ふき荒すさぶ。数瞬後、超ちよう常じようを越こえた一刀を受けたビルは、中ほどから斬断され、周囲のビルを巻き込んで倒とう壊かいした。

「次で決着をつけるとしようではないか」

　そう言って、ロドリオは十影に切っ先を向ける。

「あんた、まさかそのために……」

「我が本気を出せば、あの者たちもただでは済まぬ。そのせいでうぬが余計な気を煩わずらい、十全の力を発揮できぬのではつまらぬからな。全身を以もつて我に挑いどみたまえ。全ぜん霊れいを以て我に抗あらがいたまえ。全命を以て我に喰くらいつきたまえ。我もまた全力を以て応じてやろう」

　再び、その身に纏ったオーラを間欠泉の如ごとく噴ふき上がらせる。

　それに応じて、十影は刀を鞘さやに戻もどし、居合の構えをとる。

「あんたが人間を虐しいたげる理由……地上の支配者が誰だれであるかをわからせるためだけじゃねえようだな」

「ふっ……生あい憎にくだが、人間如きが測れるほど、我の心は卑いやしくできておらんよ」

　ロドリオは黒刀を頭上に掲かかげ、

「くるがよい！　〝赤い剣鬼レツドオーガ〟よ！」

　十影に向かって真っ直ぐに振り下ろした。刹せつ那な、超常を越えた斬撃が漆黒の暴風とともに閃ひらめき、数十メートルに渡わたって地面を斬り裂いていく。十影はそれを半身を引いてかわすも、続けて、縦に、横に、斜ななめに、繰り出された斬撃は数百に及および、刃は幕まくとなって十影に襲おそいかかってくる。

　十影は微み塵じんも臆おくすることなく刃幕に突とつ貫かん。こちらの意を汲くんだペスティが、超常を越えた斬撃から十影を護まもるべく、闇やみのオーラを全身に行き渡らせる。

　刃幕の隙すき間まを縫い、闇のオーラを纏った鞘で斬撃を受け流し、足を止めることなくロドリオとの距きよ離りを詰つめていく。十影にかわされた刃幕は周囲のビルを細切れにし、雹ひようの如くと言うにはあまりにも大きすぎるコンクリート片が大通りに降り積もっていく。

「やはりこの程度では止まらぬか」

　ロドリオはその身に纏った暴風の如きオーラを黒刀に集約する。煌こう々こうと黒く輝く刀に対たい抗こうすべく、十影もまたペスティに願い、闇のオーラを刀に集約させた。

　刃幕を抜けると同時に十影は地を蹴けり砕くだき、刀の柄つかを摑つかむ。

　鞘も左ひだり腕うでもないにもかかわらず、十影に合わせるようにロドリオも居合の構えをとる。

　十影は地を蹴り砕いた突とつ進しん力に、旋せん転てんすることで得た遠心力を上乗せする。

　ロドリオはその手に持った刀をさらに黒く、強く輝かせ、全身全霊を以て振り抜く。

　それに抗するは、十影自らが編み出した、瞬しゆんの奥おく伝でん〝煌こう月げつ〟と断だんの奥伝〝旋せん轟ごう〟を複合させた最大最速の一刀。

　絶ぜつの奥伝──

「〝至し天てん〟ッ!!」

　闇を纏いし〝至天〟と、黒き輝きを放つ一刀がぶつかり合い、衝しよう突とつ点を中心に爆ばく発はつにも似た衝撃波が巻き起こる。瞬間、大通りに降り積もったコンクリート片は、衝撃波によって一つ残らず吹き飛ばされた。

　爆心地にいる二人は、刀と刀を打ち合わせたまませめぎ合う。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気を吐はく十影に対し、ロドリオは歯は嚙がみしながら刀を振り切ろうとする。

　両者のせめぎ合いは拮きつ抗こうしていたかに思われたが、

「ぬぅんッ!!」

　ロドリオもまた裂帛の気を吐き出し、黒刀を振り切って〝至天〟を押し返した。

　力負けした十影は派手に吹き飛ばされるも、身を翻ひるがえし、両の足でしかと着地する。が、それだけでは吹き飛ばされた勢いは止まらず、十メートル以上地面を削けずったところでようやく勢いを殺し切ることができた。

　全身全霊全命の一刀を弾はじき返されて歯嚙みする、十影。だが、

　本当の意味で十影の心をかき乱したのは、それとは別のことだった。

　十影は己おのが刀を見て愕がく然ぜんとする。




　十影の刀は、粉々に砕け散っていた。




　根元だけを残し、刀身は見るも無む惨ざんに砕け散っていた。ロドリオの命に届く唯ゆい一いつの刃が完かん膚ぷなきまでに砕け散っていた。

　けれど、十影の希望までは砕け散っていない。ここで諦あきらめるわけにはいかない。ロドリオに勝つと、絶対に生き延びると約束したのだ。絶対に諦めるわけにはいかない。

（だが、どうする……!?）

　転瞬、ロドリオは決着をつけるべく、地を蹴り砕いて十影に肉にく薄はくする。

（刀なしにどうやって──）




　──まだだっ!!　まだ武器はあるっ!!




　ペスティの叫さけびが、想いが、全身を巡めぐる血を強く脈打たせた。

（……そうだ……）

　瞬間、眼前まで迫せまって来たロドリオが、その手に持った黒刀を袈裟がけに振り下ろす。

（砕けたのは、おれの武器だけ……）

　半身を引いてそれをかわすも、袈裟がけの斬ざん撃げきは流れるように斬り上げに変化し、十影の胴を斬り裂く。

（武器ならまだ──）

　苦く悶もんの表情を浮うかべながらよろめく十影に、その心臓にとどめを刺さすべく放たれた刺し突とつを、身を捻ひねり、左ひだり肩かたを犠ぎ牲せいにすることでかろうじて凌しのぐ。そして、

（あるッ!!）

　刀身の根元まで深々と突つき刺され、激痛を訴うつたえる左肩を無視して、十影は左手で虚空を摑み、闇を引き抜く。勢いをそのままに、突き刺した刃を捻ねじり心臓めがけて黒刀を振り抜こうとするロドリオの手首を殴なぐりつけ、それを食い止めた。刹那、引き抜いた闇が生きた蛇へびのように二人の手に纏わりつき、雁がん字じ搦がらめに締め上げる。

　拳けん打だを受けてなお、身じろぎはおろか眉まゆ一つ動かさなかったロドリオが、十影の創り出した帯状の闇を見て瞠どう目もくする。




　十影とロドリオの手を締め上げた闇の正体は、ペスティの〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟だった。




　十影は満まん身しん創そう痍いとは思えないほどに、不敵に、凄せい絶ぜつに笑む。

「これだけ近けりゃ、使える闇闘技ちからも限られるだろ」

「小こ癪しやくな……！」

　今や唯一の腕かいなを封ふうじられたロドリオの体から漆黒の暴風が吹き荒び、戦いの余波を受けずに済んだビルたちがミシミシと重苦しい悲鳴をあげながら、根元から、あるいは中ほどからへし折れ、次々と倒壊していく。暴ぼう威いを具現化したような風圧に煽あおられながらも、十影は両足でしかと地面を嚙かんで踏ふみ止まり、懐ふところに入れていた最後の武器を摑み取って、ロドリオの心臓に押しつけた。




　十影に残された最後の武器──それはクインから託たくされた拳けん銃じゆう。




　だが、銀の弾だん丸がんによる零ゼロ距きよ離り射しや撃げきでも、ただの銃撃がロドリオの命に届くことなど決してない。ゆえに十影は弾丸に闇のオーラを纏まとわせることを望み、その意を汲んだペスティが残り全てのオーラを一発の弾丸に集約させる。

「受け取れよ──」

　銃に、弾丸に集まる闇を目まの当たりにし、ロドリオの表情に初めて焦しよう燥そうが浮かぶ。が、それも一いつ瞬しゆんのことで、表情はすぐに余よ裕ゆうの笑みに塗ぬり替かえられた。

　十影は人差指に力を込め、

「おれたち三人の、ありったけをな……！」




　闇を纏いし銀の弾丸が、ロドリオの心臓を撃うち貫つらぬいた。




「ぐはぁ……ッ！」

　十影の肩を貫く黒刀が霧む散さんし、ロドリオの口からおびただしい量の血が吐き出される。

「くくく……そうか、三人か」

　だが、それでもなおロドリオは笑みを崩くずすことなく、威い厳げんに満ちた声で十影に告げる。
















「いいだろう。此こ度たびの勝ちは、うぬらに譲ゆずってやろう」

　余裕の笑み……それは自身の敗北を悟さとり、認めたがゆえに浮かべたものだった。

　十影が〝宵闇の揺らめき〟を消して後ろに下がった直後、ロドリオは再び大量の血を吐き出し、遅おくれて、空を覆おおっていた闇が晴れ、ペスティたちを包み込んでいた闇のドームが、ペスティたちを拘こう束そくしていた〝宵闇の揺らめき〟が溶とけるように消えていく。

　そして、

　太陽の光が、ロドリオの体を容よう赦しやなく燃やし始めた。

「勝ちは譲った……が、我はストーカー家の主あるじであり、至高の血族スプリームブラツドの頂点に立つ者。この命、人間如きにくれてやるわけにはいかぬ。無論、うぬにもな」

　そう言って、ロドリオは太陽を睨にらみつける。灼しやく熱ねつの炎ほのおをその身に纏っているにもかかわらず、今まさに己が命を燃やし尽つくされようとしているにもかかわらず、ロドリオの声音に苦悶はなく、その態度はどこまでも傲ごう慢まんで、どこまでも威厳に満ちていた。

　ロドリオは最後の力を振ふり絞しぼり、創り出した黒刀を逆手に持つと、

「我を殺せる者……それは我ただ一人をおいて他におらぬわッ!!」

　十影の手ではなく己が手で死することを誇こ示じするように、瀕ひん死しの心臓に刃を突き立てた。

　直後、ロドリオの心臓から、かつてないほどの濃のう密みつな闇が溢あふれ出す。

　このままでは巻き込まれると直感した十影は、すぐさま全力で飛び下がった。ほぼ同時に、闇は爆発し、それによって生じたエネルギーが空の彼方かなたまで突き上がる。その様は、さながら天地を繫つなぐ柱のようだった。やがて、エネルギーの奔ほん流りゆうは止やみ、直径十メートルにも及ぶ底の見えない巨きよ大だいな穴だけが大地に残された。

「派手な自決も……あったもんだな……」

　深い深いため息を吐き出し、勝利を実感した直後のことだった。

「……ッ!?」

　突とつ然ぜん、十影の眉み間けんから血が噴き出す。血の暴走が再発したと認識した時にはもう意識は奈な落らくの底に流れ落ち、気を失った十影は眉間から命の雫しずくを流しながら仰ぎよう臥がした。

「十影っ!!」

　クインは絶ぜつ叫きようしながら十影に駆かけ寄り、ベルトに吊つり下げたケースから、中和剤ざいの入ったアンプルを取り出す。蓋ふたを開け、中和剤を十影の口に流し込むも、

「そんな……」

　十影は気を失っているため、流し込んだ中和剤が口からこぼれ落ちてしまう。

「飲んでよ……お願いだから飲んでよ……」

　戦いで受けた傷と、その身から噴ふき出した血によって、十影の軍服は白地を探すのが困難なほどに赤く染まっていた。今さら中和剤を飲ませたところで助からないかもしれない。けれど、中和剤を飲ませられなければ「かもしれない」という小さな可能性すらも失われてしまう。クインは今にも泣き出しそうな顔で、必死になって何度も何度も十影の名を呼ぶも、十影は目を覚ましも、中和剤を飲んでもくれなかった。

「やだ……やだよぉ……」

　途と方ほうにくれたクインは腰こしが抜けたようにその場にへたり込み、咽むせび泣く。

　絶望するクインの肩に、ペスティはそっと、優しく手を添そえる。両手両足を貫かれていたため歩くのに難なん儀ぎし、今ようやく十影のもとに辿たどりつけたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ、クイン」

「大丈夫って、どう大丈夫なのよぉ……」

「わたしが十影を助ける」

「助けるってどうやって……」

　ペスティは申し訳なさそうにクインを見つめると、

「本当にすまぬ」

　小声で謝り、十影の傍かたわらに腰を下ろすと、十影から預かっていたアンプルの蓋を開け、

「あ……」
















　呆あつ気けにとられるクインを尻しり目めに、中和剤を口に含ふくむ。そして、

「あ──────────っ!!」

　その柔やわらかな唇くちびるを、十影の唇に重ねた。








終章　明日への一歩









　第だい六ろく太陽塔ツリー付近にある、エクイテスの拠きよ点てんとなっているビルの屋上で、ペスティは柵さくにもたれて頰ほお杖づえをつきながら、沈しずむ夕日を眺ながめていた。

「うむ？」

　不意に、誰だれかが屋上を目指して階段を上がる音が聞こえてくる。足音だけで誰が上がってきたのかがわかったペスティは、頰ほおを緩ゆるめ、屋上の入口に体を向けた。

　屋上の扉とびらが勢いよく開き、

「ちょっとペスティ！」

　プリプリ怒おこったクインが、大おお股またでペスティに歩み寄ってくる。

「一応、あたしはあんたを監かん視ししなきゃいけないんだからねっ。一人で勝手に動き回るのはやめてよねっ」

「すまぬすまぬ。夕日を見み逃のがしたくなかったのでな」

「気持ちはわからなくもないけど……ほんと気をつけてよね。十影が目覚めるまで、できるだけ問題は起こしたくないんだから」

　そう言って、先程のペスティと同じように柵にもたれて頰杖をつき、夕日を眺める。

「ったく、いつまでグースカ寝ねてるつもりなのよ……」

　辛しん辣らつな言葉とは裏腹に、声音は十影のことが心配で仕方がない様子だった。

　あれから三日経ったが、十影はいまだ目覚めていない。

　ペスティが口移しをしたおかげで、十影に中和剤を飲ませることはできた。しかし、血の暴走は治まっても十影の容態は予断を許さぬ状じよう況きようだったため、ペスティが捕つかまることを承知した上で、二人は拠点に助けを求めた。

　少し前まで同じ釜かまの飯を食べていたこともあり、拠点に詰つめていた者たちは快く助けに応じ、十影を大急ぎでエダのもとに運んでくれた。そして、十時間をこえる手術の末、十影は一命を取り留めたのであった。

　翌日、ペスティを追つい跡せきしていたエクイテスが拠点入りしたため、クインは彼らの説得を試みることにした。

　クインは追跡隊にこう説明した。

　十影とともに、人間と至高の血族スプリームブラツドのクォーターであるペスティの協力を秘密裏に得て、至高の血族のトップの一角たるロドリオを誘おびき出し、倒たおした──と。十影、クイン、ペスティの三人がロドリオと戦っていたことは、あの時加勢に来てくれた拠点の兵士の、生き残りの三人が証言してくれたため、その点に関しては追跡隊を納得させることができた。

　だが、なんの報告も相談もなしに、十影とクインの二人だけで勝手に動いたことは、組織として許されることではなかった。

　クインはやむなく、ペスティの母親のことを追跡隊に話した。

　ペスティの母親はクリアナの人間に殺されているので、ペスティも、ペスティに協力した自分たちも殺される可能性があったため秘密裏に動くしかなかった──と、クインは力説。どうして危ない橋を渡わたってまでロドリオを討とうとしたのかと訊たずねられたので、クインは笑顔で、はっきりとこう答えた。

『もちろん、人類とクリアナのためです』

　結局、追跡隊は自分たち程度が判断を下せるような問題ではないとクインに告げ、クリアナに戻もどり、上の者に指示を仰あおいだ。その結果、十影が目を覚ました後に、十影、クイン、ペスティをクリアナに召しよう喚かんして査問にかけるということで、ひとまずは落着したのだ。

　十影が目覚めるまでの間、ペスティには常時監視をつけ、拠点の外には出さないようにと命令された。監視する人間までは指定されなかったので、こうしてクインがペスティを名目上でも監視しているのだ。

　ペスティはクインを励はげますように、

「そう心配するでない。極上クインの血を摂せつ取しゆしたのだ。そのうち十影も目を覚ますであろう」

　あの日十影は、拠点に備び蓄ちくされた輸血パックでは足りないほどに失血していた。その際にクインは「あたしの血を使って！」とエダに懇こん願がんし、調べてみたところ血液型が一いつ致ちしていたので、クインの血を十影に輸血したのだ。

「至高の血族じゃないんだから、あたしの血を輸血したからってすぐに傷が塞ふさがるわけないでしょ」

「あぅ……だ、だが！　クインの血は本当に体によいのだぞ！」

「だからそれは至高の血族の話だってば」

　ガックリと肩を落とした直後、クインのＰＤが振しん動どうする。

　画面を見てエダからの通信だとわかるや否や、すぐに応答し、

「十影、目を覚ましたのですか!?」

『さあて、どうだったかのう……クイン嬢じようちゃんがハグしてくれたら思い出し──』

「怒りますよ？」

『すまん。冗じよう談だんじゃ。十影ならば先程目を覚まして地下に向かったぞい』

「ありがとうございます！──って、ペスティ待ってよ！」

　人にん間げん離ばなれした聴ちよう力りよくでちゃっかりとエダの話を聞いていたペスティは、すでにもう屋上をあとにしていた。クインは通信を切ると、大急ぎでペスティの後を追った。







　病衣に身を包み、左ひだり腕うでを三さん角かく巾きんで吊り下げた十影は、拠点の地下にある遺体安置所を訪れていた。

　目を覚まし、エダから話を聞いて状況を把は握あくした十影は、まず真っ先に、ロドリオに殺された七人の兵士に哀あい悼とうを捧ささげることにした。結果的に彼らを巻き込んでしまい、死なせてしまったという自責の念が十影を突つき動かしたのだ。

　黒い棺ひつぎに眠ねむる一人一人に黙もく禱とうを捧げたあと、十影は遺体安置所をあとにした。その直後のことだった。

　エレベーターの扉が開き、中からクインとペスティが出てくる。
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　と、叫さけびながら、クインが猛もうスピードで突っ込んできたので、

「きゃうっ!?」

　思わずかわしてしまい、クインは派手にすっ転ぶ。

「どうしてかわすのよ！」

「わりぃ。つい、な」

　立ち上がり、両腕を振ふり上げて抗こう議ぎをするクインに、十影は苦笑しながら詫わびた。

「うむ、元気そうでなによりだ」

　遅おくれてやってきたペスティが、いつもの尊大な調子で、安あん堵どした声音で言う。

「元気ってほどじゃねえが、もう大丈夫だ。わりぃな、心配かけちまって」

「まったくよ」

　と、むくれた顔で応えるクインの横で、ペスティは「ふふん」と鼻を鳴らす。

「わたしは別に、そこまで心配してなかったぞ」

「そんな薄はく情じような──って言いてえところだが、〝絆血の共振レゾナンス〟ってやつのおかげで、おれが助かることを確信してたのか？」

「うむ。理り屈くつも根こん拠きよもなかったが、血の暴走さえ止めることができたらどうにかなるという確信だけはあったのでな。それがなければ今日の今日まで不安で眠れな──」

　言いかけて、フリーズする。

　ほどなく、頰を朱しゆに染めながら、

「──くなるなんてことはないぞ！　べべべ別に十影のことなんて、なんとも思ってないからな！」

「いや、今さらなんとも思ってないって言われてもなあ」

　どこか言いにくそうに、人差指で頰をポリポリ搔かく十影に、ペスティは訝いぶかしげな視線を向ける。

「それはどういう意味だ？」

「って、訊ききたいのはあたしの方なんですけど」

　じっとりとした視線で、クインは十影とペスティを睨にらみつける。なんとなく後ろめたい気分になった二人は、揃そろって、無意識の内に後ずさってしまう。

「十影が目を覚ましたら訊こうと思ってたんだけどさ、今も話に出てきた〝絆血の共振〟っていったいなんなのさ？」

「なにって言われてもな、ロドリオが言ってたこと以上のことはわからねえよ」

「う～む……なにぶんわたしも初めて聞いた言葉なのでな。十影の言うとおり、ロドリオ様から聞いた以上のことはわからぬのだ」

　示し合わせてもいないのに、示し合わせたような反応をよこす二人に、クインは頰を膨ふくらませる。

「う～……なんかやけに息が合うようになってるし～……ちゃんと説明しなさいよ～……」

　拗すねた口調で、クイン。ちゃんと説明するまで許してもらえなそうな風情だった。

　そんなクインを前にして、おろおろし始めるペスティはアテにならないので、十影は観念したように、

「わかったわかった。〝絆血の共振〟が起きている間に、おれが体感したことを話すよ。だから、それで勘かん弁べんしてくれねえか？　マジで詳くわしい説明なんてできねえんだよ」

「……わかった。それで勘弁してあげる」

　十影は安堵のため息をつき、しばし黙もつ考こうする。やがて、

「〝絆血の共振〟が起きていた間……おれは……ペスティと一つになっていた……って言えば通じるか？」

　考えるままに、オブラートに包み忘れた言葉をそのまま口にしてしまう。

　ペスティの顔が真っ赤になったのは言うまでもなく、クインの顔が引きつったのも言うまでもなかった。

　なんでこいつらこんな顔してんだ？──と、眉まゆをひそめた十影だったが、自分の言葉を反はん芻すうすると同時にクインと同じ顔になってしまう。

「別にそういう意味で言ったわけじゃねえからな!?　その……あれだ！　心と心が繫つながったって言いたかったんだよ！」

「初めからそう言わぬかっ!!」「初めからそう言いなさいよっ!!」

　ペスティとクインの叫びが綺き麗れいに重なる。

「そ、そうだクイン！　おれたち三人がクリアナで査問を受けることになったって話をエダ爺じいから聞いたが、それは本当なのか!?」

　旗色が悪いと思った十影は、露ろ骨こつに話題を変えようとする。

　クインもそれはわかっていたが、話題が話題だったので不承不承ながら答えた。

「本当よ。中央議局とクストスのお偉えらいさん立ち会いのもとでね」

「クストスはわかるが、なんで中央議局までしゃしゃり出てくるんだ？」

「それだけ今回の件が、クリアナにとって大おお事ごとだったってことよ。なんせペスティは、人類に協力する初めての至高の血族なんだからね～」

「うむっ」

　腕うでを組み、ふんぞり返ってペスティはクインに同調する。

「そのペスティを引っ張ってきたのが十影ってことになってるから、これでますます英えい雄ゆう殿どのの名声も上がりますな～」

　目が点になりかけていた十影だったが、我に返り、

「それ全部、クインが考えたのか？」

「もっちろん。査問までこぎ着けたのは、あたしのおかげなんだからね」

「いや……素直にすげえわ」

「感心だけじゃなくて感謝もほしいな～」

「わかったわかった。今度なにか奢おごってやるよ」

「奢るとか、金銭で済むようなお礼はいいよ。その代わり──」

　ニヒリと、クインは笑う。

「キスして」

「するか」

　即そく答とうだった。

「……ちょっとは迷いなさいよ」

「迷うか。そんな軽々しくするもんでもねえしな」

「あたし、十影に血を分けてあげたんですけど。キスぐらいしてくれてもいいと思うんですけど」

「それはエダ爺から聞いた。もちろん感謝してるが、それとこれとは話は別だ」

「そ、そうだぞ。十影の言うとおり、キスなんて軽々しくするものではないぞ」

　十影の味方についたペスティに、クインは恨うらめしそうな視線を向ける。

「ず～る～い～自分はもうしてるからってっ」

　その言葉に、ペスティは顔を真っ赤にしたままフリーズしてしまう。

　それだけでなにがあったのかをある程度以上に理解してしまった十影は、壊こわれかけのロボットのように、今にも錆さびついた音が聞こえてきそうな挙動で首を曲げ、ガラにもなく敬語でクインに訊たずねる。

「マジですか？」

「噓うそ言ってどうすんの。ロドリオを倒たおしたあと、あんたが中和剤ざい飲んでくれなかったからペスティが口移しで飲ませたのよ。だから、あたしにもして」

「ちょっと待て……本当にちょっと待て……とりあえず『だから』の意味がさっぱりわからねえぞ」

「だってあたし、十影のこと好きだもん。だから、して」

　あくまでもキスを要求する、クイン。その横で、依い然ぜん顔を真っ赤にしたまま、複雑な表情で事態を見守るペスティを見て、十影は内心頭を抱かかえた。

〝絆血の共振〟について十影が口を滑すべらせた、「ペスティと一つになっていた」という表現は決して的外れではなかった。それほどまでに〝絆血の共振〟の最さ中なか、十影とペスティの心は繫がっていたのだ。

　だから、わかってしまった。

　ペスティが自分に惚ほれていることを。先んじて十影のことが好きだと公言していたクインに対し、そのことで後ろめたさを覚えていることを。

　クインの好意を、恩を、ないがしろにするようなことはしたくない。けれど、ペスティの想いを傷つけるような真似まねもしたくない……考えた末に十影がとった行動は、

「まあ、その、あれだ……さすがにキスは勘弁してくれねえか？　代わりと言っちゃなんだが……」

　十影はクインに歩み寄り、

「これで勘弁してくれ。クインには、ほんと感謝してるからさ」

　そう言って、クインの頭を優しく撫なでた。

「なによこれ……子こ供ども扱あつかいしてない？」

　とは言いながらも、クインはそうまんざらでもない顔をしていた。隣となりで見ているペスティも、心なしか羨うらやましそうな顔をしていた。

「子供とは思えねえから、キスとか、そういうのは勘弁してほしいんだよ」

　クインはじっとりとした視線で十影を見上げるも、やがて、頰ほおを朱に染めながら、蚊かの鳴くような声で呟つぶやいた。

「ほんと、ずるいんだから」

（たしかに、ずるいよな）

　自じ嘲ちようしながら、心の中でクインに同意する。

　正直に言えば、クインは異性としてとても魅み力りよく的てきだと思っている。ペスティも、クインに負けず劣おとらず魅力的だと思っている。二人について好きか嫌きらいかと問われれば、今ならば迷わず、素直に好きだと答えることができる。だが、

（その好きが、どういう意味での好きなのかわからねえんだよ……）

　我ながら情けないと思えるほどに、弱気になっていることを自覚する。

　二人のことを、異性として好きなのか、友人として好きなのか、あるいは──おこがましい考えかもしれないが──家族として好きなのか……それがはっきりするまでは迂う闊かつに決断を下すわけにはいかなかった。それゆえに、今の十影に打てる手は逃にげの一手しかなかった。

　二人のことは誰だれよりもなによりも大切だと思っている。

　だからこそ二人の想いを真正面から受け止め、その上で答えを出したいと思っている。

（だから、まだもう少しだけ待っていてくれ。答えは必ず出す）

　自分に言い聞かせるように、自分を戒いましめるように、十影は心の中で堅かたく誓ちかった。




　それから半月後──




「どうだ？　似合うか？」

　純白の軍服に身を包んだペスティは、十影とクインに見せつけるように、クルリとその場で一回りする。

「悪くはねえな」

「むしろ似合いすぎ」

　三人は今、第一街区にある、エクイテス本部の一室にいた。

　三度にわたる査問の結果、ペスティはエクイテスに所属することとなり、ペスティの監かん視しには十影とクインがつくこととなった。

　本当は十影の他に、中央議局とクストスからそれぞれ一名ずつ、男の監かん視し員いんが派は遣けんされる予定だったが、クインは「中央議局とクストスからわざわざエクイテスに転属させる必要はありません」だの「女性の監視員も必要でしょう」だの「気心が知れた人間の方が彼女も安心します」だの理路整然と駄だ々だをこね、挙句の果てに今までの恋れん愛あいで得た交友関係を最大限に活用し、査問に立ち会った人たちに根回しまでして、見事ペスティ監視の任についたのであった。母親の件もあって、十影とクイン以外の監視がつくことを嫌いやがったペスティが後押ししたことも大きかった。

　ペスティの行動の自由は、監視のもとであれば基本、保障されることとなった。

　査問の場で、ペスティは至高の血族スプリームブラツドについて知りうるかぎりの情報を開示し、実験のために定期的に血液を譲じよう渡とすることにも快かい諾だくした。どちらも、クリアナにとってこの上なく有益なものであったため、超ちよう法規的措そ置ちに近い形で行動の自由を保障された。

　もっとも、行動の自由を保障された最大の要因は、査問の場でいつもどおりすぎるペスティの醜しゆう態たい、もとい、勇姿をお披ひ露ろ目めしたことにより、ペスティの人じん畜ちく無む害がいっぷりを多くの人間に理解してもらえたことにあるが。

　査問を受けていた期間中、十影はユラギのちょっかいを警けい戒かいしていたが、ついぞ彼は動きを見せることはなかった。己おのが思おも惑わくを超こえられたことを悔くやしがっているのか、はたまた喜んでいるのか……頭のネジが外れた人間の思考など読めるはずもないので、今は素直に、最良と言ってもいい結果を勝ち得たことを喜ぶことにした。

「ふむ……なんだか、夢でも見ているような気分だな」

　嬉うれしそうに満足そうに、ペスティは微笑ほほえむ。

「夢じゃねえよ。ただ現実が普ふ段だんのろくでもなさを忘れてるだけだ」

「おやおや～？　今のはちょっとポエムっぽいですな～英雄殿」

「うるせえ」

　そう言って、十影はわざとらしく咳せき払ばらいをする。それから、あらたまった口調で、

「二人に言っておきたいことがある」

　十影がなにか大事なことを言おうとしていることを察した二人は、黙だまって十影に向き直った。

「クリアナの中には、至高の血族を必要以上に恐おそれる者、憎にくむ者が大勢いる。そういった輩やからがペスティの命を狙ねらう可能性がないとは言い切れない。それに、これからどういう任務が下されるかはわからねえが、至高の血族の動向次第では前線に送られる可能性も多分にある。戦力としても、ペスティはかなり期待されてるだろうからな」

「個人的には、ペスティをもっと大事に扱あつかってくれることを期待したいんですけど。クリアナにとっても貴重な存在のはずだし」

「おれもそう思いてえところだが中央議局にしろ、エクイテスにしろ、クストスにしろ、ペスティの存在を快く思ってない輩は必ずいる。そいつらが、ペスティの戦死を期待して前線に送ろうとすることも──って、別に不安を煽あおってるわけじゃねえからな!?」

　言葉どおり、不安そうな顔をするペスティを見て、十影は慌あわててフォローを入れる。

「なにが言いたいかっていうと、その、アレだ。お前らのことはおれが守ってやるから、あんまり心配すんなってことだ」

　気き恥はずかしくなったのか、後半の言葉は二人にではなく、壁かべに向けられていた。

　ペスティとクインは顔を見合わせ、クスリと笑う。

「十影、少し顔が赤くなっておるぞ」

「小こっ恥ぱずかしいこと口走るからそうなるのよ」

「うるせえ。つうか、そろそろ行くぞ。さっさとペスティのＰＤを発行してもらわねえといけねえからな」

　そう言って、十影はズカズカと部屋の入口に向かう。

「うむ、ＰＤか。それの使い方なら知っておるぞ」

「いやいや、前に使い方を覚えたのはただの簡易型だから──って、ちょっと待ってよ！」

　二人の声を背に受けながら、十影は思う。

（おれの居場所も、随ずい分ぶんかしましくなったもんだ）

　だが、悪くない。

　十影は頰に笑みを浮うかべていた。

　ペスティも、クインも、笑顔の花を咲さかせていた。

（当たり前のことだが、やっぱり、こうして笑い合えるような場所じゃないと居場所とは言えねえよな）

　しみじみ思う。血ち塗まみれの、死体塗れの、自分以外に誰もいない場所など、断じて居場所ではない、と。

　けれど、ペスティを、クインを、自分たちの居場所を守るためならば、血塗れの、死体塗れの場所に戻もどることも厭いとわない。

　二人を、居場所を、必ず守ってみせる。守り続けてみせる。

　決意と覚かく悟ごを新たに踏ふみ出そうとした一歩は、ペスティとクインに背中を押され、思いのほか大きな一歩になってしまった。
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　はじめまして、亜あ逸いつです。

　アイツが亜逸と名乗りはじめました、亜逸です。

　まずは本書をお買い上げいただき、まことにありがとうございました。立ち読みしているというそこのあなた、今すぐ後ろを振ふり返ってください。あなたの視線の先にはきっとレジがあることでしょう。絶対にレジがあることでしょう。間ま違ちがいなくレジがあることでしょう（誘ゆう導どう）。

　本書は第28回ファンタジア大賞にて銀賞という栄えい誉よをいただいた「ＢＬＯＯＤ　ＩＮ　ＢＬＯＯＤ」を改題、改かい稿こうした作品になります。

　なぜ「ＢＬＯＯＤ　ＩＮ　ＢＬＯＯＤ」から「イグニッション・ブラッド」に改題したのかというと、英字タイトルはやや敬遠されやすい傾けい向こうにあること、「ＢＬＯＯＤ　ＩＮ　ＢＬＯＯＤ」だといまいち内容が想像しにくいこと……などといった理由がありますが、最大の理由は略りやく称しようにあります。




「ＢＬＯＯＤ　ＩＮ　ＢＬＯＯＤ」

　[image: ↓]

「血　イン　ブラッド」
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「チ　イン　ブラ」
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「チ○ブラ」




　おわかりいただけたでしょうか？

　うっかり「ＢＬＯＯＤ　ＩＮ　ＢＬＯＯＤ　ＩＮ　ＢＬＯＯＤ　ＩＮ　ＢＬＯＯＤ」に改題しようものなら大だい惨さん事じになっていたところです。いやー本当に危ないところでした。




　お次は「イグニッション・ブラッド」に登場するキャラクターにまつわる小話をば。物書きとしては、こういうことは作品内のみで語るのが理想なのかもしれませんが、いかんせん作品内で語ろうものなら色々とぶち壊──ゲフンゲフン、作品内だけでは語り切れないことが多々ありますので、あとがきという場を借りて、ちょっとした裏話を交えながら、重大なネタバレは避さけつつ語っていきたいと思います。




○十とお影えい

　なんでもぶった斬ぎって解決するブッターギルン二号機。地球を輪切りにすることを目的に造られた本家には及およばないが、極めて高い戦せん闘とう力りよくと、極めて高い童どう貞てい力を有している。

　日本人的な名前にした場合、「イグニッション・ブラッド」の世界においてファーストネーム（名前）とラストネーム（名字）のどちらを先に呼ばせるべきかと悩なやんだ結果、名字をうっちゃることにしたのは、ここだけの秘密です。なお、「十影」という名前のどこが日本人的なんだ？──という疑問は一切受け付けません。




○ペスティ・アーヴィング

　都合二度もキャラを作り直すことになった、作品外においてもある意味ポンコツなメインヒロイン。

　ファンタジア大賞投とう稿こう前のプロットでは割と普ふ通つうの女の子にしていたけれど、いざ書き始めてみるとクインよりもキャラが弱すぎたため、おっとり系の性格にチェンジ。したのはいいけれど、ファンタジア大賞の選評にも担当編集様にもやっぱりクインよりもキャラが弱いことを指し摘てきされ、さらに性格をチェンジ。その結果、どこに出しても恥はずかしくないプロットクラッシャーに成長しました（白目）。いやー実際に書き始めたら勝手に動くわ喋しやべるわで、第二稿こうを書きあげた後に二十ページ近く内容を削けずるハメになるとは思いもしなかったですわ（吐と血けつ）。




○クイン・クイン

　前述のとおりペスティのキャラを二度も作り直させただけでなく、投稿前のプロットから一ミリも設定が変わっていないという、あらゆる意味でパワフルなサブヒロイン。

　なんとなくかつあっさりと決まったファーストネームに比べ、ラストネームはなかなか決まらなかったものの、唐とう突とつに「クインクインにしてやんよ」という言葉が閃ひらめき、ご覧のとおりの名前になりました。なお、名前の「イ」を「ラ」に変えると、「マクロスＦ」に登場する某ぼうメガネ割り器と同じ名前になってしまうのは、ここだけの秘密です。




○ロドリオ・ストーカー

　ファンタジア大賞の選評にて、ヒロインよりもオッサンキャラの方が生き生きとしていたと評されたのは、たぶんこいつのせい。その点も踏ふまえて改稿した結果、改稿前よりも二・七倍くらい生きがよくなったような気がするけど、たぶん気のせい。ストーカーとシェリダンの名は、吸きゆう血けつ鬼き小説の偉い大だいなる先達の名前からとらせていただきました。




　さて、そろそろ紙し幅ふくも少なくなってきたので謝辞をば。

　割とどうでもいい質問やらなんやらでなにかとお手を煩わずらわせてしまった担当編集様、こちらの想像を軽々と飛び越こえていくほどに美び麗れいかつ素晴らしいイラストを手て掛がけてくれたゆらん様、第28回ファンタジア大賞にて本作を評価してくださった選考委員の方々、そして本書に関わった全ての人たちに、多大なる感謝と御お礼れいを申し上げさせていただきます。




　それでは、本書を読んでくださった皆みな々みな様さまと末長いお付き合いができるよう、「亜逸の新刊読んだ？」「アイツって誰だれだよ？」「亜逸は亜逸だよ」「だからアイツって誰だよ!?」的なめんどくさい会話を全国のどこかで勃ぼつ発ぱつさせることができるようがんばっていきたいと思いますので、これからも何卒よろしくお願いいたします。
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